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愛知県学校食育推進の手引 

― 第一次改訂版 ― 



は じ め に 

  

医食同源とは、日頃からバランスのとれた美味しい食事をとることで病気を予防し、治

療しようとする考え方です。古くから中国にある、体によい食材を日常的に食べて健康を

保てば、特に薬など必要としないという薬食同源の考えを基にした日本で作られた造語と

も言われています。 

 しかし、近年子どもたちを取り巻く食事環境は、「孤食」「個食」「固食」「粉食」「小食」

「濃食」などの六つの「こ食」で起こりがちな栄養バランスの崩れや不規則な食事により、

肥満や生活習慣病の低年齢化を招き、食育の必要性が叫ばれるようになっています。 

 平成 31 年３月に文部科学省から出された食に関する指導の手引-第二次改訂版-でも食

の自己管理能力の必要性が示されています。子どもたちには、栄養や食事のとり方などに

ついて、正しい基礎知識に基づいて自ら判断し、食生活をコントロールする力が必要とな

っています。この他にも学校におけるアレルギー等の疾患への対応や食育における学校、

家庭、地域の連携が求められています。そうした情勢を踏まえ、新しい学習指導要領の改

訂の趣旨を取り入れて、この第二次改訂版が出されました。食に関する指導の目標・内容

を再整理し、主体的・対話的で深い学びの視点やカリキュラム・マネジメントを重視した

形で示されました。 

 そこで、愛知県版の手引では、愛知県における食育の取組を紹介するとともに、従前の

手引を、この文部科学省から出された第二次改訂版の考え方に沿って再構成しました。さ

らに食に関する指導の全体計画①②を小・中・義務教育学校・特別支援学校の校種別に分

けて例示するとともに、新学習指導要領における育成すべき資質・能力の三つの柱ごとに

校種別指導事例を掲載しました。栄養教諭の先生方はじめ各学校の給食主任の先生方や食

育推進のリーダーシップをとっておられる先生方を中心に、この手引が活用されますこと

を期待しています。 

 最後になりましたが、愛知県学校食育推進の手引第一次改訂版作成委員の皆様には、改

訂版作成のために誠心誠意お取組いただきましたことにお礼を申し上げまして、私のあい

さつとさせていただきます。 

令和４年３月 

愛知県教育委員会保健体育課長 

岩田 政久 
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１ 愛知県における学校食育推進の基本的な考え方 

 

（１） 学校における食育の必要性 

   食は人間が生きていく上での基本的な営みの一つであり、健康な生活を送るためには健全

な食生活は欠かせないものです。しかしながら、近年、食生活を取り巻く社会環境の変化など

に伴い、偏った栄養摂取や不規則な食事などに起因した肥満や生活習慣病の増加が見られ

ます。また、過度の痩身などの問題も指摘されています。食に関する問題は、本来家庭が中

心になって担うものですが、食生活の多様化が進む中、家庭において十分な知識に基づいて

指導を行うことが困難になりつつあるばかりか、保護者自身が健全な食生活を実践できていな

い場合もあります。そうした状況を踏まえると、子どもたちの食生活については、学校、家庭、

地域が連携して、望ましい食習慣の形成に努める必要があります。 

   子どもの頃に身に付いた食習慣を大人になって改めることは、困難なことです。特に、成長

期にある子どもたちにとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせないものであ

ると同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすものです。 

 

図１ 学校における食育の必要性 
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（２） 学校における食育の現状と課題 

  食育基本法が施行され、食育の重要性が明記されたことから、各学校では、地域の実態に

合わせて特色を生かした食育の取組や、栄養教諭の専門性を生かした食育の実践が行われて

きました。例えば、「地域の方の協力を得ながら、子どもたちが栽培活動に取り組むことにより、

育てた野菜を収穫する喜びを味わうことで、食べ物を大切にする気持ちが育ってきた」また、

「栄養教諭が、収穫した食材を生かした学校給食を提供することで、野菜がおいしいと感じる子

どもが増えてきた」「実物に触れる場面や食べ物を活用した実験を取り入れるなど食育の授業を

工夫することで、子どもたちの食への興味関心を深めることができた」さらに、「子どもたちが食

に関する学習で学んだことを家庭へ持ち帰ることで、家庭での食に関する関心が高まってきた」

「学校の食育の取組を保護者も体験することで、保護者の食に関する意識が高まり、地域の人

たちもこうした取組へ参加するまでに発展してきた」など、様々な実践が積み重ねられ、その成

果も多く見えてきました。 

   しかしながら、こうした成果とともに学校における食育を広げるための問題点も見えてきました。

積極的に食育の研究に取り組む学校がある一方で、栄養教諭や学校栄養職員が配置されて

いない学校もあり、栄養教諭等を活用する体制が整っていない状況が少なからずうかがえます。

また、教科でない食育をどのように校内で進めていくとよいか、手だてが分かりにくいなど、戸惑

いを感じている学校も少なくないようです。 

   学校における食育は、児童生徒が食に関する知識や能力等を発達段階に応じて総合的に

身に付けることができるよう、校長のリーダーシップの下、さまざまな教科等の指導を関連させつ

つ、全教職員で組織的に取り組むことが必要です。学校における食育の推進について積極的

な地域や学校が増えつつありますが、県全体で見るとまだまだ部分的であり、すべての学校に

広げていくことが大きな課題となっています。 

図２ 学校における食育の取組を広げるための課題 
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（３） 第４次愛知県食育推進計画 

  本県では、平成 18 年に「愛知県食育推進会議」を設置し、第１次愛知県食育推進計画であ

る「あいち食育いきいきプラン」を作成し、平成 22 年度を目標に食育を県民運動として推進して

いきました。 

   第４次計画である「あいち食育いきいきプラン 2025」では、第３次計画による取組の実績と評

価を踏まえて、令和７年度までに達成すべき数値目標を掲げ、これまでの取組を「継承」すると

ともに、多様な主体同士の連携や新しい生活様式の実践、ＳＤＧs 達成への貢献などを踏まえ、

取組を「ＳＨＩＮ化」（新化・進化・深化・伸化）させ、食育の実践力を高めていきます。 

     

  具体的な目標は、「体」、「心」、「環境」、「支える」の食育の４本柱ごとに掲げています。

表１は、児童生徒に関わる目標の例です。 

 

 

 

 

番号 変更事項 項　　　　　　　　目 令和２年度 目標（７年度）

① 深化 朝食を毎日食べる習慣がある小中学生の割合 ９３．２％ ９８％以上

② 深化 朝食を毎日食べる習慣がある高校生の割合 ８６％ ９１％以上

③ 継承 朝食に野菜を食べている小中学生の割合 ５５．９％ ８０％以上

④ 継承 農林漁業体験に取り組む小学校の割合 ※７７．８％ ８０％以上

⑤ 進化 学校給食において全食品数に占める県産食品数の割合 ４０．４％ ４５％以上

⑥ 進化 学校給食において年間に使用した県産食品の種類 ※５５種類 ６０種類以上

表１　児童生徒に関わる目標の例

・①②は、朝食欠食率から朝食摂取習慣調査に変更（深化）

・③④は、継続調査（継承）

・⑤⑥は、「心」の目標から「環境」の目標として調査（進化）

※④については、新型コロナウィルス感染症の影響のため令和元年度を基準とする。

※⑥については、年間調査のため、令和元年度を基準とする。

「新化」…時代に合わせた変化 

「進化」…多様な発展 

「深化」…質の向上 

「伸化」…横展開のつながり 

「Ｓ」…Ｓustainable（持続可能な） 

「Ｈ」…Ｈealthy（健康な） 

「Ｉ」…Ｉnteresting（興味深い） 

「Ｎ」…Ｎetwork（連携） 
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２ 愛知県の「子ども食育推進事業」 

  本県では、学校における食育を拡充するために、「子ども食育推進事業」として令和３年度に

は次のような事業を実施しました。 

（１） 児童生徒や保護者を対象とした事業 

① 「早寝・早起き・朝ごはん」キャンペーン 

就学前の子どもをもつ保護者を対象に、「早寝・早起き・朝ごはん」を基本とした生活習慣 

の大切さを啓発するパンフレットを作成し、各小学校の就学時健康診断や入学説明会などに

配布して、保護者の意識を高める活動を行いました。 

② 小学校における「給食試食会」保護者向け食育資料の提供 

各小学校・義務教育学校及び特別支援学校（小学部）における給食試食会において、食

育についてプレゼンをする際に、朝ごはんの大切さや栄養バランスのよい食事について、担

当者が説明する資料を提供しました。 

③ あいちの味覚たっぷり！わが家の愛で
・ ・

あ
・

朝ごはんコンテスト 

  小学校５・６年生児童を対象とし、地元の旬の食材を取り入れた「愛
・

で
・

あ
・

朝ごはん」の献立

づくりや調理などを通して、親子で望ましい食生活について一緒に話し合ったり、家庭の絆を

深めたりすることを目指して実施しました。 

例年は、７月１日～９月上旬に親子で考えた朝ごはんの献立を募集し、予選審査で選ばれ

た 10 名の児童が、本選会場である東海学園大学名古屋キャンパスで実際に調理をして朝ご

はんの出来栄えを競い合います。審査委員長は「食育のすすめ」の著者で有名な服部幸應

氏です。しかし、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い本選を中止しまし

た。代わりに予選で選ばれた 10 点を優良賞とし、受賞作品紹介ポスターを、2021 年 11 月 24

日（水）から 2022 年１月 14 日（金）まで愛知県東大手庁舎２階にて掲示しました。その後、

2022 年２月７日（月）から 2022 年３月 31 日（木）まで愛知県青年の家１階玄関ロビーにて掲

示しました。令和３年度の応募数は、10,219 点でした。 

④ 朝ごはん啓発リーフレット「再発見、朝ごはんの大切さ！」の配布 

   子どもたちの望ましい食習慣の定着を目指して、朝ごはん啓発リーフレットを作成し、３学 

期に小学校５・６年生児童対象に、学級、学校掲示用に配付しました。 

  県内の小学生が朝ごはんをとることの大切さを見直すことができるようにするため、「あいち

の味覚たっぷり！わが家の愛で
・ ・

あ
・

朝ごはんコンテスト」予選優良賞受賞献立や、プロスポー

ツ選手の朝ごはん等を紹介し、親しみが感じられる内容で構成しました。 
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（２） 教職員を対象とした主な研修等の実施 

① 学校食育推進者養成講座 

学校における食育について実践的に活用できる専門研修を実施し、教職員の指導力向 

上を図るとともに、学校食育推進の核となる指導者の育成を図ることを目的に、毎年８月に

開催しています。（平成 22 年度までは、「食に関する指導者養成講座」として開催してきまし

たが、平成 23 年度から名称を変更しました。） 

    ＜対象者＞ 

    ・県内小・中・義務教育学校、特別支援学校（名古屋市を除く）の管理職または各学校に

おける食育推進者（栄養教諭・学校栄養職員以外） 

     ・県立特別支援学校、県立高等学校の保健主事、養護教諭、保健体育・家庭科教員等 

     ・栄養教諭・学校栄養職員の参加希望者 

     ・新規採用（任用替）栄養教諭、少経験者研修受講者（隔年参加） 

    ＜講座の主な内容＞ 

     ・文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課食育調査官の講義 

     ・愛知県学校給食表彰校等による研究発表 

     

②  新任給食主任研修会 

学校給食と食育の意義と役割について認識を深め、その指導と運営や管理について研

修し、指導力の向上を図る目的で、毎年５月に開催しています。 

 

（３）栄養教諭の力量向上を図る事業 

①  新規採用栄養教諭研修 

表１のように、年間を通 

じて校内研修と校外研修 

を計画的に実施していま 

す。校内研修の専門研修 

については、退職栄養教 

諭等による研修指導員が 

指導を担当しています。 

 

 

表１ 新規採用栄養教諭研修の概要 

区  分 研修日数 

校内研修 
専門研修 15 日(60 時間) 

教職一般 30 時間程度 

校外研修 
センター研修 ７日 

宿泊研修 3 日(2 泊 3 日) 

※ 研修指導員は、「校内専門研修 15 日（１日４時

間：計 60 時間）」を担当する。 
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   ②  少経験者研修（２年・３年目研修）  

       ２年目、３年目の栄養教諭を対象に２年間で２日間実施しています。主な専門研修の

内容です。 

      ・個別的な相談指導の方法 

      ・食育の推進と校内体制 

      ・食に関する指導の授業づくり 

      ・個に応じた栄養量の提供 

      ・献立作成と食物アレルギー対応について 

      ・学校給食の危機管理について 

   ③  中堅栄養教諭資質向上研修（前期） 

       ６年目を対象に、４日間にわたり実施しています。主な専門研修の内容です。 

      ・食の課題を通した児童生徒・保護者との関わり方 

      ・ＨＡＣＣＰの考え方に基づいた衛生管理の実践 

      ・担任等とのティームティーチングの方法と実際 

      ・研究の進め方・まとめ方 

   ④  中堅栄養教諭資質向上研修（後期） 

       １１年目を対象に、６日間にわたり実施しています。主な専門研修の内容です。 

      ・食に関する指導の目標設定とその評価の仕方 

      ・組織マネジメントとチームとしての学校における栄養教諭の役割分担 

      ・食に関する指導のカリキュラムマネージメントと学校食育の評価 

      ・「個別的な相談指導」の学校における組織的な取組と評価について 

      ・学校給食関係法規、食育関係法規と教育法規の理解について 

      ・食に関する指導の進め方とたゆまぬ教材研究 
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（４） 学校給食と食育の充実を図るその他の取組 

① 愛知を食べる学校給食の日 

    学校給食に地域の農産物を積極的に活用することにより、児童生徒や教職員、保護者 

等が地域や県産物の理解を深め、地域に伝わる食文化や食の加工技術にふれて、より豊

かな食生活を営もうとする意欲を高める機会とすることを目的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  食に関する実態等の調査 

    児童生徒の食生活の実態や各学校の食に関する指導の実際、学校給食に関する実態 

などを計画的に調査することにより、県内のさまざまな状況を的確に把握して施策の検討

などに反映させています。 

      特に、朝食の実態では、野菜をほとんど毎日食べている児童生徒が半数もいないことが

明らかになっています。朝食の大切さと併せてあわせて、その内容についても考えさせて

いくことが必要です。 

 

 

 

38.8% 38.7% 40.7% 40.5% 38.8%

35.9% 35.3%

39.3% 40.4%
38.2%

32.0%

34.0%

36.0%

38.0%

40.0%

42.0%

２4年度 ２5年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度

「愛知を食べる学校給食の日」は、６月 19 日の「食育の日」を中心に、平成 19 年度か

ら市町村立小中学校で実施しています。平成 23 年度から年間３回実施となり、各学校、

共同調理場の積極的な取組により、平成 26 年度には 40％を越えました。しかし、平成

28 年度から天候不順による収穫量の不安定さや野菜価格の高騰等により 40％を下回り

ました。令和元年度以降は調査期間に「愛知を食べる学校給食の日」を実施した学校が

多く見られたこともあり、活用率は再び上昇し、令和２年度には 40.4％と再び 40％を超

えました。しかし令和３年度は、再び天候不順による収穫量の不安定さにより、40％を下

回りました。今後も引き続き、目標（あいち食育いきいきプラン 2025）の 45％を目指して

いきます。 

グラフ１ 学校給食における地場産物活用率の推移（％） 
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３ 学校における食育の推進  

食育基本法（平成 17 年７月 15 日施行）において、「子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生

きる力を身に付けていくためには、何よりも『食』が重要である。今、改めて、食育を、生きる上での

基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきものとして位置付けるとともに、様々な経験

を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる

人間を育てる食育を推進することが求められている。」と述べられています。また、「子どもたちに

対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と

身体を培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものである。」とも述べられており、特に子ど

もに対する食育は重要視されています。 

食は命の源であり、私たちが生活していく上で楽しみの一つでもあります。現在、私たちの周り

には、多くの食べ物があふれ、豊かな食生活を送ることができるようになりました。しかし、その一

方で、栄養の偏りや朝食欠食など食習慣の乱れを要因とする生活習慣病の増加や、若い女性の

やせ傾向等の健康面での問題も指摘されています。また、農林水産物の生産や郷土料理などの

伝統的な食文化に接する機会が少なくなったり、食を支える人々の活動や食文化への理解を深

めることが難しくなったりもしています。加えて、食べ残しや賞味期限切れなどで廃棄される食べ

物はわずかに減少傾向にあるものの依然として一定の割合で発生が見られるなど、食にかかる

様々な問題が懸念されています。 

 食は単に空腹を満たせばよいというものではなく、健康のために栄養のバランスに配慮したり、

食べ物がどのように生産され、どのような過程を経て食卓に届くのかについて理解を深めたり、食

べることの楽しさや大切さに気付いたり、感謝の心を育んだりするなどについて様々な面から、子

どもたちに考えさせることはとても重要です。 

 このような状況を踏まえると、児童生徒に対する食育については、家庭を中心としつつ学校にお

いても積極的に取り組んでいくことが重要です。今後も、栄養教諭が中核となり、食育推進体制を

確立し、学校・家庭・地域が連携して、次代を担う児童生徒の食環境の改善に努めることが重要で

す。 

    

（１） 食に関する指導  

食に関する指導は、学習指導要領の総則に位置付けられています。学習指導要領の第 1 章

総則の中で、食育の推進は、「体育科※（保健体育科）、家庭科※（技術・家庭科）、及び特別活

動の時間はもとより、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそ

れぞれの特質に応じて適切に行うように努めること。※（  ）は中学校」としています。今回の改訂で
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は、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間が書き加えられました。これにより

学校の教育活動全体を通じて食育の推進を行うということがより強調されました。そして食育を

推進することで、食に関する資質・能力の育成を図っていくことになります。食に関する資質・能

力については、平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について」の中の「現代的な諸

問題に対して求められる資質・能力」の「健康・安全・食に関する資質・能力」として考え方が示

されました。 

〈健康・安全・食に関わる資質・能力〉 

〇健康・安全・食に関する資質・能力を、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに

向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って整理すると、以下のようになると考えられる。 

（知識・技能） 

 様々な健康課題、自然災害や事件・事故等の危険性、健康・安全で安心な社会づくりの意 

義を理解し、健康で安全な生活や健全な食生活を実現するために必要な知識や技能を身に 

付けていること。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 自らの健康や食、安全の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集し、健康で安 

全な生活や健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行動す 

るために必要な力を身に付けていること。 

（学びに向かう力・人間性等） 

   健康や食、安全に関する様々な課題に関心を持ち、主体的に、自他の健康で安全な生活 

や健全な食生活を実現しようとしたり、健康・安全で安心な社会づくりに貢献しようとしたりする

態度を身に付けていること。 

 

（２） 食育の推進体制 

学校における食育は、各教科等の様々な場面において行います。全教職員が十分に連携・

協力して、食の指導に関わることにより、児童生徒に対して、継続的かつ効果的な指導を行うこ

とができるようになります。 

学校は一つの組織体であることから、指導を進めるためには体制づくりが必要です。体制づ

くりには、まず各学校における教育の方針や指導の重点などに、食に関する指導を位置付けま

す。 その上で、学校における食育を担当する委員会を明確にするなど、校務分掌に位置付け、

食に関する指導の推進体制を整えることが重要です。その際には、次の二つの方法が考えら

 

9



 

 

れます。 

一つは、既存の組織を活用することです。各学校には既に学校保健委員会等が設置されて

います。これら既存の組織と兼ねて設置する方法です。ここには、校長、保健主事、給食（食育）

主任、養護教諭、関係する教師のほかに、学校医等も参加しており、専門的な助言を受けるこ

とができます。 

もう一つは、食に関する指導を重点的に考え、推進していく専門委員会を新しく立ち上げる

方法です。例えば「食育推進委員会」といったような組織が考えられます。新しい組織は、健康

教育に関わる教職員を中心としつつ、学校の状況に応じて構成メンバーを選びます。新しい組

織においては、各教科等の指導計画や児童生徒の実態を踏まえつつ、栄養教諭が中心となっ

て関係教職員と連携・協力しながら全体計画を作成し、全教職員の共通理解の下に、効果的

な指導を推し進めることが求められます。 

 

図１ 校内食育推進組織（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭 地域 生産者等 

連携 

学校医 
学校歯科医 
学校薬剤師 

連

携 

栄養教諭 養護教諭 給食(食育)
主任 

学級担任 
教科担任 

連携・協力 

連携・協力 連携・協力 

連携・協力 

管理職 

校内食育推進組織（例） 
【役割】学校における食育に関連する計画等の策定・進行管理 等 

出典「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」（文部科学省、平成 29 年３月） 
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（３） 食育のＰＤＣＡ 

   各学校において食育を推進する際には、「計画（Plan）」「実践（Ｄｏ）」「評価（Check）」「改善

（Ａｃｔ）」のＰＤＣＡサイクルに基づいて行います。ＰＤＣＡサイクルに基づいて行うことで、よりよい

食育を推進することが可能となります。 

    計画（Plan）とは、各学校や地域に適した食育を系統立てて実践（Ｄｏ）するための準備の段

階です。計画（Plan）がこの後に続く、実践（Ｄｏ）や評価（Check）を決めます。学校における食

育を実践（Ｄｏ）し、その実践（Ｄｏ）を振り返って改善（Ａｃｔ）していくためには、目に見える形で

の評価（Check）、すなわち、数値での評価（Check）も重要ですが、そのためには、計画（Plan）

の段階で、実態把握を行い、食に関する指導の目標や評価指標を決め、実態把握の結果（現

状値）から評価指標及び目標値を設定する必要があります。食に関する指導に関する計画等

については、栄養教諭が学級担任や教科担任等と連携を図り、原案等を作成します。学校給

食の管理に関する計画等については、栄養教諭がその専門性を生かして原案を作成します。

作成された案は、食育推進組織の検討を経て、職員会議等で全教職員の共通理解を図り、計

画（Plan）を決定します。 

    実践（Ｄｏ）とは、計画（Plan）で立てた内容を実践（Ｄｏ）する段階です。実践（Ｄｏ）の途中でも、 

計画（Plan）で立てた目標の評価（Check）を行い、改善可能な課題を見つけた場合、年度途中

であっても、計画（Plan）を見直し、改善（Ａｃｔ）します。実践（Ｄｏ）では、教師がそれぞれの立場

で子どもの変容をみとることも大切です。そして、そのみとりは評価（Ｃｈｅｃｋ）に生かしていくこと

になります。 

   評価（Check）とは、計画（Plan）で立てた食に関する指導の目標が達成できたかを確認する

段階です。評価（Check）の目的は、家庭や地域と連携しながら、実践（Ｄｏ）した食育の内容を

振り返り、計画（Plan）を改善（Ａｃｔ）し、子どもたちのためによりよい食育を実践（Ｄｏ）することで

す。取組に対しては、すぐに成果が得られないものもあるので、継続的な取組と評価（Check）を

行うことが大切です。 

   改善（Ａｃｔ）の目的は、評価（Check）の結果を踏まえて、計画（Plan）や実践（Ｄｏ）を見直し、よ

りよい計画（Plan）を作成することです。評価（Check）が年度ごとと実践（Ｄｏ）の取組ごとの評価

があるように、改善（Ａｃｔ）も、それぞれの評価（Check）に伴い、年度ごとと実践（Ｄｏ）ごとに実施

します。また、保護者や地域等に評価（Check）の結果を公表し、相互理解を深め、連携体制を

改善・強化し、次年度の計画（Plan）策定に生かします。 
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図２ 食育推進のイメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 家庭・地域・関係団体との連携の在り方 

食育を推進するに当たり、第一義的な役割が家庭にあることは変わりありませんが、学校に

おいても、校内食育推進体制を整備するとともに、学校が家庭や地域社会と連携、協働し、食

育を一層推進していくことが求められています。そして、児童生徒が食に関する理解を深め、

日常の生活で実践していくことができるようになるためには、学校と家庭との連携を密にし、学

校で学んだことを家庭の食事で実践するなど家庭において食に関する取組を充実する必要が

あります。 

   また、児童生徒に地域のよさを理解させたり、愛着をもたせたりする上では、地域の生産物を

学校給食に取り入れたり、食に関する知識や経験を有する人材や教材を有効に活用したりし

て食に関する指導を進めることが、大変有意義だと考えられます。 

 

＊推進体制の整備 

＊実態把握と指標の設定 

＊各種計画の作成 

＊連携・調整 

 

＊食に関する指導 

・給食の時間の指導 

・教科等の指導 

・個別的な相談指導 

＊給食管理 

・栄養管理 

・衛生管理 

＊評価に基づく 

改善 

＊改善点の 

洗い出し 

＊新たな指標の 

設定 

 

栄養教諭 
校長のリーダーシップのも
と学級担任や教科担任等

と連携して推進する 

＊食に関する指導の状況 
＊食に関する知識・意識 
＊食習慣 
＊学校給食の栄養管理 
＊学校給食の衛生管理 

 

出典「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」（文部科学省、平成 29 年３月） 

食育推進のイメージ 

食育の推進組織 

12



 

 

（５） 家庭や地域との連携の進め方 

  ① 児童生徒及び家庭の実態把握、課題や目標の共通理解 

実態把握で明らかになった児童生徒の食に関する課題について、学校運営協議会等で

情報を共有し、指導の目標を具体化するための協議を行います。食に関する指導の目標は、

学校教育の重点目標として位置付けたり、学校評価の観点にしたりします。 

  ② 学校の役割について 

指導内容や活動の様子等について、家庭や地域に積極的に公開したり、情報を発信した

りして、家庭や地域の理解や協力を得やすいようにします。 

  ③ 家庭との連携の進め方 

     家庭で食に関する取組がなされることにより、児童生徒の食に関する理解が深まり、望まし 

い食習慣の形成が図られることから、学校から家庭への働きかけや啓発活動等を積極的に

行うことが大切です。 

家庭の協力を得る方法として、授業で学んだことをまとめた学習ノートやワークシートを活用

し、学習内容を家庭に伝えるとともに、家庭で実践したことを学校で確認する方法があります。

家庭では、食に関する指導に基づいて判断したり、振り返ったりすることにより、家庭の食生

活をよりよくしようとする意識を高めることができます。 

  ④ 地域との連携の進め方 

学校における食に関する指導を充実するためには、校区や近隣の人材や機関にとどまら

ず、広く地域と連携していくことが必要です。連携先は、学校独自で人材や機関を開発する

だけでなく、学校運営協議会や地域学校協働本部のネットワークとも関連させて充実していく

ことが大切です。 

    ア 医療関係者等専門家との連携 

児童生徒一人一人が食生活の問題や課題を改善及び克服できるように指導したり、保

護者が抱えている問題や不安を解消できるように支援したりするためには、学校での個別

的な相談指導だけでなく、家庭や地域、関係機関や学校医、地域の保健機関等の専門家

とネットワークを構築しておくことや連携体制を整備しておくことが望まれます。また、食物

アレルギーを有する児童生徒への個別的な相談指導や学校給食における個別対応に関

する情報、助言を得るための連携も重要です。 

   イ 生産者や関係機関との連携 

     学校給食における地場産物活用を進めるに当たっては、生産者や関係機関、関係団体

等と推進体制を整備することが重要です。その際、連携先に対して学校給食の意義や児童
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生徒の食に関する指導への理解を進め、体験活動等の支援や協力を得ることで、食育の

効果を高めることが可能です。  

  ⑤  校種間の連携の進め方 

     食育は、乳幼児期から青少年期までの発達の段階に応じて適切に行われることや、地域

全体の子どもの食に関する共通の課題の解決が重要であることから、地域にある幼稚園、保

育所及び幼保連携型認定こども園や小学校、中学校の間で連携した指導が行われることが

望まれます。 

 ア 小学校・中学校と幼稚園・保育園・幼保連携型認定こども園との連携 

地域の健康課題や幼児児童生徒の実態、指導の在り方を把握し、関連付けることを通し

て、それぞれの学校段階の全体計画を充実させたり、小中一貫としての共通のカリキュラム

を作成したりすることができます。また、食物アレルギーを有する幼児児童生徒の校種間の

情報を共有することも重要です。 

   イ  小学校・中学校と特別支援学校との連携 

学校間の連携として、交流給食や家庭科、技術・家庭科（家庭科）の調理実習等、協同

的な学習が考えられます。交流を行う際には、事前に実施内容を検討し、児童生徒一人一

人の実態に応じた様々な配慮を行うなど、交流及び共同学習が効果的に行われるようにし

ます。事前に、食事に関する基本動作やコミュニケーションの持ち方等について、相互理解

につながるよう指導を行うことが大切です。また、文通や作品の交換といった間接的な交流

も含め、継続して行うことが大切です。 

⑥ 成果・取組後の課題について 

食に関する指導における学習の成果や取組後の課題について家庭や地域と共通理解を

図るとともに、必要な改善を行い、連携・協働の輪を広げていきます。 

 

４ 食に関する指導 

今回行われた学習指導要領の改訂を踏まえ、食に関する指導においても、指導の目標・内容

が三つの柱に基づいて再整理されたこと、また主体的・対話的で深い学び、すなわちアクティブラ

ーニングの視点とカリキュラムマネジメントが重視されました。学習指導要領の改訂は、情報化の

進展やグローバル化、AI の登場など、10 年後、20 年後の変化が読めない時代に生きていく子ど

もたちに、必要な資質・能力を身に付けさせることや、本来子どもたちがもっている能力をさらに高

めるために行われました。そして、学習指導要領の改訂を受けて「食に関する指導の手引-第二

次改訂版-」（平成 31 年３月文部科学省）が発行されました。 

14



 

 

（１） 食に関する指導の目標  

食に関する指導の六つの目標は、食に関わる資質・能力を踏まえ、新たに三つの柱として例

示されました。三つの柱とは、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、

人間性等」です。そして、今までの六つの目標は「食育の視点」として再整理されています。食

事の重要性から食文化までの六つについては、食育の視点として目標あるいは計画とし、さら

に授業に位置付けるように考えます。 

 

 【食に関する指導の目標（食育の視点が含まれている）】   

学校教育活動全体を通して、学校における食育の推進を図り、食に関わる資質・能力を次

のとおり育成することを目指します。  

 （知識・技能） 

   食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活に 

関する知識や技能を身に付けるようにする。  

 （思考力・判断力・表現力等） 

   食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりできる

能力を養う。 

 （学びに向かう力） 

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々   

に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 

※  は、食育の視点に該当する記述 

 

 【食育の視点】 

 食に関する指導が実践されやすいように整理されました。 

〇 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。                 【食事の重要性】 

〇 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理し 

ていく能力を身に付ける。                                【心身の健康】 

〇 正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を 

身に付ける。                                   【食品を選択する能力】 

〇 食べ物を大事にし、食料の生産に関わる人々へ感謝する心をもつ。        【感謝の心】 

〇 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける。           【社会性】 

〇 各地域の産物、食文化や食に関する歴史等を理解し、尊重する心をもつ。      【食文化】 
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表１ 学年段階別に整理した食育の視点 資質・能力（例） 

食育の視点 

 

 

学年 

① 食 事 の 重
要性 
（食事の重要性、

食事の喜び、楽し

さを理解する。） 

② 心 身 の 健
康 
（心身の成長や健

康の保 持増進の

上で望ましい栄養

や食事のとり方を

理解し自ら管理し

ていく能力を身に

付ける。） 

③ 食 品 を 選
択する能力 
（正しい知識情報

に基づいて、食品

の品質及び安全

性について自ら判

断できる能力を身

に付ける。） 

④感謝の心 
（食べ物を大事に

し、食料の生産等

に関わる人々へ

感 謝 す る 心 を も

つ。） 

⑤社会性 
（食事のマナーや

食事を通じた人

間関係形成能力

を身に付ける。） 

⑥食文化 
（各地域の産物、

食文化や食に関

わる歴史等を理

解し、尊重する心

をもつ。） 

小 

学 

校 

低 

学 

年 

〇食べ物に
興味・関心を
もち、楽しく
食 事 が で き
る。 
 
 

〇 好 き 嫌 い
せ ず に 食 べ
ることの大切
さを考えるこ
とができる。 
 
〇 正 し い 手
洗いや、良い
姿勢でよく噛
んで食べるこ
とができる。 

〇 衛 生 面 に
気を付けて食
事 の 準 備 や
後 片 付 け が
できる。 
 
〇いろいろな
食 べ 物 や 料
理 の 名 前 が
分かる。 

〇 動 物 や 植
物 を 食 べ て
生きているこ
とが分かる。 
 
〇 食 事 の あ
いさつの大切
さが分かる。 

〇正しいはし
の 使 い 方 や
食 器 の 並 べ
方が分かる。 
 
〇協力して食
事 の 準 備 や
後 片 付 け が
できる。 

〇 自 分 の 住
ん で い る 身
近な土地でと
れ た 食 べ 物
や 、 季 節 や
行 事 に ち な
ん だ 料 理 が
あることが分
かる。 

中 

学 
年 

〇日常の食
事 に 興 味 ・
関心をもち、
楽しく食事を
することが心
身の健康に
大切なことが
分かる。 
 
 

〇 健 康 に 過
ごすことを意
識して、様々
な 食 べ 物 を
好 き 嫌 い せ
ずに3食規則
正しく食べよ
うとすることが
できる。 

〇 食 品 の 安
全・衛生の大
切 さ が 分 か
る。 
 
〇 衛 生 的 に
食 事 の 準 備
や 後 片 付 け
ができる。 

〇食事が多く
の 人 々 の 苦
労 や 努 力 に
支えられてい
ることや自然
の 恩 恵 の 上
に成り立って
いることが理
解できる。 
 
〇 資 源 の 有
効 利 用 に に
つ い て 考 え
る。 

〇 協 力 し た
り、マナーを
考えたりする
ことが相手を
思いやり楽し
い 食 事 に つ
なが る こと を
理解し、実践
することがで
きる。 

〇 日 常 の 食
事 が 地 域 の
農林水産物と
関連している
ことが理解で
きる。 
 
〇 地 域 の 伝
統 や 気 候 風
土と深く結び
付き、先人に
よって培われ
てきた多様な
食文化がある
こ と が 分 か
る。 

高 

学 

年 

〇 日 常 の 食
事に興味・関
心をもち、朝
食を含め３食
規則正しく食
事 を と る こ と
の大切さが分
かる。 

〇栄養バラン
スがとれた食
事の大切さが
理解できる。 
 
〇食品をバラ
ンスよく組み
合 わ せ て 簡
単な献立をた
てることがで
きる。 

〇食品の安
全に関心をも
ち、衛生面に
気を付けて、
簡単な調理
をすることが
できる。 
 
〇体に必要
な栄養素の
種類と働きが
分かる。 

〇 食 事 に か
かわる多くの
人 々 や 自 然
の 恵 み に 感
謝し、残さず
食べようとす
る こと が で き
る。 
 
〇 残 さ ず 食
べたり、無駄
なく調理した
りしようとする
ことができる。 

〇 マ ナ ー を
考え、会話を
楽しみながら
気持ちよく会
話をすること
ができる。 

〇 食 料 の 生
産、流通、消
費 に つ い て
理解できる。 
 
〇 日 本 の 伝
統 的 な 食 文
化 や 食 に 関
わる歴史等に
興味・関心を
もつことがで
きる。 
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中 

学 

校 

１
年
か
ら
３
年 

〇 日 常 の 食
事に興味・関
心をもち、食
環境と自分の
食生活との関
わりを理解で
きる。 

〇自らの健康
を保持増進し
ようとし、自ら
献立をたて調
理することが
できる。 
 
〇 自 分 の 食
生 活 を 見 つ
め直し、望ま
しい食事の仕
方 や 生 活 習
慣を理解でき
る。 

〇 食 品 に 含
まれている栄
養 素 や 働 き
が分かり、品
質を見分け、
適 切 な 選 択
ができる。 
 

〇 生 産 者 や
自 然 の 恵 み
に感謝し、食
品を無駄なく
使 っ て 調 理
することがで
きる。 
 
〇 環 境 や 資
源に配慮した
食 生 活 を 実
践しようとする
ことができる。 

〇食事を通し
てより良い人
間 関 係 を 構
築 でき るよ う
工夫すること
ができる。 
 
 

〇 諸外国 や
日 本 の 風 土
食 文 化 を 理
解し、自分の
食 生 活 は他
の 地 域 や 諸
外国とも深く
結 び つ い て
いることが分
かる。 
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（２） 食に関する指導の内容 

食に関する指導の内容としては、「各教科等における食に関する指導」、「給食の時間におけ        

る食に関する指導」、「個別的な相談指導」の三つに体系化されています。 

図１ 食に関する指導の三体系 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 食に関する指導の全体計画作成の手順及び内容 

食に関する指導の全体計画（以下「全体計画」という。）の作成は、次の３ヵ所に位置付けら

れています。１ヶ所目は、国の第４次食育推進基本計画に「栄養教諭は、学校の食に関する指

導に係る全体計画の策定、教職員間や家庭との連携・調整等において中核的な役割を担う職

であり」と記載されています。２ヶ所目は、学校給食法第１０条に「食に関する指導の全体的な

計画を作成する」ことが記載されています。３ヶ所目は、学習指導要領の総則に食に関する指

導の全体計画について「各分野における学校の全体計画等と関連付けながら、効果的な指導

が行われるよう留意するものとする」と記載されています。    

全体計画は、各学校における食に関する指導を推進する上でとても重要であり、全教職員が

一つのチームとなって実施するための計画です。栄養教諭が在籍していない学校や共同調理

場の受配校は、担当の栄養教諭と連携して作成します。栄養教諭は、各学校の食育担当職員

など関係職員と協力して計画を策定したり、必要な支援を行ったりします。 

全体計画は２種類作成します。一つ目は全体計画①です。学校として食に関する指導の基

本的な在り方を示すものです。学校の教育目標や各学校で定める食に関する指導の目標、ま

た、それらの内容や指導体制及び評価など基本的な事項を記載します。二つ目は全体計画②

です。一年間の食に関する指導の内容を示し、年間を見通した計画を作成します。 

① 全体計画① 

全体計画①の作成手順として、最初に実態把握を行います。食に関する児童生徒の実態 

は、各学校で実施している様々な食に関する実態調査や観察に基づき、「体力や学力」「健

康状態や体格」「食習慣」「態度や意識」などの観点で整理します。整理した実態から、児童

食に関する指導 給食の時間における食に関する指導 

個別的な相談指導 

教科等における食に関する指導 

出典「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」（文部科学省、平成 31 年３月） 
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生徒の食に関する課題を明らかにします。また、児童生徒の実態だけでなく、保護者や地域

の実態も「学校評価」や「保護者アンケート」などから明らかにする必要があります。 

そして、把握した実態に基づいて評価指標及び目標値の設定を行います。その後食に関 

する指導の目標を設定します。この目標には、先ほどの実態把握の他にも、学校教育目標、

学習指導要領、食育基本法の趣旨、食育推進基本計画、各自治体の食育推進計画等での

指標、教育委員会の方針や目標等を踏まえます。 

食に関する指導の目標では、児童生徒に身に付けさせたい力を明記します。この児童生

徒に身に付けさせたい力は、三つの資質・能力に整理します。そして六つの食育の視点を考

慮して目標の設定を行います。次に各学年の目標を作成します。その後は組織的な事柄や

校種間の連携、地場産物の活用、家庭・地域との連携を記載します。評価についても全体計

画①に記載します。最初に行った実態把握をもとに、十分検討して課題性、緊急性、方向性

の観点から焦点化して評価指標を設定します。この評価指標には、取組状況の評価（活動

指標）と取組の成果（成果指標）を、総合的な評価につなげるように設定します。 

② 全体計画② 

全体計画②は、月ごとに関連教科等の指導内容とともに給食の時間の指導や個別的な相 

談指導や家庭・地域との連携などを記載します。さらに全学年の指導内容を記載します（例

えば小学校は６学年、中学校は３学年）。記載の際には、教科等横断的な視点とともに学年

間の取組のつながりを意識することが大切です。 

  ③ 特別支援学校における全体計画 

特別支援学校における全体計画作成についても、幼児児童生徒の実態を把握します。特

別支援学校については、小中学校に準ずるとともに、幼児児童生徒の障害や病気の状況、

重複化、多様化等を考慮して作成します。また、障害の特性や食べることに関する発達状況

及び経験の程度、知的発達や身体発育、身体機能の状態などを把握し、それらの実態に適

した食に関する指導が実施できるよう計画します。そのためには、栄養教諭、学級担任等、

養護教諭、特別支援コーディネーター、寄宿舎指導員等が連携し、必要であれば保護者や

主治医などの協力を得ながら、取り組むべき課題を明確にすることが重要です。その後、校

内の教師間で協議を繰り返し、共通理解を図りながら、全体計画を作っていきます。そして、

年度末には、必ず見直しを行い、その時点における幼児児童生徒の実態に応じて再度教師

間で検討し、次年度の全体計画に反映させていくようにします。 
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（４） 食に関する指導の全体計画①②作成の留意点 

（例） 食に関する指導の全体計画① 小学校 

 

・

・

・

　※必要に応じて、保護者代表、学校医、学校歯科医、学校薬剤師の参加

・活動目標：食に関する指導、学校給食の管理、連携・調整
・成果目標：児童の実態、保護者・地域の実態

 （1）保護者からの申し出（食物アレルギー、偏食）や健康診断結果（肥満・やせ
　　　傾向、疾患等）から、必要に応じて個別に相談指導を行う

 （2）管理職及び養護教諭、保健主事、学年主任との連携を図りながら相談指
    導を行う

家庭・地域

との連携

・積極的な情報発信、関係者評価の実施、地域ネットワーク等の活用

　学校だより、食育だより、保健だより、健康チェックカード、学校給食試食会、学校保健委員会、
　ホームページ　自治体広報誌、学校評議員会、公民館活動

地場産物の活用
・市町村の物資選定委員会で検討する（年１１回）　委員：栄養教諭、給食主任　必要に応じて、保護者、調理員等
・市町村の農政課との連携を図る（地元農産物を活用した学校給食提供時における生産者の学校訪問）
・地場産物等の校内放送や給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動との連携を図る

食育推進の評価

食育推進組織
食育推進委員会

 ・委員長：校長　（副委員長：教頭）

・委員：栄養教諭、教務主任、保健主事、養護教諭、学年主任、給食主任

　食に関する

指導

（1）関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導を行う

　　　　社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等

・給食の時間における食に関する指導
（1）食に関する指導:献立を通して学習、教科等で学習したことを確認する

（2）給食指導:準備から片付けまでの一連の指導の中で習得させる

・個別的な相談指導

低学年（1，2年） 中学年（3，4年） 高学年（5，6年）

・基本的な食事マナーを身につ

け、友だちと楽しく食べる。

・食に関わる人たちに感謝し、

好き嫌いなく食べる。

・食べ物に関心をもち、好き嫌

いなく食べる。

・毎日朝食を食べる。

・食事マナーを身につけ、楽し

く食事をする。

・地域の産物を理解する。

・食べ物や栄養に関心をもち、

食べ物を大切にする。

・朝食の大切さを知り、主食、

主菜、副菜の整った朝食を食べ

る。

・楽しい食事の雰囲気を作ることがで

きる。

・日本や地域の食材や食文化を大切

にする。

・食べ物の栄養や必要量について理解

し、自分に必要な食事をとる。

・自分や家族の健康を考えた一食

の食事を準備できる。

食に関する指導の目標

（知識・技能）

食事の重要性や栄養バランス、食文化等について理解し、健康で健全な食生活に関する知識や技
能を身に付けるようにする。

　

（例）食に関する指導の全体計画①  小学校 〇〇市町村立〇〇小学校

学校教育目標

（思考力・判断力・表現力等）

・教科等に関する指導

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づいて考えることができ、自ら管

理したり判断したりすることができる。

(学びに向かう力・人間性等）

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や文化、食料の生産等に関わる

人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通した人間関係形成能力を身

に付けている。

各学年の発達段階に応じた食に関する指導の目標

食育の視点

・食事の重要性

・心身の健康

・食品を選択する能力

・感謝の心

・社会性
・食文化

幼稚園・保育園・幼保連携

型こども園

・規則的な食事のリズム

を身に付ける。

・食体験を通じて、食に

興味をもつ。

中学校

・食に関する自己の課題を

見つけ、生涯にわたる健康

な食生活を身に付ける。

児童実態

･給食が好きな児童　〇％

･朝食を毎日食べる児童　〇％

･朝食で野菜を食べる児童　〇％

･食まるファイブの５つのグループを知っている児

童　〇％

･主な野菜のはたらきを知っている児童　〇％

･地元の食品を認知して食べている児童　〇％

・肥満傾向の児童　〇％

・痩身傾向の児童　〇％

・食物アレルギーを有する児童　名

（エピペン所持者　名）

保護者・地域の実態

・朝ごはんを毎日食べる　〇〇％

・野菜摂取量　〇〇〇ｇ　（○○調査）

・家族等でいっしょに食事をする回数（1週間）

　　　　　　　　　　　　　　　〇〇％　（○○調査）

食べ残しや捨てることに関し

てもったいないと感じている

児童80％

あいち食育いきいき

プラン（2025）数値目標

朝食を毎日食べる習慣がある

98％以上

朝食時野菜摂取80％以上

〇〇市食育推進計画

数値目標（2020)

食事を楽しいと思う児童90％

食事のあいさつをしている児

童85％

自校の数値等を
記入する。

幼稚園・保育園、中
学校のねらいや連携
に関する方針等を記
載する。

食に関する指導の手引（第二次改訂版）
第１章第６節、第３章第３節を参考に記入する。
①知識・技能→
○○を理解し、○○を身に付けている。
②思考力・判断力・表現力等→
●●について考え、●●ができる。
③学びに向かう力・人間性等→
□□を実現したり、□□しようとしたりする態度を
身に付けている。

学校名を記入
する。

自校の学校目標を
記入する。

指導の手引き
第１章第６節、第３章第３節を参考に記入する。
学校教育目標を実現するために各学年の目標を設
定する。
高学年を最大とし、中学年、低学年と、児童生徒
の発達段階を考慮する。系統的、具体的に考え
る。

学校経営案、
校務分掌からメ
ンバー等を記入
する。活動計画
は全体計画②に
記載する。

媒体や会を記入
する。活動計画
は全体計画②に
記載する。学校教育目標や食に関する指導の目標と関連した評価指標とする。

評価結果は実態として、次年度の目標設定につなげる。
評価指標の設定は、課題を生み出している原因の中から焦点化する。
・課題性（食育を推進するために改善しなければならないこと）
・緊急性（すぐに改善しなければならないこと）
・方向性（食育推進のために実践すること）

推進組織を記載す
る。
活動計画は全体計
画②に記載する。

指導体制を具体
的に記述する。
活動計画は全体
計画②に記載す
る。

市町村の食育推
進計画の目標値
を載せる。
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（例） 食に関する指導の全体計画② 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）●　食に関する指導の全体計画②　　　—　年間目標　「バランスのよい朝食を食べて登校する」「食事マナーを身に付け感謝の気持ちで食べる」

４月 ５月 ６月 ７月 ８～９月

入学式・始業式
身体測定

運動会
授業参観
修学旅行

終業式
自然教室

始業式
身体測定

進行管理 食育全体会 食育部会 食育部会

計画策定 計画策定

古代【6年】 平安【6年】 近代【6年】

国土の学習【5年】 食料生産の学習【5年】  貿易の学習【5年】

わたしたちの県【4年】 住みよいくらしをささえる【4年】

身近な地域・土地利用の様子【3年】 ○○市の学習【3年】 商店の学習・地域とのかかわり【3年】

体のつくりとはたらき【6年】 生物とその環境【6年】  生物と地球の環境【6年】

植物の発芽【5年】 植物の実や種子【5年】

季節と生き物【4年】

しぜんのかんさつをしよう【3年】 植物をそだてよう【3年】

「大きくなあれ」マイやさいをそだてよう【2年】 「大きくなあれ」マイ だいこんをそだてよう【2年】

★旬について知ろう【2年】 わたしの町はっけん【2年】

大きくなあれ　さつまいもを育てよう【1年】 ★旬の野菜や果物のパワーを知ろう【2年】　

できることを増やしてクッキング

【6年】

こんだてを工夫して【6年】

クッキングはじめの一歩【5年】 　 食べて元気に【5年】

病気の予防【6年】

さとうとしお【国１年】 おおきなかぶ【国１年】
おおきくなあれ【国１年】ことばあ

そびうたをつくろう【国１年】

マナーを大切にした食事【6年】 小さな国際親善大使【5年】

ミカンのおか　白い葉（明るい心）【４年】

いのちをいただく【3年】　

 カレーを作ろう・米づくりを体験しよう【5年】

★元気もりもり！そだてよう・つくろう・すききらいなくたべよう！

夏野菜を育てよう　 夏野菜を使った料理を調べよう・調理をしよう

ジャガイモ、タマネギを収穫しよう・ジャガイモやたまねぎを使った料理を調べよう

ジャガイモやたまねぎを使って調理をしよう

★食まるファイブについて知ろう

朝食で野菜を食べよう―野菜を食べる量について考えよう―（関連:家庭科）【5年】

食まるファイブで元気もりもり朝ごはん【4年】

野菜のひみつを知ろう（関連：総合）【3年】

放送活動 掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動

食まるクイズラリー

歯の衛生週間 PTA試食会

給食指導
(日常指導)

食に関する指導

給食の準備や片付けを覚えよう 食事のマナーを身に付けよう よくかんで食べよう 味わって食べよう 行儀よく食べよう

お花見献立 端午の節句

八十八夜

七夕献立

東京オリンピック献立

十五夜献立　敬老の日

秋分の日（彼岸）

入学進級祝い献立 愛知を食べる学校給食の日

歯と口の健康週間

土用の丑

我が家の自慢料理

しらす　新じゃが芋　新玉ねぎ

たけのこ　春キャベツ　ふき　三

つ葉　青のり　あかもく

かつお　にぎす　めひかり　アス

パラガス　キャベツ　新玉ねぎ

大根　たけのこ　ふき　新茶　て

ん茶 あおさ あかもく

あじ いわし しらす アスパラガス

きゅうり さやいんげん しょうが

新ごぼう 玉ねぎ トマト なす

ピーマン　ミニトマト 梅

あなご　いわし　しらす　たこ　大

葉　オクラ　きゅうり　しょうが

冬瓜　トマト　なす　にがうり

ピーマン　そうめん

さけ　さんま　にぎす　じゃが芋

枝豆　冬瓜　なす　なし

個別懇談会

生活点検カード 学校保健委員会 生活点検カード

食生活アンケート（市） 食生活アンケート(全校)

献立表　・　リーフレット（年３回）　・　ホームページ　・　食育だより「食まるとともだち」　・　保健だより　・　学級通信

年間通して使⽤する愛知県産⾷材︓⽶（○○市産） ⽜乳 うずら卵 ⼤⾖ 切り⼲し⼤根 みそ

・給食や献立表を知ろう

・食べ物の名前を知ろう

・食まるファイブを知ろう

・朝ごはんの大切さを知ろう

命をいただく【3年】農家の方、牛を育てている方に話を聞こう【3年】

やさい大すき（関連：生活科）【2年】　おはし名人になろう【2年】

朝食と健康―なぜ・何を食べるといいのか―自分の朝食をバランスよくパワーアップしよう（関連：家庭科）【6年】

※食物アレルギー紙芝居（４月）たのしくたべるためのマナーをしろう（食に関する指導の手引）【1年】

・給食のきまりを覚えよう ・上手に配膳しよう ・食器の置き方を覚えよう ・食器を持って食べよう

きゅうしょくおいしいよ（明るい心）【１年】

教科等

学校行事等

推進
体制

他教科等（国語・算
数・音楽・図工）

体育
[保健領域]

特
別
活
動

児童会活動

学
校
給
食
関
連
事
項

月目標

食文化の伝承

行事食

その他

旬の食材
地場産物の

利用
※下線は愛知県産

二重下線は
〇〇市産

 

その他

社　　会

理　　科

生活科

家　　庭

道　　徳

総合的な

学習の時間

教
科
・
道
徳
・
総
合
的
な
学
習

個別的な相談指導

家庭・地域
との連携

学級活動

学校行事等

生活単元学習

（特別支援学級）

地場産物等の校内放送や指導カードを使⽤した給⾷時の指導充実。教科等の学習や体験活動と関連を図る。

学級活動：
「食育の観点を踏まえた学校給食と望
ましい食習慣の形成」を図る指導をど
の学年も行う。給食指導を深化、補充
する。

学校行事：
健康や給食に関する意識を高める行
事として「健康安全、体育的行事」
を記載する。

教科の学習：
教科のねらいと関連付けたり、教材と
して活用できるしたりできるものを記
載する。

総合的な学習の時間：
食や健康をテーマとして地
域と一体となった学習を展
開したい。

個別的な相談指導：
栄養教諭や養護教諭と連携して食物ア
レルギーだけでなく偏食傾向、肥満傾
向、そう身傾向、スポーツ実施など児
童の実態に応じて実施する。
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

運動会
就学時健診

学芸会
終業式

始業式
身体測定

入学説明会
ありがとう集会

６年生を送る会
修了式　卒業式

食育部会 食育全体会

評価実施 評価結果の分析 計画案作成

現代【6年】 国際社会【6年】

食料生産の学習【5年】 環境の学習【5年】

農業・工場の学習【3年】 昔のくらし・伝統的な食事【3年】

わたしたちの体と運動【4年】

★きゅうしょくとなかよし【１年】

生活時間をマネジメント【6年】

いっしょにほっとタイム・地域のおやつ【5年】

病気の予防【6年】

育ちゆく体とわたし【4年】

毎日の生活とけんこう【3年】

くらしの中の和と洋【国４年】サラダ

でげんき【国１年】
おおきにありがとう【国5年】 かさこじぞう【国２年】

きゅうしょくとうばん【１年】

お手つだい【２年】 ありがとうの手紙【２年】 おせちのひみつ【２年】

ありがとうがいっぱい【１年】 日本のお米・世界のお米【２年】

感謝の気持ちを伝えよう【１～6年】

地産地消－○○でとれるものを食べよう―【5年】

非常食を調べよう・作ろう【4年】

昔の食事について調べ、考えよう！【3年】

冬野菜を育てよう 冬野菜を使った料理を調べよう・調理をしよう

★からだにいいこんな給食を食べたいな ★おうちごはん　こんなよるごはんを食べたいな

病気の予防と日本型食生活（関連：体育科）【6年】

血液検査の見方（養護教諭によ

る血液検査事後指導）【5年】

残さず食べよう（感謝して食べよう）【4年】

食まるファイブをそろえよう【3年】 家庭や地域に伝わる料理を大切にしよう【3年】

食まるファイブのはたらきを知ろう【2年】

じょうずなたべかた【1年】 食まるファイブを知ろう【1年】

掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動

（校長先生との会食）

好き嫌いなく食べよう 感謝して食べよう 丁寧に手洗いをしよう 地元の食材や地域に伝わる料

理を味わおう

食べ物を大切にしよう 仲間と共に食べよう

地場産物活用献立

和食の日

冬至の献立 正月料理　七草　鏡開き 節分献立 ひなまつり献立

目の愛護デー 食べるぞ秋！あいちを食べる学

校給食の日

クリスマス 郷土を愛する学校給食の日

全国学校給食週間

卒業祝い献立

リクエスト給食

さんま　さば　里芋　さつま芋

栗　ごぼう　チンゲンサイ　大根

れんこん　しいたけ　りんご

新米　さば　ししゃも　大豆　さつ

ま芋　里芋　カリフラワー　大根

チンゲンサイ　ほうれん草　れん

こん　きのこ　きくらげ　しいたけ

みかん　りんご

めひかり　にぎす　大豆　カリフ

ラワー　かぶ　キャベツ　小松菜

大根　にんじん　根深ねぎ　ブ

ロッコリー　ほうれん草　白菜

パセリ　レタス　れんこん　みか

ん　ゆず　のり

めひかり　里芋　カリフラワー

キャベツ　きゅうり　小松菜　セロ

リ　大根　にんじん　ねぎ　白菜

ブロッコリー　ほうれん草　れん

こん　切り干し大根　みかん　あ

おさ　青のり　のり

かぶ　キャベツ　小松菜　にんじ

ん　ねぎ　白菜　ブロッコリー

ほうれん草　れんこん　　切干し

大根　いよかん　きんかん　はる

みオレンジ　のり　わかめ

キャベツ　菜花　にんじん　ねぎ

パセリ　春キャベツ　ふき　ブ

ロッコリー　三つ葉　れんこん

いよかん　清見オレンジ　ひじき

わかめ

個別懇談会 アレルギー面談

学校保健委員会 生活点検カード

アレルギー調査（市）

学校アンケート

献立表　・　リーフレット（年３回）　・　ホームページ　・　食育だより「食まるとともだち」　・　保健だより　・　学級通信

・正しい姿勢で食べよう ・残さず食べよう・食事のあいさつを心を込めて言おう

・上手な食べ方を知ろう

・食まるファイブのはたらきを知ろう

・給食を食まるファイブに分けよう

・給食を「主食」「主菜」「副菜」に分けよう

・朝ご飯の栄養バランスを整えよう

年間通して使⽤する愛知県産⾷材︓⽶（○○市産） ⽜乳 うずら卵 ⼤⾖ 切り⼲し⼤根 みそ

・地元の食材や郷土料理を知ろう

・食生活について考えよう

・食べ物と健康について知ろう

・日本の食文化を知ろう・正しい箸の持ち方を知ろう

・１年間を振り返り、よりよい給食時間を工夫しよう

〇〇市立○○小学校
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（例） 食に関する指導の全体計画① 中学校 

 

 

・

・

・

　※必要に応じて、保護者代表、学校医、学校歯科医、学校薬剤師の参加

（例）食に関する指導の全体計画①  中学校 〇〇市町村立〇〇中学校

学校教育目標

　

食に関する指導の目標

（知識・技能）

食事の重要性や栄養バランス、食文化等について理解し、健康で健全な食生活に関する知識や技
能を身に付けるようにする。

（思考力・判断力・表現力等）

食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づいて考えることができ、自ら管

理したり判断したりすることができる。

(学びに向かう力・人間性等）

（1）食に関する指導:献立を通して学習、教科等で学習したことを確認する

（2）給食指導:準備から片付けまでの一連の指導の中で習得させる

主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や文化、食料の生産等に関わる

人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通した人間関係形成能力を身

に付けている。

１年 ２年

・生涯にわたり健康な生活を送るために食事を通

して自己管理能力を身につけている。

・身体の発達に伴う必要な栄養や食品に含まれる

栄養素や働きを考え、適切な食品を選択し、食事

をすることができる。

・安全や環境に配慮して、簡単な日常食の調理が

できる。

・自分の健康を考え、成長期に必要な栄養がとれる

ようバランスよく組み合わせて食べることができる。

・朝食の大切さを理解し、栄養バランスのよい朝食

を毎日食べることができる。

・１日分の献立をふまえ、簡単な日常食の

調理ができる。

・毎日規則正しく食事をとることができる。

・健康な生活を送るために何が必要か、自分の

食生活を振り返り、課題を見つけることができ

る。

・成長期に必要な栄養や食品に含まれる栄

　養素や働きを理解し、食事することができ

る。

・積極的な情報発信、関係者評価の実施、地域ネットワーク等の活用

　学校だより、食育だより、保健だより、健康チェックカード、学校給食試食会、学校保健委員会、
　ホームページ　自治体広報誌、学校評議員会、公民館活動

食育推進組織
食育推進委員会

 ・委員長：校長　（副委員長：教頭）

・委員：栄養教諭、教務主任、保健主事、養護教諭、学年主任、給食主任

　食に関する

指導

・教科等に関する指導
（1）関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導を行う

　　　　社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等

・給食の時間における食に関する指導

食育推進の評価
・活動目標：食に関する指導、学校給食の管理、連携・調整
・成果目標：児童の実態、保護者・地域の実態

各学年の発達段階に応じた食に関する指導の目標

３年

・個別的な相談指導

 （1）保護者からの申し出（食物アレルギー、偏食）や健康診断結果（肥満・やせ
　　　傾向、疾患等）から、必要に応じて個別に相談指導を行う

 （2）管理職及び養護教諭、保健主事、学年主任との連携を図りながら相談指
    導を行う

地場産物の活用
・市町村の物資選定委員会で検討する（年１１回）　委員：栄養教諭、給食主任　必要に応じて、保護者、調理員等
・市町村の農政課との連携を図る（地元農産物を活用した学校給食提供時における生産者の学校訪問）
・地場産物等の校内放送や給食時の指導の充実、教科等の学習や体験活動との連携を図る

家庭・地域

との連携

食育の視点

・食事の重要性

・心身の健康

・食品を選択する能力

・感謝の心

・社会性
・食文化

食べ残しや捨てることに関し

てもったいないと感じている

児童80％

あいち食育いきいき

プラン（2025）数値目標

朝食を毎日食べる習慣がある

98％以上

朝食時野菜摂取80％以上

〇〇市食育推進計画

数値目標（2020)

食事を楽しいと思う児童90％

食事のあいさつをしている児

童85％

生徒実態

･給食が好きな生徒　〇％

･朝食を毎日食べる生徒　〇％

･朝食で野菜を食べる生徒　〇％

･食まるファイブの５つのグループを知っている生

徒　〇％

･主な野菜のはたらきを知っている生徒　〇％

･地元の食品を認知して食べている生徒　〇％

・肥満傾向の生徒　〇％

・痩身傾向の生徒　〇％

・食物アレルギーを有する生徒　名

（エピペン所持者　名）

保護者・地域の実態

・朝ごはんを毎日食べる　〇〇％

・野菜摂取量　〇〇〇ｇ　（○○調査）

・家族等でいっしょに食事をする回数（1週間）

　　　　　　　　　　　　　　　〇〇％　（○○調査）

幼稚園・保育園・幼保連携

型こども園・小学校

・規則的な食事のリズム

を身に付ける。

・食体験を通じて、食に

興味をもつ。

学校名を記入
する。

自校の数値等を
記入する。

自校の学校目標を
記入する。 市町村の食育推

進計画の目標値
を載せる。

食に関する指導の手引（第二次改訂版）
第１章第６節、第３章第３節を参考に記入する。
①知識・技能→
○○を理解し、○○を身に付けている。
②思考力・判断力・表現力等→
●●について考え、●●ができる。
③学びに向かう力・人間性等→
□□を実現したり、□□しようとしたりする態度を身
に付けている。

幼稚園・保育園、小
学校のねらいや連携
に関する方針等を記
載する。

指導の手引き
第１章第６節、第３章第３節を参考に記入す
る。
学校教育目標を実現するために各学年の目標
を設定する。
３年生を最大とし、２年年生、１年生と、生
徒の発達段階を考慮する。系統的、具体的に
考える。

学校経営案、
校務分掌からメ
ンバー等を記入
する。活動計画
は全体計画②に
記載する。

指導体制を具体的
に記述する。
活動計画は全体計
画②に記載する。

推進組織を記載す
る。
活動計画は全体計
画②に記載する。

媒体や会を記入
する。活動計画
は全体計画②に
記載する。学校教育目標や食に関する指導の目標と関連した評価指標とする。

評価結果は実態として、次年度の目標設定につなげる。
評価指標の設定は、課題を生み出している原因の中から焦点化する。
・課題性（食育を推進するために改善しなければならないこと）
・緊急性（すぐに改善しなければならないこと）
・方向性（食育推進のために実践すること）
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（例） 食に関する指導の全体計画② 中学校 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８～９月

入学式・始業式
身体測定

運動会
授業参観
修学旅行

終業式
自然教室

始業式
身体測定

進行管理 食育全体会 食育部会 食育部会

計画策定 計画策定

世界から見た日本のすがた

【２年】

世界各地の人々の生活環境

【１年】

開国と近代　日本の歩み

【２年】

世界各地の人々の生活環境

【１年】

 植物の体のつくりと働き【１年】 植物の体のつくりと働き

【１年】

植物の体のつくりと働き

【１年】

植物の体のつくりと働き

【１年】

生命を維持するはたらき

【２年】

自然界のつり合い【３年】

食事の役割と中学生の栄養の

特徴【１年】

より良い食生活を目指して【３

年】

中学生に必要な栄養を満たす

食事

【１年】

食事の役割と中学生の栄養の

特徴【１年】

より良い食生活を目指して【３

年】

日常食の調理と地域の食文化

【１年】

持続可能な食生活を目指して

【３年】

体の発育・発達【１年】

環境への適応能力【２年】

「大根は大きな根」【１国】 「大根は大きな根」【１国】

まだ食べられるのに【２年】 まだ食べられるのに【２年】

健康な歯や骨を作ろう【１年】 みんなに優しい食生活について

考えよう【3年】

弁当の日のメニューを考えよう

【１,２,３年】

放送活動 掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動

食まるクイズラリー

歯の衛生週間 PTA試食会

給食指導
(日常指導)

食に関する指導

給食の準備や片付けを覚えよう 食事のマナーを身に付けよう よくかんで食べよう 味わって食べよう 行儀よく食べよう

お花見献立 端午の節句

八十八夜

七夕献立

東京オリンピック献立

十五夜献立　敬老の日

秋分の日（彼岸）

入学進級祝い献立 愛知を食べる学校給食の日

歯と口の健康週間

土用の丑

我が家の自慢料理

しらす　新じゃが芋　新玉ねぎ

たけのこ　春キャベツ　ふき　三

つ葉　青のり　あかもく

かつお　にぎす　めひかり　アス

パラガス　キャベツ　新玉ねぎ

大根　たけのこ　ふき　新茶　て

ん茶 あおさ あかもく

あじ いわし しらす アスパラガス

きゅうり さやいんげん しょうが

新ごぼう 玉ねぎ トマト なす

ピーマン　ミニトマト 梅

あなご　いわし　しらす　たこ　大

葉　オクラ　きゅうり　しょうが

冬瓜　トマト　なす　にがうり

ピーマン　そうめん

さけ　さんま　にぎす　じゃが芋

枝豆　冬瓜　なす　なし

個別懇談会

生活点検カード 学校保健委員会 生活点検カード

食生活アンケート（市） 食生活アンケート(全校)

給食時間の過ごし方（コロナ対策の徹底）

・準備や後片付けの方法、協力体制

・当番の身支度・手洗いの励行など

個別的な相談指導

家庭・地域
との連携

その他

朝食の大切さを見直そう

伝統的食文化（行事食・節句料理・郷土料理）・朝食・生活リズム）

夏の食事（夏野菜・水分補給・夏バテ予防）

学
校
給
食
関
連
事
項

月目標

食文化の伝承

行事食

その他

旬の食材
地場産物の

利用
※下線は愛知県産

二重下線は
〇〇市産

特
別
活
動

学級活動

教
科
・
道
徳
・
総
合
的
な
学
習

総合的な学習の時間

社　　会

理　　科

他教科等（国語・数
学・音楽・美術）

（例）●　食に関する指導の全体計画②

献立表　・　リーフレット（年３回）　・　ホームページ　・　食育だより「食まるとともだち」　・　保健だより　・　学級通信

年間通して使⽤する愛知県産⾷材︓⽶（○○市産） ⽜乳 うずら卵 ⼤⾖ 切り⼲し⼤根 みそ

生徒会活動

学校行事等

教科等

学校行事等

推進
体制

技術・家庭

保健体育

道　　徳

地場産物等の校内放送や指導カードを使⽤した給⾷時の指導充実。教科等の学習や体験活動と関連を図る。

学校行事：
健康や給食に関する意識を高
める行事として「健康安全、
体育的行事」を記載する。

教科の学習：
教科のねらいと関連付けたり、教
材として活用できるしたりできる
ものを記載する。

総合的な学習の時間：
食や健康をテーマとして地域と
一体となった学習を展開した
い。

学級活動：
「食育の観点を踏まえた学校給食
と望ましい食習慣の形成」を図る
指導をどの学年も行う。給食指導
を深化、補充する。

個別的な相談指導：
栄養教諭や養護教諭と連携して食物ア
レルギーだけでなく偏食傾向、肥満傾
向、そう身傾向、スポーツ実施など児
童の実態に応じて実施する。
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〇〇市立〇〇中学校

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

運動会
就学時健診

学芸会
終業式

始業式
身体測定

入学説明会
ありがとう集会

６年生を送る会
修了式　卒業式

食育部会 食育全体会

評価実施 評価結果の分析 計画案作成

地球社会と私たち【３年】

生命を維持するはたらき
【２年】

自然界のつり合い【３年】

生命を維持するはたらき
【２年】
自然界のつり合い【３年】

日常食の調理と地域の食文化
【１年】

日常食の調理と地域の食文
化
【１年】
持続可能な食生活を目指して
【３年】

日常食の調理と地域の食文
化
【１年】
持続可能な食生活を目指して
【３年】

日常食の調理と地域の食文
化
【１年】

日本の食文化と和食の調理
【２年】

体の発育・発達【１年】
環境への適応能力【２年】

飲料水の衛生的管理
【２年】

食生活と健康【３年】 生活習慣病の予防【３年】

もったいない【１年】

いのちを考える【１年】
伝えたい味【１年】

掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動 掲示活動 放送活動

（校長先生との会食）

好き嫌いなく食べよう 感謝して食べよう 丁寧に手洗いをしよう 地元の食材や地域に伝わる料

理を味わおう

食べ物を大切にしよう 仲間と共に食べよう

地場産物活用献立

和食の日

冬至の献立 正月料理　七草　鏡開き 節分献立 ひなまつり献立

目の愛護デー 食べるぞ秋！あいちを食べる学

校給食の日

クリスマス 郷土を愛する学校給食の日

全国学校給食週間

卒業祝い献立

リクエスト給食

さんま　さば　里芋　さつま芋

栗　ごぼう　チンゲンサイ　大根
れんこん　しいたけ　りんご

新米　さば　ししゃも　大豆　さつ

ま芋　里芋　カリフラワー　大根
チンゲンサイ　ほうれん草　れん

こん　きのこ　きくらげ　しいたけ

みかん　りんご

めひかり　にぎす　大豆　カリフ

ラワー　かぶ　キャベツ　小松菜
大根　にんじん　根深ねぎ　ブ

ロッコリー　ほうれん草　白菜

パセリ　レタス　れんこん　みか

ん　ゆず　のり

めひかり　里芋　カリフラワー

キャベツ　きゅうり　小松菜　セロ
リ　大根　にんじん　ねぎ　白菜

ブロッコリー　ほうれん草　れん

こん　切り干し大根　みかん　あ

おさ　青のり　のり

かぶ　キャベツ　小松菜　にんじ

ん　ねぎ　白菜　ブロッコリー
ほうれん草　れんこん　　切干し

大根　いよかん　きんかん　はる

みオレンジ　のり　わかめ

キャベツ　菜花　にんじん　ねぎ

パセリ　春キャベツ　ふき　ブ
ロッコリー　三つ葉　れんこん

いよかん　清見オレンジ　ひじき

わかめ

個別懇談会 アレルギー面談

学校保健委員会 生活点検カード

アレルギー調査（市）

学校アンケート

献立表　・　リーフレット（年３回）　・　ホームページ　・　食育だより「食まるとともだち」　・　保健だより　・　学級通信

準備・後片付けの協力の仕方

・給食当番と当番以外の効率的な動き

・衛生に配慮した給食時間の過ごし方

日本食を見直し良さを知ろう（郷土の産物　　郷土への関心）

食事のあいさつ　ノロウイルス

バランスのよい食事（３食のバランス、寒さに負けない食事（風邪予防・冬至とかぼちゃ））

年間通して使⽤する愛知県産⾷材︓⽶（○○市産） ⽜乳 うずら卵 ⼤⾖ 切り⼲し⼤根 みそ

正しい食事マナー

・はし、食器の持ち方・会話の内容

・食事のあいさつ

楽しい給食時間の過ごし方を考えよう（１年間の振り返り）

学校給食週間（歴史・伝統食と世界の料理）

生活習慣病
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  ※実際使われているものを基に紹介していますので、書式等は統一していません。 （５）校種別の全体計画①②例 

令和〇年度 食に関する指導の全体計画①     （〇〇立〇〇小学校） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼稚園・保育所 
幼保連携型認定
こども園 

 各学年の食に関する指導の目標 
 

中学校 

 1、2 年 3、4 年 5、6 年 食習慣の自立に向

けて 
・生涯にわたって

健康な生活を送

るため、栄養のバ

ランスに配慮し、

食を選択する能

力を身に付ける。 

・食の喜びや楽 
しさを味わう 

・基本的な食事 
のマナーを身
につける。 

・感謝して食べ
ることができ
る。 

 ・食べ物の名前が分かる。 
・食器の正しい置き方やはしの持 

ち方ができる。 
・感謝の気持ちをもち、苦手なもの 

も一口は食べてみようとするこ 
とができる。 

・給食に使われているさまざまな 
 食品の名前やはたらきが分かり、

残さず食べようとする。 
・正しい食事のマナーで食事をと

ることができる。 
・健康のために、好き嫌いせず、残

さずに食べることができる。 

・地域で生産される食品や郷土料 
 理について理解し、自分の食事に

取り入れることができる。 
・自らの健康のため、必要な食品を 

選んで食事をとることができる。 
・感謝の気持ちをもち、正しい食事 

 のマナーで食べることができる。 

 

 
 

  

学校教育目標 

○すすんで学ぶ子 
○思いやりのある子 
○たくましい子 

【国の第 4 次食育推進基本計画】 
・朝食を欠食する子  0％ 
・栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民 
 50％ 
【第４次愛知県食育推進計画】 
・朝食を毎日食べる習慣がある児童 98％ 
・朝食に野菜を食べている児童 80％ 
【○○市食育推進計画】 
・野菜を毎日摂取する人 〇％以上 
・食育に関心がある人 〇％以上 
 

食に関する指導の目標 
（知識・技能） 

毎日の食事にはさまざまな食品が使われていることを理解し、食品や栄養素、料理の名前や
由来などについての知識を身に付けている。 
 
（思考力・判断力・表現力等） 

正しい知識・情報に基づき、栄養や食事のとり方及び衛生に気を付けた食事について考え、
健康な生活を送るために必要な食品を選択することができる。 
 
（学びに向かう力・人間性等） 

食に興味・関心をもち、自然への恩恵や食に携わる人々に感謝する気持ちをもつとともに、健
康な食生活を送るために、栄養バランスに配慮した食生活を実践しようとする態度を身に付けて
いる。 
 

食育の視点 
○食事の重要性 
○心身の健康 
○食品を選択する能力 
○感謝の心 
○社会性 
○食文化 

食育推進組織（学校保健委員会） 

委員長 ： 校長 

委  員 ： 教頭、教務主任、校務主任、保健主事、養護教諭、栄養教諭、学年主任、給食主任 

※必要に応じて、保護者代表、学校医、学校歯科医、学校薬剤師の参加 

食育推進の評価 
   活動指標： 食品や栄養的な特徴、行事食や伝統的な食文化等を計画的に指導できたか 

（１ できた   ２ おおむねできた  ３ あまりできなかった    ４ できなかった） 

              朝食の重要性や朝食に野菜を食べる指導ができたか 

（１ できた   ２ おおむねできた  ３ あまりできなかった    ４ できなかった） 

   成果指標： 給食を残さず食べる児童 （給食もったいない週間で完食だった児童）  〇％ → 〇％ 

食べ物の働きを理解している児童 〇％ → 〇％ 

           朝食を毎日食べる習慣がある児童 〇％ → 〇％ 

家庭・地域との連携 
   ・おたより：食育だより「〇〇〇〇」（保護者用、担任指導用）、給食だより「○○○○」の発行 

   ・学校給食試食会、学校保健委員会の開催 

   ・ホームページによる給食の紹介、給食の好評レシピ紹介 

   ・献立募集：あったらいいな！こんな給食 

食に関する指導 
教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 
                       社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等      
給食の時間における食に関する指導 ：  食に関する指導：給食を通して、食品や料理の知識を定着させるとともに、教科等で学習したことを確認 

                                        給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で、衛生や安全、協力といった事項を確認、習得 
     個別的な相談指導 ： 食物アレルギー、疾患等による対応、偏食指導など、必要に応じて行う 

     

地場産物の活用 
   物資選定委員会：年１１回 構成委員（栄養教諭、保護者代表、教頭代表、学校給食会）、活動内容（給食物資選定、アレルゲンや産地等の確認） 

    地元ＪＡ〇〇〇との連携による給食物資の購入 

年間推進計画：６月、１１月、１月・・・愛知を食べる学校給食の日  ５月、１２月、１月・・・○○市を食べる学校給食の日 

            給食だより発行、給食の時間の放送による啓発、給食の時間の指導の充実 

小学校例 

【児童の実態】 
・朝食を毎日食べる児童 〇％ 
・給食を残さず食べる児童 〇％ 
 （給食もったいない週間で完食だった児童） 
・食べ物の働きを理解している児童 〇％ 
【保護者・地域の実態】 
（わが子に対し） 
・早寝、早起きの習慣がついている 〇％ 
・朝食を食べて登校している 〇％ 
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ろ
う

よ
く

か
ん

で
食

べ
よ

う
⾝

の
回

り
を

き
れ

い
に

し
て

食
事

を
し

よ
う

み
ん

な
で

協
⼒

し
て

楽
し

い
食

事
を

し
よ

う

特 別 活 動

学
級

活
動

給
食

始
ま

る
よ

【
１

〜
６

年
】

朝
ご

は
ん

を
し

っ
か

り
食

べ
よ

う
【

２
年

】
き

れ
い

な
⻭

【
１

年
】

か
む

こ
と

の
⼤

切
さ

【
４

年
】

⻭
⾁

の
病

気
と

予
防

【
６

年
】

夏
休

み
の

⽣
活

【
１

〜
６

年
】

野
菜

⼤
好

き
【

２
年

】

好
き

嫌
い

な
く

食
べ

よ
う

働
く

⼈
に

感
謝

し
て

食
べ

よ
う

き
れ

い
に

⼿
を

洗
お

う
食

べ
物

に
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

楽
し

く
食

べ
よ

う

食
文

化
の

伝
承

和
食

献
⽴

１
年

間
の

給
食

を
振

り
返

ろ
う

給
食

を
知

ろ
う

食
べ

物
の

働
き

を
知

ろ
う

季
節

の
食

べ
物

に
つ

い
て

知
ろ

う

食
べ

物
の

名
前

を
知

ろ
う

食
べ

物
の

３
つ

の
働

き
を

知
ろ

う
食

⽣
活

に
つ

い
て

考
え

よ
う

食
事

マ
ナ

ー
を

考
え

よ
う

食
⽣

活
を

⾒
直

そ
う

食
べ

物
と

健
康

に
つ

い
て

知
ろ

う

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

冬
⾄

献
⽴

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

節
分

献
⽴

桃
の

節
句

献
⽴

卒
業

祝
い

献
⽴

⼊
学

進
級

祝
い

花
⾒

献
⽴

端
午

の
節

句
献

⽴
地

場
産

物
活

⽤
献

⽴
地

場
産

物
活

⽤
献

⽴
七

⼣
献

⽴
重

陽
の

節
句

献
⽴

月
⾒

献
⽴

ク
リ

ス
マ

ス
献

⽴
郷

⼟
料

理
・

友
好

都
市

献
⽴

⾏
事

食
⼊

学
進

級
祝

い
献

⽴
カ

ミ
カ

ミ
献

⽴
目

の
愛

護
デ

ー
愛

知
を

食
べ

る
学

校
給

食
の

⽇
○

○
を

食
べ

る
⽇

・
セ

レ
ク

ト
給

食
学

校
給

食
週

間
・

○
○

を
食

べ
る

⽇
・

ｲﾀ
ﾘｱ

セ
レ

ク
ト

給
食

リ
ク

エ
ス

ト
給

食
そ

の
他

○
○

を
食

べ
る

学
校

給
食

の
⽇

食
育

月
間

・
⻭

と
⼝

の
衛

⽣
週

間
セ

レ
ク

ト
給

食
れ

ん
こ

ん
 

 き
の

こ
類

さ
つ

ま
い

も
 

栗
 

柿
  り

ん
ご

さ
ん

ま
 

さ
ば

  さ
け

新
⽶

 
 れ

ん
こ

ん
 

き
の

こ
類

さ
つ

ま
い

も
 

栗
 

り
ん

ご
 

み
か

ん
さ

ば

は
く

さ
い

 
だ

い
こ

ん
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
  れ

ん
こ

ん
⽔

菜
  み

か
ん

 
さ

け

は
く

さ
い

 
 い

ち
ご

み
か

ん
 

 り
ん

ご
ぶ

り
 

 わ
か

さ
ぎ

⽔
菜

  
い

よ
か

ん
い

ち
ご

  デ
コ

ポ
ン

は
る

か

菜
の

花
 

わ
け

ぎ
清

⾒
オ

レ
ン

ジ
 

さ
わ

ら
旬

の
食

材

春
キ

ャ
ベ

ツ
  

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

新
た

ま
ね

ぎ
  菜

の
花

た
け

の
こ

  
ふ

き
 

さ
わ

ら

新
じ

ゃ
が

い
も

  ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

た
け

の
こ

  
新

た
ま

ね
ぎ

  山
菜

ス
ナ

ッ
プ

え
ん

ど
う

 
か

つ
お

じ
ゃ

が
い

も
 

  ズ
ッ

キ
ー

ニ
に

ら
 

 と
う

が
ん

 
あ

じ
ト

マ
ト

  ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

 
さ

く
ら

ん
ぼ

え
だ

ま
め

 
な

す
 

ト
マ

ト
か

ぼ
ち

ゃ
  オ

ク
ラ

 
ピ

ー
マ

ン
と

う
が

ん
  に

が
う

り
 

 ズ
ッ

キ
ー

ニ
⼗

六
さ

さ
げ

 
と

う
も

ろ
こ

し

ズ
ッ

キ
ー

ニ
 

 
か

ぼ
ち

ゃ
い

ち
じ

く
 

な
し

 
巨

峰
 

さ
ん

ま

み
つ

ば
  切

⼲
し

だ
い

こ
ん

ね
ぎ

  チ
ン

ゲ
ン

サ
イ

 
い

か
な

ご
ね

ぎ
 

 み
つ

ば
  チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
   

れ
ん

こ
ん

こ
ま

つ
な

 
 ほ

う
れ

ん
そ

う
 

ぎ
ん

な
ん

に
ん

じ
ん

 
 ね

ぎ
 

ほ
う

れ
ん

そ
う

パ
セ

リ
 

こ
ま

つ
な

 
み

つ
ば

 
キ

ャ
ベ

ツ
は

く
さ

い

キ
ャ

ベ
ツ

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
 

み
つ

ば
れ

ん
こ

ん
 

ね
ぎ

 
切

⼲
し

だ
い

こ
ん

丹
陽

な
す

は
く

さ
い

 
チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
 

れ
ん

こ
ん

こ
ま

つ
な

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
 

キ
ャ

ベ
ツ

み
つ

ば
 

キ
ャ

ベ
ツ

れ
ん

こ
ん

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
切

⼲
し

だ
い

こ
ん

地
場

産
物

ね
ぎ

 
キ

ャ
ベ

ツ
 

春
キ

ャ
ベ

ツ
み

つ
ば

 
新

た
ま

ね
ぎ

は
く

さ
い

 
み

つ
ば

 
た

ま
ね

ぎ
 

は
く

さ
い

た
ま

ね
ぎ

 
ね

ぎ
 

パ
セ

リ
 

み
つ

ば
な

す
 

ト
マ

ト
 

⼗
六

さ
さ

げ
と

う
が

ん
 

ね
ぎ

 
み

つ
ば

   
 な

す
さ

と
い

も
 

さ
つ

ま
い

も

新
⼊

⽣
ア

ン
ケ

ー
ト

・
個

別
面

談
個

別
的

な
相

談
指

導
管

理
指

導
表

提
出

、
個

別
面

談
個

別
面

談

個
⼈

カ
ル

テ
作

成

家 庭 ・

地 域 と の

連 携

給
食

だ
よ

り
給

食
だ

よ
り

︓
第

1号
 

給
食

の
紹

介
給

食
だ

よ
り

︓
第

2号
 

食
育

月
間

学
校

保
健

委
員

会
給

食
試

食
会

 
・

積
極

的
な

情
報

発
信

（
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

活
⽤

）
 

 
・

関
係

者
評

価
の

実
施

、
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
活

⽤
 

 
・

学
校

だ
よ

り
、

保
健

だ
よ

り
の

発
⾏

給
食

だ
よ

り
︓

第
3号

 
愛

知
、

○
○

を
食

べ
る

学
校

給
食

の
⽇

給
食

だ
よ

り
︓

第
4号

 
は

し
の

持
ち

方
、

学
校

給
食

週
間

、
郷

⼟
料

理

朝
ご

は
ん

を
食

べ
よ

う
食

べ
物

の
働

き
を

知
ろ

う
夏

の
食

⽣
活

を
考

え
よ

う
（

⽔
分

と
ミ

ネ
ラ

ル
）

ス
ポ

ー
ツ

と
栄

養
⽣

活
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

考
え

よ
う

食
べ

物
、

⼤
変

⾝
︕

骨
を

丈
夫

に
す

る
食

⽣
活

⽇
本

の
⾏

事
食

に
つ

い
て

知
ろ

う
感

染
防

御
の

た
め

の
食

事
・

栄
養

成
⻑

期
に

必
要

な
栄

養
素

（
鉄

分
・

カ
ル

シ
ウ

ム
）

1年
間

の
振

り
返

り
を

し
よ

う
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令和〇年度 食に関する指導の全体計画①     （〇〇立○○中学校） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼稚園・保
育所幼穂連
携型認定こ

ども園 

 
小学
校 

 
各学年の食に関する指導の目標 

 1 年 2 年 3 年 
食べ物に興味・関心を
もち、食の大切さや楽
しさを感じて食べるこ
とができる。 

 ・毎日規則正しく食事をとることができる。 
・健康な生活を送るために何が必要か、自 

分の食生活を振り返り、課題を見つけるこ
とができる。 

・成長期に必要な栄養や食品に含まれる栄 
 養素や働きを理解し、食事することができ 

る。 

・自分の健康を考え、成長期に必要な栄養
がとれるようバランスよく組み合わせて食べ
ることができる。 

・朝食の大切さを理解し、栄養バランスのよ
い朝食を毎日食べることができる。 

・１日分の献立をふまえ、簡単な日常食の 
調理ができる。 

・生涯にわたり健康な生活を送るために必
要な自己管理能力を食事を通して身に付
けている。 

・身体の発達に伴う必要な栄養や食品に含
まれる栄養素とその働きを考え、適切な食
品を選択し、食事をすることができる。 

・安全や環境に配慮して、簡単な日常食の
調理ができる。 

 

 

食育推進の評価 
   活動指標：・手洗い、配膳、食事マナーなど日常的な給食指導を継続的に実施できたか 

          ・教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導できたか。 

          ・ホームページを活用して食に関する指導の取組を発信できたか。 

         （ １ できた  ２ おおむねできた  ３ あまりできなかった  ４ できなかった ） 

   成果指標：給食の残食率（残食調査）： 〇 ％ →  〇 ％ 

    

家庭・地域との連携 
積極的な情報発信（食育だより、給食だより、学校ウェブサイト等）、学校保健委員会、学校運営協議会 

PTA 保健部（学校給食試食会）、おやじの会との連携、保健所（センター）との連携、生産者団体との連携 等  

食に関する指導 
教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 
                       社会、理科、技術・家庭科、保健体育、道徳、特別活動 等 

            
給食の時間における食に関する指導 ：  食に関する指導 ： 献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 
                           給食指導 ： 準備から片付けまでの一連の指導の中で習得  

      
     個別的な相談指導 ： 食物アレルギー・疾患、肥満・やせ傾向、偏食 等 

     

食育推進組織（食育推進委員会） 

委員長 ： 校長 

委員   : 教頭 主幹 教務 校務 生徒指導主事 進路指導主事 保健主事 栄養教諭（兼給食主任） 食育担当者 各学年主任 

       ※必要に応じて、保護者代表、学校医、学校歯科医、学校薬剤師の参加 

地場産物の活用 
 ・「○○を食べる学校給食の日」－５月、１２月、１月    
 ・「愛知を食べる学校給食の日」－６月、１１月、１月  

・学校給食会、農業振興課、JA〇〇などと相談し、地元産の食材の使用について年間生産調整及び流通の確認 

・地場産物等の給食放送や給食だより、掲示物を活用した指導の充実、教科等の学習と関連を図る 

食に関する指導の目標 
（知識・技能） 

食事の重要性や食事の喜び、楽しさを理解し、健全な食生活に必要な技術を身に付 
けている。 
（思考力・判断力・表現力等） 

健康な生活や健全な食生活を実現するために何が必要かを考え、適切に意思決定 
ができる。 
（学びに向かう力・人間性等） 

食事に興味・関心をもち、健康な食生活の基盤を支えるために、自ら調理して食事の 
準備をしたり栄養バランスに配慮した食生活を実践したりしようとする態度を身に付けて
いる。 
   

食育の視点 
○食事の重要性 
○心身の健康 
○食品を選択する能力 
○感謝の心 
○社会性 
○食文化 

学校教育目標 

〔思考〕 深く考え、自己表現のできる生徒を育成する 
〔実行〕 行動し、やりぬく生徒を育成する 
〔協力〕 礼儀をわきまえ、協調・協力する生徒を育成する 

 

【生徒の実態】 
・肥満傾向 〇％ 
・痩身傾向  〇％ 
・朝食を欠食する子 〇％ 
・朝食に野菜を食べている生徒 〇％ 
・給食を感謝して食べる生徒 〇％ 
・残食率 〇％  
・栄養素の働きを理解している生徒 〇％ 
 
【保護者・地域の実態】 
・朝ごはんを毎日食べる  〇％ 

【第４次食育推進基本計画】 
・朝食を欠食する子  0％ 
・栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民 
 50％以上 
【愛知県食育推進計画】 
・朝食に野菜を食べている生徒 80％以上 
・肥満の割合（中学生） 7％以下 
【○○市食育推進計画】 
・野菜を毎日摂取する人 〇％以上 
・食育に関心がある人 〇％以上 

中学校例 
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食
ぱ

わ
ー

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

②
 

【
〇

〇
⽴

○
○

中
学

校
】

教
科

等
４

月
５

月
６

月
７

月
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

学
校

⾏
事

等
⼊

学
式

・
校

外
学

習
（

1年
）

校
外

学
習

（
2年

）
・

修
学

旅
⾏

（
３

年
）

体
育

祭
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

卒
業

式

推
進

体
制

進
⾏

管
理

校
務

分
掌

会
委

員
会

計
画

策
定

計
画

策
定

校
務

分
掌

会

評
価

実
施

評
価

結
果

の
分

析
計

画
案

作
成

教 科 ・ 道 徳 等 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間

社
 

 
会

世
界

か
ら

⾒
た

⽇
本

の
す

が
た

【
２

年
】

世
界

各
地

の
⼈

々
の

⽣
活

環
境

【
１

年
】

開
国

と
近

代
 

⽇
本

の
歩

み
【

２
年

】
世

界
の

諸
地

域
【

１
年

】
⽇

本
の

諸
地

域
【

２
年

】
現

代
社

会
と

私
た

ち
【

３
年

】

理
 

 
科

植
物

の
体

の
つ

く
り

と
働

き
【

１
年

】
植

物
の

体
の

つ
く

り
と

働
き

【
１

年
】

植
物

の
体

の
つ

く
り

と
働

き
【

１
年

】
⽣

命
を

維
持

す
る

は
た

ら
き

【
２

年
】

⾃
然

界
の

つ
り

合
い

【
３

年
】

⽣
命

を
維

持
す

る
は

た
ら

き
【

２
年

】
⾃

然
界

の
つ

り
合

い
【

３
年

】

⽣
命

を
維

持
す

る
は

た
ら

き
【

２
年

】
⾃

然
界

の
つ

り
合

い
【

３
年

】

地
球

社
会

と
私

た
ち

【
３

年
】

技
術

・
家

庭
食

事
の

役
割

と
中

学
⽣

の
栄

養
の

特
徴

【
１

年
】

よ
り

良
い

食
⽣

活
を

目
指

し
て

【
３

年
】

中
学

⽣
に

必
要

な
栄

養
を

満
た

す
食

事
【

１
年

】
調

理
の

た
め

の
食

品
の

選
択

と
購

⼊
【

１
年

】
⽇

常
食

の
調

理
と

地
域

の
食

文
化

【
１

年
】

⽇
常

食
の

調
理

と
地

域
の

食
文

化
【

１
年

】
持

続
可

能
な

食
⽣

活
を

目
指

し
て

【
３

年
】

⽇
常

食
の

調
理

と
地

域
の

食
文

化
【

１
年

】
持

続
可

能
な

食
⽣

活
を

目
指

し
て

【
３

年
】

⽇
常

食
の

調
理

と
地

域
の

食
文

化
【

１
年

】
⽇

本
の

食
文

化
と

和
食

の
調

理
【

２
年

】

保
健

体
育

他
教

科
「

⼤
根

は
⼤

き
な

根
」

【
１

国
】

体
の

発
育

・
発

達
【

１
年

】
環

境
へ

の
適

応
能

⼒
【

２
年

】
飲

料
⽔

の
衛

⽣
的

管
理

【
２

年
】

食
⽣

活
と

健
康

【
３

年
】

⽣
活

習
慣

病
の

予
防

【
３

年
】

伝
え

た
い

味
【

１
年

】

総
合

的
な

学
習

の
時

間

道
 

 
徳

ま
だ

食
べ

ら
れ

る
の

に
【

２
年

】
ハ

ゲ
ワ

シ
と

少
⼥

【
３

年
】

も
っ

た
い

な
い

【
１

年
】

い
の

ち
を

考
え

る
【

１
年

】

特 別 活 動

学
級

活
動

食
育

教
材

活
⽤

健
康

な
⻭

や
骨

を
作

ろ
う

【
１

年
】

み
ん

な
に

優
し

い
食

⽣
活

に
つ

い
て

考
え

よ
う

【
3年

】
弁

当
の

⽇
の

メ
ニ

ュ
ー

を
考

え
よ

う
【

１
,２

,３
年

】

学
校

⾏
事

健
康

診
断

⻭
科

検
診

⻭
科

検
診

給
食

委
員

会
発

表
食

育
月

間
 

啓
発

活
動

も
っ

た
い

な
い

週
間

（
前

期
）

取
組

給
食

時
間

振
り

返
り

チ
ェ

ッ
ク

（
前

期
）

⽣
徒

会
活

動

給
食

時
間

チ
ェ

ッ
ク

・
配

膳
室

⽴
ち

番
後

⽚
付

け
点

検
・

呼
び

か
け

 
な

ど

給
食

委
員

会
発

表
も

っ
た

い
な

い
週

間
（

後
期

）
取

組
学

校
給

食
週

間
の

取
組

給
食

時
間

振
り

返
り

チ
ェ

ッ
ク

（
後

期
）

桃
の

節
句

献
⽴

卒
業

祝
い

献
⽴

給 食 の 時 間

給
食

指
導

給
食

時
間

の
過

ご
し

方
（

コ
ロ

ナ
対

策
の

徹
底

）
・

準
備

や
後

⽚
付

け
の

方
法

、
協

⼒
体

制
・

当
番

の
⾝

⽀
度

・
⼿

洗
い

の
励

⾏
な

ど

準
備

・
後

⽚
付

け
の

協
⼒

の
仕

方
・

給
食

当
番

と
当

番
以

外
の

効
率

的
な

動
き

・
衛

⽣
に

配
慮

し
た

給
食

時
間

の
過

ご
し

方

正
し

い
食

事
マ

ナ
ー

・
は

し
、

食
器

の
持

ち
方

・
会

話
の

内
容

・
食

事
の

あ
い

さ
つ

食
に

関
す

る
指

導

朝
食

の
⼤

切
さ

を
⾒

直
そ

う
伝

統
的

食
文

化
（

⾏
事

食
・

節
句

料
理

・
郷

⼟
料

理
）

・
朝

食
・

⽣
活

リ
ズ

ム
夏

の
食

事
（

夏
野

菜
・

⽔
分

補
給

・
夏

バ
テ

予
防

）

⽇
本

食
を

⾒
直

し
良

さ
を

知
ろ

う
（

郷
⼟

の
産

物
、

郷
⼟

へ
の

関
⼼

）
食

事
の

あ
い

さ
つ

 
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
バ

ラ
ン

ス
の

よ
い

食
事

（
３

食
の

バ
ラ

ン
ス

、
寒

さ
に

負
け

な
い

食
事

（
風

邪
予

防
・

冬
⾄

と
か

ぼ
ち

ゃ
）

）

楽
し

い
給

食
時

間
の

過
ご

し
方

を
考

え
よ

う
（

１
年

間
の

振
り

返
り

）
学

校
給

食
週

間
（

歴
史

・
伝

統
食

と
世

界
の

料
理

）
⽣

活
習

慣
病

ク
リ

ス
マ

ス
献

⽴

１
年

間
の

給
食

を
振

り
返

ろ
う

食
文

化
の

伝
承

⼊
学

進
級

祝
い

花
⾒

献
⽴

端
午

の
節

句
献

⽴
地

場
産

物
活

⽤
献

⽴
地

場
産

物
活

⽤
献

⽴
七

⼣
献

⽴
重

陽
の

節
句

月
⾒

献
⽴

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

冬
⾄

献
⽴

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

和
や

か
な

給
食

時
間

を
過

ご
そ

う
偏

食
を

な
く

し
バ

ラ
ン

ス
よ

く
食

べ
よ

う
働

く
⼈

に
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
衛

⽣
に

配
慮

し
た

準
備

を
し

よ
う

⾃
然

の
恩

恵
に

感
謝

し
て

食
べ

よ
う

望
ま

し
い

食
事

の
マ

ナ
ー

を
⾝

に
つ

け
よ

う
月

目
標

ル
ー

ル
を

守
っ

て
準

備
や

後
⽚

付
け

を
し

よ
う

食
事

の
き

ま
り

を
⾝

に
つ

け
よ

う
よ

く
か

ん
で

食
べ

よ
う

環
境

を
整

え
て

食
事

を
し

よ
う

地
場

産
物

活
⽤

献
⽴

節
分

献
⽴

は
く

さ
い

 
だ

い
こ

ん
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
  れ

ん
こ

ん
⽔

菜
  み

か
ん

 
さ

け

郷
⼟

料
理

・
友

好
都

市
献

⽴

そ
の

他
食

育
月

間
・

⻭
と

⼝
の

衛
⽣

週
間

セ
レ

ク
ト

給
食

目
の

愛
護

デ
ー

セ
レ

ク
ト

給
食

全
国

学
校

給
食

週
間

⾏
事

食
⼊

学
進

級
祝

い
献

⽴
カ

ミ
カ

ミ
献

⽴
和

食
献

⽴

は
く

さ
い

 
 い

ち
ご

み
か

ん
 

 り
ん

ご
ぶ

り
 

 わ
か

さ
ぎ

⽔
菜

  
い

よ
か

ん
い

ち
ご

  デ
コ

ポ
ン

は
る

か

菜
の

花
 

わ
け

ぎ
清

⾒
オ

レ
ン

ジ
 

さ
わ

ら

地
場

産
物

ね
ぎ

 
キ

ャ
ベ

ツ
春

キ
ャ

ベ
ツ

  み
つ

ば
 

新
た

ま
ね

ぎ
は

く
さ

い
 

み
つ

ば
 

た
ま

ね
ぎ

 
は

く
さ

い
た

ま
ね

ぎ
 

ね
ぎ

 
パ

セ
リ

 
み

つ
ば

な
す

 
ト

マ
ト

 
⼗

六
さ

さ
げ

と
う

が
ん

 
ね

ぎ
 

み
つ

ば
   

 な
す

さ
と

い
も

 
さ

つ
ま

い
も

み
つ

ば
  切

⼲
し

だ
い

こ
ん

ね
ぎ

  チ
ン

ゲ
ン

サ
イ

 
い

か
な

ご
ね

ぎ
 

 み
つ

ば
  チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
れ

ん
こ

ん
 

こ
ま

つ
な

ほ
う

れ
ん

そ
う

 
ぎ

ん
な

ん

に
ん

じ
ん

 
 ね

ぎ
 

ほ
う

れ
ん

そ
う

パ
セ

リ
 

こ
ま

つ
な

 
み

つ
ば

キ
ャ

ベ
ツ

 
は

く
さ

い

キ
ャ

ベ
ツ

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
 

み
つ

ば
れ

ん
こ

ん
 

ね
ぎ

 
切

⼲
し

だ
い

こ
ん

丹
陽

な
す

は
く

さ
い

 
チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
 

れ
ん

こ
ん

こ
ま

つ
な

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
 

キ
ャ

ベ
ツ

み
つ

ば
 

キ
ャ

ベ
ツ

れ
ん

こ
ん

 
ほ

う
れ

ん
そ

う
切

⼲
し

だ
い

こ
ん

旬
の

食
材

春
キ

ャ
ベ

ツ
  

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

新
た

ま
ね

ぎ
  菜

の
花

た
け

の
こ

  
ふ

き
 

さ
わ

ら

新
じ

ゃ
が

い
も

  ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

た
け

の
こ

  
新

た
ま

ね
ぎ

  山
菜

ス
ナ

ッ
プ

え
ん

ど
う

 
か

つ
お

じ
ゃ

が
い

も
 

  ズ
ッ

キ
ー

ニ
に

ら
 

 と
う

が
ん

 
あ

じ
ト

マ
ト

  ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

 
さ

く
ら

ん
ぼ

え
だ

ま
め

 
な

す
 

ト
マ

ト
か

ぼ
ち

ゃ
  オ

ク
ラ

 
ピ

ー
マ

ン
と

う
が

ん
  に

が
う

り
 

 ズ
ッ

キ
ー

ニ
⼗

六
さ

さ
げ

 
と

う
も

ろ
こ

し

ズ
ッ

キ
ー

ニ
 

 
か

ぼ
ち

ゃ
い

ち
じ

く
 

な
し

 
巨

峰
 

さ
ん

ま
れ

ん
こ

ん
 

 き
の

こ
類

さ
つ

ま
い

も
 

栗
 

柿
  り

ん
ご

さ
ん

ま
 

さ
ば

  さ
け

新
⽶

 
 れ

ん
こ

ん
 

き
の

こ
類

さ
つ

ま
い

も
 

栗
 

り
ん

ご
 

み
か

ん
 

さ
ば

学
校

保
健

委
員

会
学

校
給

食
試

食
会

個
別

的
な

相
談

指
導

管
理

指
導

表
提

出
・

個
別

面
談

個
別

面
談

学 校 給 食 の 関 連 事 項

新
⼊

⽣
ア

ン
ケ

ー
ト

・
個

別
面

談

個
⼈

カ
ル

テ
作

成

仕
事

を
語

る
会

家 庭 ・

地 域 と の

連 携

・
積

極
的

な
情

報
発

信
（

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

の
活

⽤
）

 
 

・
関

係
者

評
価

の
実

施
、

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

活
⽤

 
 

・
学

校
だ

よ
り

、
保

健
だ

よ
り

の
発

⾏

給
食

だ
よ

り
給

食
だ

よ
り

︓
第

1号
 

給
食

の
紹

介
給

食
だ

よ
り

︓
第

2号
 

食
育

月
間

給
食

だ
よ

り
︓

第
3号

 
愛

知
、

○
○

を
食

べ
る

学
校

給
食

の
⽇

給
食

だ
よ

り
︓

第
4号

 
は

し
の

持
ち

方
、

学
校

給
食

週
間

、
郷

⼟
料

理

朝
ご

は
ん

を
食

べ
よ

う
食

べ
物

の
働

き
を

知
ろ

う
夏

の
食

⽣
活

を
考

え
よ

う
（

⽔
分

と
ミ

ネ
ラ

ル
）

ス
ポ

ー
ツ

と
栄

養
⽣

活
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

考
え

よ
う

食
べ

物
、

⼤
変

⾝
︕

骨
を

丈
夫

に
す

る
食

⽣
活

⽇
本

の
⾏

事
食

に
つ

い
て

知
ろ

う
感

染
防

御
の

た
め

の
食

事
・

栄
養

成
⻑

期
に

必
要

な
栄

養
素

（
鉄

分
・

カ
ル

シ
ウ

ム
）

1年
間

の
振

り
返

り
を

し
よ

う

学
校

保
健

委
員

会
学

校
給

食
試

食
会
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食に関する指導の全体計画①  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼稚園・保育所 
幼穂連携型認

定こども園 

  
各学年の食に関する指導の目標 

 
 初等部（1～４年） 中等部（５～７年） 高等部（８．９年） 

食事のマナー
を知る。 
 

 ・食べ物に興味関心をもち、好き嫌

いせずに食べようとする。 
・食事のマナーについて考え、楽し

く食事をしようとする。 
・自然の恵みや働く人々に感謝し、

食べることを大切にする。 

・食べ物のはたらきについて理解し、バ

ランスよく食べようとする。 
・食事と健康の関わりを知り、自分や家

族のために簡単な調理ができる。 
・食に関わる人々に感謝し、食文化を大

切にしようとすることができる。 

・生活リズムや食習慣を見直し、健康

な生活づくりが実施できる。 
・主食・主菜・副菜を考慮した１日分

の献立を考え、作ることができる。 
・日本や外国の食文化に興味をもち、

感謝の気持ちをもって食事をする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標 

「一人一人が活躍し、たくましく生きる児童・生徒を育てる」 
〇 児童・生徒のすぐれた個性を伸ばし、「知・徳・体」の調和のとれ

た人間形成を図る 

〇 一人一人が確かな学力を身につけ、生涯にわたって自ら学び続け

ようとする態度を養う 

〇 ふるさとを愛する心情を育み、社会の発展に尽くす態度を養う 

 

【児童・生徒の実態】 
・給食の食べ残しは前期課程○％、
後期課程○％と少ないが個人差が
大きい。 
・朝食を毎日食べる児童・生徒○％ 
・野菜をほとんど食べない生徒○％ 
・肥満傾向の生徒○％ 
・食物アレルギー等で給食対応が必
要な児童・生徒が〇名おり、うち○名
がエピペンを所持している。 

【第４次食育推進基本計画】 
・朝食を欠食する子  0％ 
・食品ロス削減のために何らかの行動をし
ている国民 80％以上 
【第４次愛知県食育推進計画】 
・朝食に野菜を食べている小中学生の割
合 80％以上 
【○○市食育推進計画】 
・朝食を毎日食べる児童・生徒 〇％以上 
・肥満傾向の生徒 〇％以下 
 

食に関する指導の目標 
（知識・技能） 
 食事の重要性や栄養バランス、食文化等について理解を図り、健康で健全な食生活に関する
知識や技能を身に付けるようにする。 
（思考力・判断力・表現力等） 
 食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりできる能
力を養う。 
（学びに向かう力・人間性等） 
 主体的に、自他の健康な食生活を実践しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々に
対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 
 

食育の視点 
○食事の重要性 
○心身の健康 
○食品を選択する能力 
○感謝の心 
○社会性 
○食文化 

食育推進組織（食育推進・アレルギー対策委員会） 

委員長 ： 校長 

委 員  ： 栄養教諭、主幹教諭、教務主任、保険主事、養護教諭、学年主任、給食主任、学級担任等 

※必要に応じて、保護者代表、学校医、学校歯科医、学校薬剤師の参加 

 

食育推進の評価 

   活動指標：  給食の時間を活用した食に関する指導が推進され機能しているか 

   成果指標：  配膳されたものを残さず食べられた児童・生徒の割合 〇％→〇％  

            朝食を毎日食べる児童・生徒の割合〇％→〇％ 

家庭・地域との連携 

献立表、食育通信の発行 

学校給食試食会、ホームページからの積極的な情報発信 

食に関する指導 

教科等における食に関する指導 ： 関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導 

                           （別紙 全体計画②を参照） 

     給食の時間における食に関する指導 ：  食に関する指導 ： 献立を通して学習、教科等で学習したことを確認 

                                給食指導     ： 準備から片付けまでの一連の指導の中で習得 

                               （別紙 全体計画②を参照）      

個別的な相談指導 ： 食物アレルギー・疾患、肥満・過度な痩身、偏食の生徒等について、保護者と連携しながら個別に相談指

導を行う。     

地場産物の活用 （別紙 全体計画②を参照） 

   〇〇農業協同組合と連携し、市町村内および周辺市町村の地場産物の活用 

   地場産物等の校内放送や掲示、教科等の学習と関連を図る 

○○立〇〇学校（学園） 

義務教育学校例 
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4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

･入
学

式
･始

業
式

･ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
訓

練
･健

康
診

断
･

身
体

測
定

･健
康

診
断

･運
動

会
･食

を
考

え
る

会
・
健

康
診

断
・
保

護
者

会
･修

学
旅

行
(後

3
)･

山
の

学
習

(前
5・

6
)･

職
場

福
祉

体
験

(後
1
･2

)･
交

流
学

習
(前

1
～

4
)

･学
校

保
健

委
員

会
･食

を
考

え
る

会
･就

学
時

健
康

診
断

･学
芸

会
･耐

寒
駆

け
足

･体
験

入
学

･校
内

マ
ラ

ソ
ン

大
会

･保
護

者
会

･ア
サ

リ
か

き
・
卒

業
式

・
ア

サ
リ

か
き

食
育

推
進

計
画

策
定

食
事

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
中

間
評

価
評

価
次

年
度

計
画

策
定

(県
）
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

調
査

(県
）
食

に
関

す
指

導
実

態
調

査 (県
）
残

さ
い

調
査

設
備

定
期

検
査

・
施

設
整

備
・
害

虫
駆

除
・
施

設
整

備
・
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

清
掃

・
施

設
整

備
・
設

備
定

期
検

査
・
施

設
整

備
・
害

虫
駆

除
・
施

設
整

備
・
グ

リ
ス

ト
ラ

ッ
プ

清
掃

・
定

期
衛

生
検

査
・
施

設
整

備
・
設

備
定

期
検

・
定

期
衛

生
検

査
・
害

虫
駆

除

・
栄

養
月

報
・
残

さ
い

調
査

・
前

①
②

春
は

っ
け

ん
・
前

①
②

い
き

も
の

と
な

か
よ

し
・
前

①
②

は
な

や
や

さ
い

と
な

か
よ

し
・
前

①
②

さ
く
し

ま
の

あ
き

を
さ

が
そ

う

・
前

①
②

さ
く
し

ま
の

あ
き

の
た

ね
を

プ
レ

ゼ
ン

ト
し

よ
う

・
前

①
ふ

ゆ
と

あ
そ

ぼ
う

・
前

①
は

る
を

さ
が

そ
う

・
前

⑤
⑥

わ
た

し
の

生
活

時
間 ・
前

⑤
⑥

は
じ

め
て

み
よ

う
ク

ッ
キ

ン
グ

・
前

⑤
⑥

炒
め

て
作

ろ
う

朝
食

の
お

か
ず

・
前

⑤
⑥

く
ふ

う
し

よ
う

お
い

し
い

食
事

・
後

①
衣

食
住

の
生

活
・
後

②
生

物
育

成
に

関
す

る
技

術

・
前

⑤
⑥

食
べ

て
元

気
に

・
前

③
④

毎
日

の
生

活
と

健
康

・
前

③
④

育
ち

ゆ
く
体

と
わ

た
し

・
前

⑤
⑥

病
気

の
予

防
・
後

③
健

康
な

生
活

と
病

気
の

予
防

・
後

③
健

康
な

生
活

と
病

気
の

予
防

前
⑤

⑥
病

気
の

予
防

・
前

③
④

植
物

の
育

ち
方

（
た

ね
ま

き
）

・
後

①
生

物
の

世
界

・
前

③
④

植
物

の
育

ち
方

（
葉

・
く
き

・
根

）
・
後

③
生

命
の

つ
な

が
り

・
前

③
④

植
物

の
育

ち
方

（
花

）
・
前

③
④

植
物

の
育

ち
方

（
花

が
さ

い
た

後
）

・
後

②
生

物
の

体
の

つ
く
り

と
は

た
ら

き
・
後

③
自

然
界

の
つ

な
が

り

・
後

①
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
【
地

理
】

・
前

⑤
⑥

く
ら

し
を

支
え

る
食

料 ・
前

⑤
⑥

米
づ

く
り

の
さ

か
ん

な
地

域
・
後

③
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
【
公

民
】

・
前

⑤
⑥

水
産

業
の

さ
か

ん
な

地
域

・
前

⑤
⑥

こ
れ

か
ら

の
食

糧
生

産
と

私
た

ち

・
前

③
④

漁
師

の
仕

事
・
前

③
④

民
宿

で
働

く
人

・
前

③
④

海
を

生
か

す
ま

ち
・
前

③
④

飲
食

店
で

働
く
人

・
前

①
②

み
ん

な
い

き
て

る
・
前

①
②

お
せ

ち
の

ひ
み

つ
・
前

①
②

日
本

の
お

米
、

せ
か

い
の

お
米

○
○

○
○

学
習

（
○

○
○

町
に

誇
り

を
持

ち
、

未
来

を
切

り
拓

く
子

ど
も

の
育

成
）

・
前

①
給

食
の

準
備

の
仕

方
を

知
ろ

う
・
前

①
②

き
ゅ

う
し

ょ
く
だ

い
す

き
（
食

育
ノ

ー
ト

）
・
前

⑤
⑥

バ
ラ

ン
ス

よ
く
食

べ
よ

う
・
前

⑤
⑥

早
寝

早
起

き
朝

ご
は

ん
運

動

・
前

③
④

健
康

と
食

事
・
前

①
②

好
き

嫌
い

な
く
食

べ
よ

う
・
前

①
②

自
分

の
生

活
を

見
直

そ
う

・
前

③
④

３
つ

の
パ

ワ
ー

で
す

く
す

く
育

て

・
前

③
④

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
考

え
よ

う
・
前

⑤
⑥

地
産

地
消

に
つ

い
て

知
ろ

う
・
後

③
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

よ
い

弁
当

を
考

え
よ

う

・
前

①
②

給
食

の
げ

ん
き

っ
こ

を
知

ろ
う

・
前

①
②

あ
か

、
み

ど
り

、
き

い
ろ

の
げ

ん
き

っ
こ

を
し

ろ
う

（
食

育
ノ

ー
ト

）
・
前

③
④

つ
な

が
る

い
の

ち

給
食

指
導

月
目

標

上
手

に
準

備
や

あ
と

か
た

づ
け

を
し

よ
う

食
事

の
マ

ナ
ー

を
守

ろ
う

よ
り

よ
い

食
事

に
つ

い
て

考
え

よ
う

夏
の

生
活

に
つ

い
て

考
え

よ
う

朝
食

を
し

っ
か

り
と

ろ
う

地
場

産
物

や
郷

土
料

理
を

知
ろ

う
食

べ
物

と
丈

夫
な

歯
に

つ
い

て
知

ろ
う

食
べ

物
と

健
康

に
つ

い
て

知
ろ

う
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
時

間
を

守
っ

て
楽

し
く
食

べ
よ

う
１

年
間

の
反

省
を

し
よ

う

食
に

関
す

る
指

導

管
理

指
導

表
提

出
、

個
別

面
談

個
人

カ
ル

テ
作

成
個

別
面

談
新

入
生

ア
ン

ケ
ー

ト
個

別
面

談

キ
ャ

ベ
ツ

、
ご

ぼ
う

、
グ

リ
ン

ピ
ー

ス
、

筍
、

み
つ

ば
、

ひ
じ

き
、

新
玉

ね
ぎ

新
玉

ね
ぎ

、
ご

ぼ
う

、
筍

、
ふ

き
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

、
じ

ゃ
が

い
も

き
ゅ

う
り

、
大

葉
、

さ
や

い
ん

げ
ん

、
ア

ス
パ

ラ
ガ

ス
き

ゅ
う

り
、

ゴ
ー

ヤ
、

冬
瓜

、
ト

マ
ト

、
な

す
、

ピ
ー

マ
ン

ズ
ッ

キ
ー

ニ
、

ト
マ

ト
、

チ
ン

ゲ
ン

菜
、

な
す

、
に

ら
、

鯖
、

巨
峰

里
芋

、
じ

ゃ
が

い
も

、
し

い
た

け
、

し
め

じ
、

鮭
、

さ
ん

ま
、

り
ん

ご
、

栗
人

参
、

白
菜

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
、

鮭
、

鯖
、

り
ん

ご
ご

ぼ
う

、
大

根
、

ね
ぎ

、
白

菜
、

里
芋

、
ほ

う
れ

ん
草

、
み

か
ん

か
ぶ

、
大

根
、

小
松

菜
、

ね
ぎ

、
白

菜
、

里
芋

、
れ

ん
こ

ん
キ

ャ
ベ

ツ
、

小
松

菜
、

白
菜

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
、

菜
花

、
鰆

キ
ャ

ベ
ツ

、
み

つ
ば

、
い

ち
ご

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー

き
ゅ

う
り

、
ミ

ニ
ト

マ
ト

、
た

け
の

こ
、

米
抹

茶
、

て
ん

茶
、

き
ゅ

う
り

、
ミ

ニ
ト

マ
ト

、
た

け
の

こ
、

米
抹

茶
、

て
ん

茶
、

き
ゅ

う
り

、
ミ

ニ
ト

マ
ト

、
米

な
す

、
か

ぼ
ち

ゃ
、

と
う

が
ん

、
う

な
ぎ

、
米

な
す

、
と

う
が

ん
、

な
し

、
い

ち
じ

く
、

米
な

す
、

い
ち

じ
く
、

米
ね

ぎ
、

み
か

ん
、

米
ね

ぎ
、

だ
い

こ
ん

、
キ

ャ
ベ

ツ
、

き
ゅ

う
り

、
み

か
ん

、
米

だ
い

こ
ん

、
キ

ャ
ベ

ツ
、

こ
ま

つ
な

、
き

ゅ
う

り
、

ね
ぎ

、
み

か
ん

、
だ

い
こ

ん
、

キ
ャ

ベ
ツ

、
ね

ぎ
、

は
く
さ

い
、

ミ
ニ

ト
マ

ト
、

米
き

ゅ
う

り
、

ミ
ニ

ト
マ

ト
、

米

・
端

午
の

節
句

献
立

・
か

み
か

み
献

立
・
七

夕
献

立
・
お

月
見

献
立

・
冬

至
給

食
・
節

分
献

立
・
桃

の
節

句
献

立

・
入

学
進

級
お

祝
い

献
立

・
愛

知
を

食
べ

る
学

校
給

食
の

日
・
愛

知
を

食
べ

る
学

校
給

食
の

日
・
全

国
学

校
給

食
週

間
・
愛

知
を

食
べ

る
学

校
給

食
の

日
・
卒

業
お

祝
い

献
立

食
を

考
え

る
会

た
べ

も
の

教
室

食
を

考
え

る
会

た
べ

も
の

教
室

令
和

〇
年

度
 

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

②
 

 
【

〇
〇

⽴
○

○
学

校
（

学
園

）
】

学
校

行
事

学
校

組
織

進
行

管
理

計
画

策
定

等
（
県

調
査

含
）

道
徳

【
国

語
】・

前
①

②
サ

ツ
マ

イ
モ

の
そ

だ
て

方
・
前

①
②

サ
ラ

ダ
で

げ
ん

き
・
前

①
②

「
あ

り
が

と
う

」
を

つ
た

え
よ

う
前

①
②

「
ダ

イ
コ

ン
は

大
き

な
根

」
【
算

数
】
　

②
「
か

さ
」
③

重
さ

給
食

管
理

衛
生

管
理

栄
養

管
理

体
育

(保
健

領
域

・
保

健
分

野
)

生
活

家
庭

科

理
科

教 科 等

社
会

食 に 関 す る 指 導

総
合

的
な

学
習

の
時

間

学
級

活
動

他
教

科
等

・
準

備
か

ら
か

た
づ

け
ま

で
の

指
導

　
（
手

洗
い

・
食

器
の

置
き

方
・
は

し
の

持
つ

方
使

い
方

・
姿

勢
な

ど
）

・
給

食
目

標
に

沿
っ

た
指

導

家
庭

・
地

域
と

の
連

携
食

育
だ

よ
り

、
献

立
表

旬
の

食
材

地
場

産
物

の
利

用

・
献

立
を

教
材

と
し

て
活

用
し

た
指

導
（
食

品
の

種
類

や
特

徴
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

、
食

事
の

内
容

、
食

品
の

産
地

・
流

通
な

ど
）

・
教

科
等

と
関

連
し

た
指

導

食
文

化
の

伝
承

そ
の

他

献
立

作
成

の
配

慮

給 食 の 時 間

給
食

の
決

ま
り

啓
発

資
料

、
呼

び
か

け
等

個
別

的
な

相
談

指
導

委
員

会
活

動

特 別 活 動
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食に関する指導の全体計画①  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各部の食に関する指導の目標 

幼稚部 中学部 高等部 

・食べることの楽しみを知る。 

・食経験を重ね、発達段階に応じた食

事動作ができる。 

・自分の食生活を見つめ、健康な生

活や健全な食生活に何が必要かを

考える。 

・心身の健康のためには、望ましい

栄養や食事のとり方を身に付ける。 

・給食を通して食器の並べ方や話題

の選び方などの食事のマナーを身

に付けることで、人間関係形成能力

を養う。 

・規則正しい食習慣が心身の健康に

とって重要であることを理解する。 

・栄養バランスに配慮した食生活を実践しようと

する態度を養う。 

・卒業後の生活を健康的に過ごせるように、栄養

や食事のとり方などについて自ら判断できる。 

・給食を通して食事が大切なコミュニケーション

の場であるということを理解し、コミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を養う。 

・食べ物の流通に関心をもち、食に関わるさまざ

まな人たちに感謝する気持ちをもつことができ

る。 

・規則正しい食習慣を理解し、食の自己管理能力

を身に付ける。 

小学部 

・食品について関心をもち、食事の重

要性や食事の喜び、楽しさが理解でき

る。 

・心身の健康のためには、適切な食事

と運動、休養及び睡眠の必要性が理解

できる。 

・給食を通して好ましい人間関係を築

く。 

・規則正しい食習慣を身に付ける。 

実態に合った食形態、食事量を身に付け健康の保持増進を図る。 

寄宿舎 

・仲間と毎日の食事を共にしながら、規則正しい食習慣を身に付け、食事の大切さや楽しさを理解する。 

・いろいろな食材や献立を知り、体験することで、食べることに興味をもち自分で選ぶことができる。 

 
食育推進組織 

食育推進委員会(全体会）:主に教育活動に関すること  

委員 校長(委員長)、教頭、事務長、部主事、教務主任、保健部（給食担当者）、栄養教諭、自立活動主任、教育支援主任、進路指導主事、 

寄宿舎代表、養護教諭、体育科主任、家庭科主任、幼小・中・高代表者、給食調理委託業者代表（必要に応じて参加） 

食育推進委員会(給食会）:主に給食に関すること 
委員 校長、教頭、事務長、担当部主事、保健主事、給食担当主任、各部給食担当、栄養教諭、給食調理委託業者 

食に関する指導 
教科等における食に関する指導:関連する教科などにおいて食に関する指導の視点を位置付けて指導。 

                 社会・理科・生活・家庭・体育・道徳・総合的な学習の時間・自立活動・各教科等を合わせて行う指導。 

   給食の時間における食に関する指導: 

・食に関する指導：献立を通して学習、教科などで学習したことを確認。盛付図や、昼の放送の食に関する指導を活用。 

             ・給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得。 

   個別的な相談指導：継続的に変化を観察して行う、肥満個別指導(偏食指導)。食物アレルギー対応食の実施。 

地場産物の活用 

  ・ＪＡ〇〇（〇〇市・〇〇市）の食材を月に１回給食に使用。 

  ・給食食材は地域の業者で納入を行っており、できる限り愛知県産の野菜を使用。 

寄宿舎との連携 

寄宿舎掲示物の校内掲示、寄宿舎献立表の発行、高等部作業学習で作った野菜の使用、旬の野菜掲示、行事食献立、食事マナー、世界の料理献立 

家庭・地域との連携 
食育だより、保健だより、学校給食試食会（説明会）、食に関する実態表、学校保健委員会、医療的ケア会議、事業所等連絡会、指導医訪問、摂食相談会、

連絡ノート、学校評価委員会、ホームページ 

食育推進の評価 

   活動指標：給食献立調べなどの食に関する指導が継続的に実施できたか。 

   成果指標：幼児児童生徒の実態に変容があったか。給食時間における食に関する指導で興味・関心を示すことができたか。 

        食に関する実態表の活用で、在校中に継続的な摂食指導を実施できたか。 

 

入学前 

◆自宅 

◆保育所 

◆幼保連携型認

定こども園 

◆公立小学校 

◆公立中学校 

 

学校教育目標 

たくましく ゆたかに すこやかに 

幼・小・中・高の各部の独自性と一貫性を柱とし、幼児

児童生徒の一人一人の特性と能力に応じた教育をすすめ、

家庭や社会の成員として、力強く生き抜く人間を形成する。 

 

【幼児児童生徒の実態】 

・食事を楽しみにしている。 

・幼稚部、小学部低学年では口腔内

の感覚過敏による偏食傾向がみら

れる。 

・食に興味をもち、食材や給食の作

り方に興味をもつ幼児児童生徒が

いる。 

・そしゃく、えん下機能に問題のあ

る幼児児童生徒〇〇名に６種類の

調整食を提供している。 

・食物アレルギーは、乳、乳製品、

卵、エビ等の対応を行っている。 

・給食注入を行っている（〇名）。 

・肥満傾向：〇％ 

（カウプ指数 16.6 以上） 

・やせ傾向：〇％ 

（カウプ指数 14.5 未満） 

〈文部科学省〉 
・教育基本法・学校教育法・食育基本法・学校給
食法・学習指導要領・食に関する指導の手引 
〈愛知県教育委員会〉 
・愛知県の食育推進の手引 
・学校における食物アレルギーの手引 
・あいち食育いきいきプラン２０２５ 

食に関する指導の目標 

（知識・技能） 
 ・食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活に関

する知識や技能を身に付ける。 
（思考力・判断力・表現力等） 
 ・食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりでき

る能力を養う。 
（学びに向かう力・人間性等） 
・主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとする。 
・食や食文化、食料の生産等に関わる人々に対して感謝する心を育む。 
・食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 

食育の視点 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

卒業後 

◆進学 

◆就職 

◆福祉施設 

◆自宅等 

個別の移行支援

計画など卒業後

の進路先へ提出

する。 

特別支援学校例 （〇〇立○○特別支援学校） 
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い
る

食
材

に
実

際
に

触
れ

る
【
２

、
５

】
<
選

>

野
菜

の
苗

植
え

【
４

】
<
感

>
遠

足
【
２

】
<
社

>

寒
天

あ
そ

び
【
1
】
<
選

>
や

さ
い

の
し

ゅ
う

か
く
【
２

】
<
感

>
今

日
の

給
食

な
あ

に
（
通

年
）
【
４

】
<
選

>

さ
か

な
つ

り
あ

そ
び

【
1
】
<
選

>
や

さ
い

の
し

ゅ
う

か
く

【
1
】
<
感

>
夏

野
菜

の
収

穫
/
夏

野
菜

で
あ

そ
ぼ

う
【
４

】
<
感

>
ス

イ
カ

割
遊

び
【
５

】
<
選

>

い
も

ほ
り

【
1
】
<
感

>

い
も

ほ
り

【
４

】
<
感

>

特 別 活 動自
立

活
動

小 学 部

食
育

劇
「
食

ま
る

フ
ァ

イ
ブ

」
動

画
撮

影

お
や

つ
づ

く
り

【
1
】
<
選

>
調

理
実

習
【
２

】
<
選

>

育
ち

ゆ
く
体

と
わ

た
し

【
５

】

お
し

ょ
う

が
つ

の
あ

そ
び

【
1
】
<
文

>
お

も
ち

あ
そ

び
〈
文

〉
お

む
す

び
こ

ろ
り

ん
ご

っ
こ

病
気

の
予

防
【
４

】

音
楽

・
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
を

見
た

り
触

っ
た

り
匂

い
を

嗅
い

だ
り

す
る

。
・
食

材
の

名
前

を
知

る
。

・
献

立
表

の
３

つ
の

主
な

は
た

ら
き

を
見

て
給

食
の

バ
ラ

ン
ス

を
知

る
。

・
地

場
産

物
を

知
る

。

・
食

物
の

大
切

さ
を

知
る

と
と

も
に

、
給

食
に

携
わ

る
人

に
感

謝
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
望

ま
し

い
食

生
活

を
理

解
す

る
。

・
郷

土
食

、
行

事
食

を
通

し
て

食
文

化
に

つ
い

て
の

関
心

を
深

め
る

。
・
地

場
産

物
を

知
る

。
・
給

食
の

歴
史

や
意

義
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

（
給

食
週

間
）

・
地

場
産

物
を

通
し

て
地

域
の

食
料

の
生

産
、

流
通

な
ど

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

給
食

指
導

初 期 食

・
口

唇
閉

鎖
が

で
き

る
。

・
取

り
込

み
が

で
き

る
。

・
飲

み
込

む
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
介

助
さ

れ
て

コ
ッ

プ
で

飲
む

中 期 食

後 期 食

普 通 食

・
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
。

・
仲

間
と

会
話

し
な

が
ら

楽
し

く
食

べ
る

。
・
ゆ

と
り

あ
る

落
ち

着
い

た
雰

囲
気

で
食

事
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・
準

備
や

後
片

付
け

を
す

る
。

・
主

食
や

副
食

を
交

互
に

バ
ラ

ン
ス

よ
く
食

べ
る

。

・
舌

と
上

あ
ご

で
つ

ぶ
す

機
能

を
獲

得
す

る
。

・
ス

プ
ー

ン
や

フ
ォ

ー
ク

を
使

っ
て

食
べ

る
。

・
コ

ッ
プ

で
飲

む
こ

と
が

で
き

る
。

・
皿

を
支

え
て

食
べ

る
。

・
舌

の
側

方
運

動
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
奥

歯
で

す
り

つ
ぶ

す
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
ス

プ
ー

ン
や

箸
を

使
っ

て
一

人
で

食
べ

る
。

・
皿

を
支

え
て

食
べ

る
。

・
仲

間
と

給
食

を
食

べ
る

上
で

の
決

ま
り

を
覚

え
る

。

・
食

べ
る

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

る
。

　
　

・
多

く
の

食
感

や
味

覚
を

味
わ

う
。

　
・
様

々
な

に
お

い
や

味
の

食
べ

物
を

体
験

す
る

。
・
正

し
い

手
洗

い
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

。
　

　
・
食

前
、

食
後

の
挨

拶
を

き
ち

ん
と

す
る

。
・
好

き
嫌

い
な

く
食

べ
る

よ
う

に
心

が
け

る
。

　
　

・
適

量
を

知
り

、
残

さ
ず

に
食

べ
る

。
・
食

事
中

の
姿

勢
や

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

る
。

全
教

育
課

程

 
入

学
式

、
身

体
測

定
、

運
動

会
、

遠
足

、
試

食
会

　
（
４

～
７

月
）

 
修

学
旅

行
、

野
外

お
よ

び
宿

泊
学

習
、

文
化

祭
、

交
流

お
よ

び
共

同
学

習
、

進
路

施
設

見
学

　
（
９

～
1
2
月

）
　

　
　

　
　

　
　

給
食

週
間

、
給

食
あ

り
が

と
う

の
会

、
国

際
交

流
、

卒
業

式
・
修

了
式

（
１

～
３

月
）

お
し

ょ
う

が
つ

【
1
】
<
文

>
ま

め
ま

き
【
1
】
<
文

>

毎
日

の
生

活
と

健
康

【
３

】

学
級

活
動

・
給

食
が

始
ま

る
よ

　
　

　
・
は

し
名

人
に

な
ろ

う
　

　
　

・
お

や
つ

の
食

べ
方

を
考

え
よ

う
　

　
・
食

べ
物

の
大

変
身

　
　

　
　

・
生

活
リ

ズ
ム

を
調

べ
て

み
よ

う
　

　
　

　
　

・
食

事
マ

ナ
ー

・
日

本
の

食
文

化
を

伝
え

よ
う

　
　

・
よ

く
噛

ん
で

食
べ

よ
う

　
　

　
・
朝

食
の

大
切

さ
を

知
ろ

う
　

　
　

・
食

べ
物

か
ら

世
界

を
見

よ
う

　
　

　
・
食

べ
物

が
届

く
ま

で
　

　
　

・
昔

の
生

活
と

今
の

生
活

を
比

べ
て

み
よ

う

・
【
１

　
健

康
の

保
持

】
好

き
嫌

い
な

く
食

事
を

す
る

習
慣

を
身

に
付

け
る

。
 ・

手
洗

い
、

う
が

い
な

ど
衛

生
的

に
食

事
を

す
る

よ
う

心
が

け
る

。
・
【
２

　
心

理
的

な
安

定
】
食

事
を

と
り

な
が

ら
、

情
緒

の
安

定
を

図
る

。
・
【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】
集

団
の

中
で

楽
し

く
食

事
を

す
る

。
 ・

協
力

し
て

食
事

の
準

備
を

し
た

り
食

事
を

し
た

り
で

き
る

。
（
｢コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

｣に
も

含
む

）
・
【
４

　
環

境
の

把
握

】
食

事
の

道
具

、
食

器
を

う
ま

く
使

っ
て

こ
ぼ

さ
ず

上
手

に
食

事
を

す
る

。
（
「
身

体
の

動
き

」
に

も
含

む
）

・
【
５

　
身

体
の

動
き

】
摂

食
時

の
姿

勢
に

気
を

付
け

正
し

い
姿

勢
で

食
事

を
す

る
。

・
少

し
ず

つ
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
習

慣
を

身
に

付
け

る
。

（
「
健

康
の

保
持

」
に

も
含

む
）

・
【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
先

生
や

友
達

と
関

わ
り

な
が

ら
楽

し
く
食

事
を

す
る

。
・
【
２

　
心

理
的

な
安

定
】
【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】
【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
情

緒
を

安
定

さ
せ

る
方

法
を

知
っ

た
り

、
自

分
の

感
情

や
気

持
ち

を
周

囲
に

伝
え

る
手

段
を

身
に

付
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

集
団

の
中

で
食

べ
る

等
、

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
<
社

>

学
校

行
事

児
童

会

食
に

関
す

る
指

導

給 食 の 時 間

給
食

調
べ

＜
選

＞

34



表 裏

授
業

参
観

入
学

説
明

会
卒

業
式

１
年

間
を

振
り

返
っ

て

家
庭

・
地

域
・

事
業

所
等

と
の

連
携

保
健

部
進

路
指

導
部

家
庭

科

・
給

食
週

間
な

ど
で

、
食

に
携

わ
る

人
た

ち
の

仕
事

や
食

材
の

流
通

の
仕

方
を

学
習

。
・
地

域
の

人
た

ち
と

の
交

流
や

、
食

に
携

わ
る

人
た

ち
の

仕
事

を
知

る
た

め
、

校
外

学
習

で
地

域
の

農
業

協
同

組
合

を
見

学
。

（
小

学
部

）
・
学

級
園

で
収

穫
し

た
野

菜
を

活
用

し
た

調
理

実
習

。
・
地

域
(〇

〇
市

や
〇

〇
市

)の
旬

の
食

材
を

活
用

し
た

学
校

給
食

の
実

施
。

・
形

態
食

へ
の

理
解

を
図

る
た

め
の

学
校

給
食

の
保

護
者

試
食

会
（
説

明
会

）
の

開
催

。
・
食

に
関

す
る

実
態

表
の

活
用

で
、

家
庭

と
学

校
の

連
携

。
・
指

導
医

に
よ

る
医

療
的

ケ
ア

に
関

す
る

指
導

助
言

。
・
愛

知
医

療
療

育
セ

ン
タ

ー
の

看
護

師
に

よ
る

摂
食

相
談

会
の

実
施

。

給
食

の
目

標
学

校
給

食
に

つ
い

て

行
事

等
入

学
式

・
始

業
式

遠
足

・
授

業
参

観
運

動
会

宿
泊

学
習

学
校

公
開

日
個

別
懇

談
会

社
会

見
学

・
修

学
旅

行
社

会
見

学
・
遠

足
（
幼

）
文

化
祭

授
業

参
観

冬
至

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

か
ぜ

の
時

の
食

事
給

食
週

間

教
育

支
援

部
図

書
部

自
立

活
動

部

七
夕

夏
至

十
五

夜

旬
の

食
材

た
け

の
こ

、
キ

ャ
ベ

ツ
、

さ
わ

ら
、

じ
ゃ

が
い

も
、

わ
か

め

た
ま

ね
ぎ

、
じ

ゃ
が

い
も

、
さ

や
い

ん
げ

ん
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

に
ら

、
あ

じ
、

た
ま

ね
ぎ

、
じ

ゃ
が

い
も

、
さ

や
い

ん
げ

ん

え
だ

ま
め

、
と

う
が

ん
、

ズ
ッ

キ
ー

ニ
、

ト
マ

ト
、

き
ゅ

う
り

、
ピ

ー
マ

ン
、

か
ぼ

ち
ゃ

、
な

す
、

と
う

も
ろ

こ
し

、
大

葉

ト
マ

ト
、

な
す

、
大

葉
、

き
の

こ
、

さ
ん

ま
、

ピ
ー

マ
ン

い
ち

じ
く

寄
宿

舎
と

の
連

携
寄

宿
舎

献
立

表
、

高
等

部
農

芸
班

が
作

っ
た

野
菜

の
使

用
、

旬
の

野
菜

、
行

事
食

、
マ

ナ
ー

な
ど

。

き
の

こ
、

さ
と

い
も

、
か

き
、

く
り

、
さ

ば
、

さ
ん

ま
大

根
、

し
ゅ

ん
ぎ

く
、

な
ば

な

な
ば

な
、

さ
わ

ら
、

わ
け

ぎ

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

ほ
う

れ
ん

草
、

大
根

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

大
根

、
人

参
米

、
牛

乳
、

三
つ

葉
切

干
大

根

目
の

愛
護

デ
ー

敬
老

の
日

勤
労

感
謝

の
日

地
場

産
物

た
よ

り

食
中

毒
に

つ
い

て
愛

知
を

食
べ

る
学

校
給

食
の

日
に

つ
い

て
夏

休
み

の
過

ご
し

方
十

五
夜

世
界

食
糧

デ
ー

食
品

ロ
ス

月
間

個
別

の
相

談

・
食

に
関

す
る

実
態

表
を

作
成

し
、

在
籍

中
の

指
導

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
学

校
給

食
で

対
応

し
な

い
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

も
、

学
校

生
活

管
理

指
導

表
の

提
出

を
必

須
と

す
る

。
・
学

校
生

活
管

理
指

導
表

の
提

出
に

よ
り

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

食
の

対
応

を
検

討
す

る
。

・
普

通
食

の
給

食
を

食
べ

る
こ

と
が

困
難

な
幼

児
児

童
生

徒
に

対
し

、
６

形
態

の
調

整
食

・
主

食
を

実
態

に
応

じ
て

提
供

し
、

個
々

に
見

合
っ

た
形

態
の

調
整

を
実

施
す

る
。

・
肥

満
個

別
指

導
(偏

食
指

導
)を

実
施

し
て

、
継

続
的

に
変

化
を

観
察

し
指

導
を

行
う

。

米
、

牛
乳

三
つ

葉
米

、
牛

乳
三

つ
葉

米
、

牛
乳

、
な

す
米

、
牛

乳
、

な
す

、
三

つ
葉

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

な
す

、
か

ぼ
ち

ゃ

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

、
な

す
、

さ
つ

ま
い

も
、

き
く
ら

げ

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

桃
か

ぶ
、

キ
ャ

ベ
ツ

学 校 給 食 の 関 連 事 項

月
目

標

食
文

化
の

伝
承

入
学

・
進

学
祝

い
端

午
の

節
句

歯
の

衛
生

週
間

養
護

教
諭

医
ケ

ア

中
学

部
「
中

学
部

の
食

育
に

つ
い

て
」

な
す

料
理

七
夕

汁
・
冬

瓜
料

理
夏

野
菜

カ
レ

ー
十

五
夜

ゼ
リ

ー
里

芋
コ

ロ
ッ

ケ

寄
宿

舎
委

託
業

者

ほ
う

れ
ん

草
、

さ
つ

ま
い

も
、

蓮
根

、
い

わ
し

、
里

芋
、

り
ん

ご

キ
ャ

ベ
ツ

、
越

津
ね

ぎ
、

蓮
根

、
白

菜
、

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

、
か

ぶ
、

ほ
う

れ
ん

草
、

カ
リ

フ
ラ

ワ
ー

、
大

根
、

み
か

ん

キ
ャ

ベ
ツ

、
越

津
ね

ぎ
、

大
根

、
白

菜
、

小
松

菜
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
、

み
か

ん
、

ほ
う

れ
ん

草

幼
小

学
部

「
幼

小
学

部
の

食
育

に
つ

い
て

」
高

等
部

「
高

等
部

の
食

育
に

つ
い

て
」

給
食

週
間

川
柳

発
表

１
２

月
４

月
５

月
６

月
７

月
８

～
９

月

節
分

ひ
な

祭
り

卒
業

祝
い

米
、

牛
乳

、
三

つ
葉

さ
つ

ま
も

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー

さ
ん

ま
の

か
ば

焼
き

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

ゼ
リ

ー
さ

つ
ま

い
も

ご
は

ん
大

学
芋

ク
リ

ス
マ

ス
献

立
石

狩
汁

、
煮

味
噌

、
関

東
煮

正
し

い
食

べ
方

を
知

る
食

べ
物

の
働

き
を

知
る

感
謝

の
気

持
ち

を
も

っ
て

食
べ

る
食

事
の

マ
ナ

ー
を

守
る

正
月

・
七

草
・
鏡

開
き

給
食

週
間

（
郷

土
料

理
）

み
そ

カ
ツ

、
ひ

き
ず

り
煮

味
噌

、
関

東
煮

煮
味

噌
、

関
東

煮
、

い
わ

し
の

蒲
焼

、
菜

の
花

の
和

え
物

赤
飯

紅
白

ま
ん

じ
ゅ

う

勤
労

感
謝

和
食

の
日

年
間

ク
リ

ス
マ

ス
冬

至
（
か

ぼ
ち

ゃ
）

１
月

２
月

３
月

食
べ

方
の

決
ま

り
を

守
る

仲
間

と
楽

し
く
食

べ
る

身
の

回
り

の
清

潔
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
準

備
と

片
付

け
の

仕
方

を
身

に
つ

け
る

食
文

化
に

つ
い

て
関

心
を

深
め

る
食

べ
物

を
大

切
に

す
る

食
事

に
ふ

さ
わ

し
い

環
境

を
作

る

１
０

月
１

１
月

行
事

食
お

祝
い

デ
ザ

ー
ト

若
竹

汁
子

ど
も

の
日

デ
ザ

ー
ト

た
け

の
こ

料
理
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食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

②
（
中

学
部

） 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

　

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

～
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

学
校

行
事

等
入

学
式

・
始

業
式

遠
足

・
授

業
参

観
運

動
会

宿
泊

学
習

学
校

公
開

日
個

別
懇

談
会

社
会

見
学

・
修

学
旅

行
社

会
見

学
文

化
祭

授
業

参
観

授
業

参
観

入
学

説
明

会
卒

業
式

推
進

体
制

進
行

管
理

委
員

会

評
価

実
施

評
価

結
果

の
分

析
計

画
案

作
成

委
員

会

計
画

策
定

計
画

策
定

委
員

会

・
健

康
を

支
え

る
環

境
づ

く
り

　
　

　
・
障

害
を

通
じ

る
健

康
・
が

ん
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
現

代
社

会
と

健
康

委
員

会
委

員
会

教
育

課
程

教
育

課
程

A
（
中

学
校

の
当

該
学

年
、

あ
る

い
は

下
学

年
の

各
教

科
な

ど
に

加
え

自
立

活
動

の
指

導
を

行
う

教
育

課
程

）

中 学 部

教 科 ・ 道 徳 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間

家
庭

科
食

事
の

役
割

栄
養

素
の

種
類

と
働

き
中

学
生

に
必

要
な

栄
養

食
品

に
含

ま
れ

る
栄

養
素

よ
り

よ
い

食
生

活
を

め
ざ

し
て

保
健

体
育

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
生

鮮
食

品
と

加
工

食
品

食
品

の
選

択
と

購
入

食
品

の
保

存
と

食
中

毒
日

常
食

の
調

理
地

域
の

食
材

を
生

か
し

た
調

理

他
教

科
花

曇
り

の
向

こ
う

【
１

国
】

握
手

【
３

国
】

大
根

は
大

き
な

根
【
1
国

】
言

葉
を

集
め

よ
う

【
1
国

】
学

校
の

文
化

祭
【
1
英

】
盆

土
産

【
2
国

】

自
然

物
の

デ
ザ

イ
ン

【
1
美

】
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
へ

【
3
音

】
故

郷
【
3
国

】
新

聞
の

社
説

を
比

較
し

て
読

も
う

【
3
国

】
「
六

段
の

調
べ

」
【
1
音

】
組

曲
「
展

覧
会

の
絵

」
か

ら
【
２

音
】

道
徳

中 学 部

教
育

課
程

B
（
身

体
障

害
や

知
的

な
発

達
の

遅
れ

に
応

じ
て

、
日

常
生

活
や

社
会

生
活

に
必

要
な

学
習

を
取

り
入

れ
て

指
導

を
行

う
教

育
課

程
）

各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導

日
常

生
活

の
指

導

給
食

調
べ

（
３

年
）

給
食

調
べ

（
2
年

）

給
食

調
べ

（
1
年

）

「
伝

え
た

い
味

」
（
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
郷

土
を

愛
す

る
態

度
）
　

【
１

年
】

各 教 科

体
育

生
活

単
元

学
習

野
菜

を
育

て
よ

う

畑
の

仕
事

春
の

自
然

種
を

ま
こ

う
文

化
祭

「
日

本
の

料
理

」
（
２

年
)

給
食

週
間

に
向

け
て

国
際

交
流

に
向

け
て

「
愛

知
の

食
事

」
に

つ
い

て
い

く
つ

か
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
調

べ
た

り
、

模
型

を
作

っ
た

り
す

る

特
別

な
教

科
で

あ
る

道
徳

他
教

科
植

物
の

成
長

【
Ｂ

１
理

科
】

【
社

会
(地

理
)】

愛
知

県
の

地
域

構
成

（
名

産
品

）

【
社

会
（
地

理
）
】

日
本

の
す

が
た

（
日

本
の

食
料

生
産

）

給
食

週
間

（
３

年
）

感
謝

の
気

持
ち

（
２

年
）

食
に

感
謝

し
て

食
べ

よ
う

（
１

年
）

健
康

な
生

活
と

疾
病

の
予

防
【
1
・
２

・
３

年
】

愛
知

県
の

食
べ

物
（
B

2
)

愛
知

県
の

工
場

で
作

っ
て

い
る

食
べ

物
調

べ

総
合

【
〇

〇
立
○

○
特
別

支
援
学
校

】
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＊
１

…
給

食
指

導
の

形
態

食
の

段
階

は
、

愛
知

県
学

校
給

食
の

管
理

と
指

導
の

食
形

態
段

階
表

、
摂

食
機

能
の

発
達

段
階

に
準

ず
る

給 食 の 時 間

給
食

指
導

初 期 食

・
口

唇
閉

鎖
が

で
き

る
。

・
取

り
込

み
が

で
き

る
。

・
飲

み
込

む
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
介

助
さ

れ
て

コ
ッ

プ
で

飲
む

中 期 食

・
舌

と
上

あ
ご

で
つ

ぶ
す

機
能

を
獲

得
す

る
。

・
ス

プ
ー

ン
や

フ
ォ

ー
ク

を
使

っ
て

食
べ

る
。

・
コ

ッ
プ

で
飲

む
こ

と
が

で
き

る
。

・
皿

を
支

え
て

食
べ

る
。

後 期 食

・
舌

の
側

方
運

動
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
奥

歯
で

す
り

つ
ぶ

す
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
ス

プ
ー

ン
や

箸
を

使
っ

て
一

人
で

食
べ

る
。

・
皿

を
支

え
て

食
べ

る
。

・
仲

間
と

給
食

を
食

べ
る

上
で

の
決

ま
り

を
覚

え
る

。

普 通 食

・
食

べ
る

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

る
。

　
　

・
多

く
の

食
感

や
味

覚
を

味
わ

う
。

　
・
さ

ま
ざ

ま
な

に
お

い
や

味
の

食
べ

物
を

体
験

す
る

。
・
正

し
い

手
洗

い
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

。
　

　
・
食

前
、

食
後

の
挨

拶
を

き
ち

ん
と

す
る

。
・
好

き
嫌

い
な

く
食

べ
る

よ
う

に
心

が
け

る
。

　
　

・
適

量
を

知
り

、
残

さ
ず

に
食

べ
る

。
・
食

事
中

の
姿

勢
や

マ
ナ

ー
を

身
に

付
け

る
。

食
に

関
す

る
指

導

・
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
を

見
た

り
触

っ
た

り
匂

い
を

嗅
い

だ
り

す
る

。
・
食

材
の

名
前

を
知

る
。

・
献

立
表

の
３

つ
の

主
な

は
た

ら
き

を
見

て
給

食
の

バ
ラ

ン
ス

を
知

る
。

・
地

場
産

物
を

知
る

。

・
食

物
の

大
切

さ
を

知
る

と
と

も
に

、
給

食
に

携
わ

る
人

に
感

謝
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
望

ま
し

い
食

生
活

を
理

解
す

る
。

・
郷

土
食

、
行

事
食

を
通

し
て

食
文

化
に

つ
い

て
の

関
心

を
深

め
る

。
・
地

場
産

物
を

知
る

。
・
給

食
の

歴
史

や
意

義
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

（
給

食
週

間
）

・
地

場
産

物
を

通
し

て
地

域
の

食
料

の
生

産
、

流
通

な
ど

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

・
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
。

・
仲

間
と

会
話

し
な

が
ら

楽
し

く
食

べ
る

。
・
ゆ

と
り

あ
る

落
ち

着
い

た
雰

囲
気

で
食

事
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・
準

備
や

後
片

付
け

を
す

る
。

・
主

食
や

副
食

を
交

互
に

バ
ラ

ン
ス

よ
く
食

べ
る

。

中 学 部

教
育

課
程

C
（
重

度
の

身
体

障
害

や
知

的
な

発
達

の
遅

れ
に

応
じ

て
、

自
立

活
動

を
主

と
し

て
行

う
教

育
課

程
）

各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導

日
常

生
活

の
指

導

献
立

調
べ

（
１

・
２

・
３

年
）

し
ょ

う
が

の
収

穫
（
３

年
）

給
食

週
間

に
向

け
て

（
１

・
２

年
）

畑
の

手
入

れ
（
３

年
）

国
際

交
流

に
向

け
て

（
１

・
２

年
）

生
活

単
元

学
習

野
菜

を
育

て
よ

う
（
３

年
）

畑
の

仕
事

（
２

年
）

野
菜

を
育

て
よ

う
（
１

年
）

帰
れ

ソ
レ

ン
ト

へ
【
3
音

】
　

し
ょ

う
が

の
植

え
付

け
（
３

年
）

野
菜

を
育

て
よ

う
（
１

年
）

畑
の

手
入

れ
（
３

年
）

野
菜

の
収

穫
（
１

年
）

野
菜

の
収

穫
（
１

年
）

音
楽

体
育

健
康

な
生

活
と

疾
病

の
予

防
【
1
・
２

・
３

年
】

　
「
六

段
の

調
べ

」
【
1
音

】
組

曲
「
展

覧
会

の
絵

」
か

ら
【
２

音
】

入
学

式
、

身
体

測
定

、
運

動
会

、
遠

足
、

試
食

会
、

修
学

旅
行

、
野

外
お

よ
び

宿
泊

学
習

（
前

期
）

文
化

祭
、

交
流

お
よ

び
共

同
学

習
、

進
路

施
設

見
学

、
給

食
週

間
、

給
食

あ
り

が
と

う
の

会
、

国
際

交
流

、
卒

業
式

・
修

了
式

（
後

期
）

全
教

育
課

程

自
立

活
動

・
【
１

　
健

康
の

保
持

】
好

き
嫌

い
な

く
食

事
を

す
る

習
慣

を
身

に
付

け
る

。
 ・

手
洗

い
、

う
が

い
な

ど
衛

生
的

に
食

事
を

す
る

よ
う

心
が

け
る

。
・
【
２

　
心

理
的

な
安

定
】
食

事
を

と
り

な
が

ら
、

情
緒

の
安

定
を

図
る

。
・
【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】
集

団
の

中
で

楽
し

く
食

事
を

す
る

。
 ・

協
力

し
て

食
事

の
準

備
を

し
た

り
食

事
を

し
た

り
で

き
る

。
（
｢コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

｣に
も

含
む

）
・
【
４

　
環

境
の

把
握

】
食

事
の

道
具

、
食

器
を

う
ま

く
使

っ
て

こ
ぼ

さ
ず

上
手

に
食

事
を

す
る

。
（
「
身

体
の

動
き

」
に

も
含

む
）

・
【
５

　
身

体
の

動
き

】
摂

食
時

の
姿

勢
に

気
を

付
け

正
し

い
姿

勢
で

食
事

を
す

る
。

・
少

し
ず

つ
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
習

慣
を

身
に

付
け

る
。

（
「
健

康
の

保
持

」
に

も
含

む
）

・
【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
先

生
や

友
達

と
関

わ
り

な
が

ら
楽

し
く
食

事
を

す
る

。
・
【
２

　
心

理
的

な
安

定
】
【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】
【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】
情

緒
を

安
定

さ
せ

る
方

法
を

知
っ

た
り

、
自

分
の

感
情

や
気

持
ち

を
周

囲
に

伝
え

る
手

段
を

身
に

付
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

集
団

の
中

で
食

べ
る

等
、

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

中 学 部

特 別 活 動

学
級

活
動

・
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
よ

う
・
食

の
自

己
管

理
能

力
を

身
に

付
け

よ
う

・
日

本
の

文
化

を
知

り
、

日
本

の
食

文
化

を
大

切
に

し
よ

う

生
徒

会
片

付
け

点
検

確
認

・
呼

び
か

け
・
身

支
度

チ
ェ

ッ
ク

学
校

行
事
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わ
た

し
た

ち
の

食
生

活
<重

>
 <

健
>

わ
た

し
た

ち
の

食
生

活
<健

>
 <

文
>

食
事

の
計

画
と

調
理

（調
理

実
習

）
<重

>
 <

選
>

食
品

の
選

択
と

調
理

（栄
養

素
）

<健
>
 <

選
>

食
品

の
選

択
と

調
理

（食
品

の
性

質
）

<健
>
 <

選
>

食
品

の
選

択
と

調
理

（食
品

の
保

存
）<

選
>

食
事

の
計

画
と

調
理

（調
理

実
習

）
<重

>
 <

選
>

食
生

活
と

栄
養

<健
>
 <

選
>

食
生

活
と

栄
養

<健
>
 <

選
>

食
事

の
計

画
と

調
理

（調
理

実
習

）
<重

>
 <

選
>

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て

高 等 部

教 科 ・ 道 徳 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間

人
と

食
物

の
か

か
わ

り
（食

文
化

）
<文

>

私
た

ち
の

食
生

活
（
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

、
食

卓
の

課
題

）
<重

><
健

>

他
教

科

食
事

の
計

画
と

調
理

（
食

に
関

す
る

調
べ

学
習

）

<重
><

健
><

文
>

教
育

課
程

B
（身

体
障

害
や

知
的

な
発

達
の

遅
れ

に
応

じ
て

、
日

常
生

活
や

社
会

生
活

に
必

要
な

学
習

を
取

り
入

れ
て

指
導

を
行

う
教

育
課

程
）

各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導

日
常

生
活

の
指

導

朝
の

会
給

食
調

べ
年

間

特
別

活
動

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
食

事
(修

学
旅

行
)

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て

生
活

単
元

学
習

お
米

を
育

て
よ

う
季

節
の

野
菜

を
育

て
よ

う

　
　

食
の

安
全

と
環

境
 <

健
>
 <

選
>
 <

感
>
 <

社
>

体
育

栄
養

（食
事

）
と

健
康

（年
間

通
じ

て
）

私
た

ち
の

食
生

活
<健

>
食

事
の

計
画

と
調

理
（調

理
実

習
）

<重
>
 <

選
>

ホ
ー

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
栄

養
と

食
品

の
か

か
わ

り
　

　
（栄

養
素

）<
選

><
健

>

栄
養

と
食

品
の

か
か

わ
り

食
品

の
選

び
方

と
安

全
　

　
（表

示
と

保
存

）
  
  
 <

選
><

健
>

食
品

の
選

び
方

と
安

全
　

　
（衛

生
と

安
全

）
  
  
  
  

<選
><

健
>

食
事

の
計

画
と

調
理

（食
事

摂
取

基
準

）
（食

品
群

別
摂

取
量

）
 <

選
>

食
事

の
計

画
と

調
理

（献
立

、
調

理
実

習
）

<重
><

選
>

家
庭

科

教
育

課
程

教
育

課
程

A
（高

等
学

校
の

当
該

学
年

、
あ

る
い

は
下

学
年

の
各

教
科

な
ど

に
加

え
自

立
活

動
の

指
導

を
行

う
教

育
課

程
）

委
員

会

計
画

策
定

計
画

策
定

委
員

会
委

員
会

委
員

会

授
業

参
観

・個
別

懇
談

入
学

説
明

会
卒

業
式

推
進

体
制

進
行

管
理

委
員

会

評
価

実
施

評
価

結
果

の
分

析
計

画
案

作
成

学
校

行
事

等
入

学
式

・始
業

式
遠

足
・授

業
参

観
個

別
懇

談
運

動
会

宿
泊

学
習

学
校

公
開

日
個

別
懇

談
会

(高
2の

み
)

社
会

見
学

・授
業

参
観

個
別

懇
談

・修
学

旅
行

文
化

祭
授

業
参

観

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

②
（
高

等
部

）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

～
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

他
教

科

各 教 科

高 等 部

特
別

活
動

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
食

事
(修

学
旅

行
)

作
業

学
習

農
芸

班
季

節
の

野
菜

の
収

穫
・販

売

保
健

体
育

栄
養

（食
事

）
と

健
康

（年
間

通
じ

て
）

【
〇

〇
立
○
○

特
別
支

援
学
校

】
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＊
１

…
<
 >

内
は

、
食

育
の

視
点

の
内

容
を

示
す

。
 <

重
>
食

事
の

重
要

性
  
<
健

>
心

身
の

健
康

  
<
選

>
食

品
を

選
択

す
る

能
力

  
<
感

>
感

謝
す

る
心

  
<
社

>
社

会
性

  
<
文

>
食

文
化

　
　

　
　

＊
２

…
給

食
指

導
の

形
態

食
の

段
階

は
、

愛
知

県
学

校
給

食
の

管
理

と
指

導
の

食
形

態
段

階
表

、
摂

食
機

能
の

発
達

段
階

に
準

ず
る

給 食 の 時 間

給
食

指
導

初 期 食

・口
唇

閉
鎖

が
で

き
る

。
・取

り
込

み
が

で
き

る
。

・飲
み

込
む

機
能

を
獲

得
す

る
。

・介
助

さ
れ

て
コ

ッ
プ

で
飲

む

中 期 食

・舌
と

上
あ

ご
で

つ
ぶ

す
機

能
を

獲
得

す
る

。
・
ス

プ
ー

ン
や

フ
ォ

ー
ク

を
使

っ
て

食
べ

る
。

・
コ

ッ
プ

で
飲

む
こ

と
が

で
き

る
。

・皿
を

支
え

て
食

べ
る

。

後 期 食

・舌
の

側
方

運
動

機
能

を
獲

得
す

る
。

・奥
歯

で
す

り
つ

ぶ
す

機
能

を
獲

得
す

る
。

・
ス

プ
ー

ン
や

箸
を

使
っ

て
一

人
で

食
べ

る
。

・皿
を

支
え

て
食

べ
る

。
・仲

間
と

給
食

を
食

べ
る

上
で

の
決

ま
り

を
覚

え
る

。

普 通 食

自
立

活
動

・【
１

　
健

康
の

保
持

】好
き

嫌
い

な
く
食

事
を

す
る

習
慣

を
身

に
付

け
る

。
 ・

手
洗

い
、

う
が

い
な

ど
衛

生
的

に
食

事
を

す
る

よ
う

心
が

け
る

。
・【

２
　

心
理

的
な

安
定

】食
事

を
取

り
な

が
ら

、
情

緒
の

安
定

を
図

る
。

・【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】集
団

の
中

で
楽

し
く
食

事
を

す
る

。
 ・

協
力

し
て

食
事

の
準

備
を

し
た

り
食

事
を

し
た

り
で

き
る

。
（
｢コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

｣に
も

含
む

）
・【

４
　

環
境

の
把

握
】食

事
の

道
具

、
食

器
を

う
ま

く
使

っ
て

こ
ぼ

さ
ず

上
手

に
食

事
を

す
る

。
（「

身
体

の
動

き
」
に

も
含

む
）

・【
５

　
身

体
の

動
き

】摂
食

時
の

姿
勢

に
気

を
付

け
正

し
い

姿
勢

で
食

事
を

す
る

。
・少

し
ず

つ
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
習

慣
を

身
に

付
け

る
。

（「
健

康
の

保
持

」
に

も
含

む
）

・【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】先
生

や
友

達
と

関
わ

り
な

が
ら

楽
し

く
食

事
を

す
る

。
・【

２
　

心
理

的
な

安
定

】【
３

　
人

間
関

係
の

形
成

】【
６

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】情
緒

を
安

定
さ

せ
る

方
法

を
知

っ
た

り
、

自
分

の
感

情
や

気
持

ち
を

周
囲

に
伝

え
る

手
段

を
身

に
付

け
た

り
す

る
こ

と
で

、
集

団
の

中
で

食
べ

る
等

、
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

<社
>

高 等 部

特 別 活 動

学
級

活
動

・
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
よ

う
　

　
　

・
食

の
自

己
管

理
能

力
を

身
に

付
け

よ
う

　
　

　
　

　
・
日

本
文

化
を

知
り

、
日

本
の

食
文

化
を

大
切

に
し

よ
う

。

生
徒

会

・片
付

け
点

検
確

認

学
校

行
事

 
入

学
式

、
身

体
測

定
、

運
動

会
、

遠
足

、
試

食
会

　
（
４

～
７

月
）

 
修

学
旅

行
、

野
外

お
よ

び
宿

泊
学

習
、

文
化

祭
、

交
流

お
よ

び
共

同
学

習
、

進
路

施
設

見
学

　
（
９

～
12

月
）
　

　
　

　
　

　
　

給
食

週
間

、
給

食
あ

り
が

と
う

の
会

、
国

際
交

流
、

卒
業

式
・修

了
式

（
１

～
３

月
）

・
よ

く
噛

ん
で

食
べ

る
・仲

間
と

会
話

し
な

が
ら

楽
し

く
食

べ
る

。
・
ゆ

と
り

あ
る

落
ち

着
い

た
雰

囲
気

で
食

事
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・準

備
や

後
片

付
け

を
す

る
。

・主
食

や
副

食
を

交
互

に
バ

ラ
ン

ス
よ

く
食

べ
る

。

・食
べ

る
こ

と
に

喜
び

を
感

じ
る

。
　

　
・多

く
の

食
感

や
味

覚
を

味
わ

う
。

　
・
さ

ま
ざ

ま
な

に
お

い
や

味
の

食
べ

物
を

体
験

す
る

。
・正

し
い

手
洗

い
の

仕
方

を
身

に
付

け
る

。
　

　
・食

前
、

食
後

の
挨

拶
を

き
ち

ん
と

す
る

。
・好

き
嫌

い
な

く
食

べ
る

よ
う

に
心

が
け

る
。

　
　

・適
量

を
知

り
、

残
さ

ず
に

食
べ

る
。

・食
事

中
の

姿
勢

や
マ

ナ
ー

を
身

に
付

け
る

。

食
に

関
す

る
指

導

・
い

ろ
い

ろ
な

食
べ

物
を

見
た

り
触

っ
た

り
匂

い
を

嗅
い

だ
り

す
る

。
・食

材
の

名
前

を
知

る
。

・献
立

表
の

３
つ

の
主

な
は

た
ら

き
を

見
て

給
食

の
バ

ラ
ン

ス
を

知
る

。
・地

場
産

物
を

知
る

。

・食
物

の
大

切
さ

を
知

る
と

と
も

に
、

給
食

に
携

わ
る

人
に

感
謝

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・望

ま
し

い
食

生
活

を
理

解
す

る
。

・郷
土

食
、

行
事

食
を

通
し

て
食

文
化

に
つ

い
て

の
関

心
を

深
め

る
。

・地
場

産
物

を
知

る
。

・給
食

の
歴

史
や

意
義

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
（給

食
週

間
）

・地
場

産
物

を
通

し
て

地
域

の
食

料
の

生
産

、
流

通
な

ど
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

全
教

育
課

程

他
教

科

　
季

節
の

野
菜

を
感

じ
よ

う 　
　

　
　

　
　

自
活

ト
マ

ト
、

ナ
ス

、
ピ

ー
マ

ン
、

大
根

、
カ

ブ
の

収
穫

高 等 部

教
育

課
程

C
（重

度
の

身
体

障
害

や
知

的
な

発
達

の
遅

れ
に

応
じ

て
、

自
立

活
動

を
主

と
し

て
行

う
教

育
課

程
）

各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導

日
常

生
活

の
指

導

　
　

　
　

　
　

朝
の

会
　

　
　

　
　

給
食

調
べ

食
事

前
指

導
(R

3
よ

り
開

始
)

手
洗

い
な

ど
衛

生
管

理
指

導
含

む

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て

総
合

給
食

週
間

に
向

け
て
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５ 各教科等における実践例について 

（１）実践例を作成するにあたっての留意事項 

・学習指導要領に対応して、三つの資質・能力のいずれかを育てる実践例としました。 

  ・三つの資質・能力と食育の六つの視点との対応については、15 ページの【食に関す

る指導の目標（食育の視点が含まれている）】をもとに、実践例を示しました。 

・小学校、中学校だけでなく、特別支援学級や特別支援学校の指導案も作成しました。 

  ・望ましい食習慣を身に付けるため、できる限り食生活の改善を意識した指導案とし

ました。 

  ・できる限りＩＣＴを取り入れた指導案となるようにしました。 

  ・給食の時間の指導と組み合わせた指導案としました。 

  ・略語として、「知識・技能」については、「知・技」、「思考力・判断力・表現力等」に

ついては、「思・判・表」、「学びに向かう力・人間性等」については、「学向・人間

性」としました。 

   また、「学びに向かう力・人間性等」の評価である「主体的に学習に取り組む態度」

については、「主体的学習態度」としました。 

（２）学習指導案の作成ルール 

   学習指導案は、以下のように「育てたい三つの資質・能力」や「本時に関連する食

に関する指導の学習計画」「教科等との関連」を明記するなど、さまざまな工夫を加え

ました。 

   

 

 

 

● 単元名 題材名 

三つの資質・能力 食育の六つの視点 実践例 

知識・技能 
食事の重要性 

小学校第２学年生活科 

特別支援学校高等部教育課程Ｂ家庭科 

食文化 中学校第２学年技術・家庭科 

思考力・判断力・表現力等 

食品を選択する能力 小学校特別支援学級第３学年学級活動 

心身の健康 
小学校第６学年体育科 

中学校第１学年保健体育科 

学びに向かう力・人間性等 
感謝の心 小学校第５学年学級活動 

社会性 中学校第３学年学級活動 

校種 学年 教科・領域名 

育てたい三つの資質・能力を高める実践例 
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● 本時の目標 

 ● 食育の視点 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全時間数） 

  ● 教科等との関連：本時の指導と関連している他学年の学習内容を示しました。 

  ● 本時の展開：授業は担任と栄養教諭等が連携して指導に当たることを前提に、Ｔ

Ｔ形式で示しました。 

  ● 資料：指導案で活用しているワークシートや資料等を添付しました。また、ワー

クシートには、答えがあれば赤で示しました。 

  ● 給食の時間の指導：本時の展開と組み合わせて、より効果的な指導を行うために、

事前か事後かに関連した指導を行うことにしました。 

（３）各教科における実践例の概要 

①  知識・技能を高める実践例 

ア  小学校 第２学年 生活科 （食事の重要性） 

 「大きくそだてわたしの野さい」 

野菜の種類、よさを理解するために、給食で食べている野菜をクイズ形式で確

認したり、夏野菜のよさを野菜の働きカードを使って学んだりします。そして、

自分が育てる野菜を決めていきます。 

イ 特別支援学校 高等部教育課程Ｂ 家庭科 （食事の重要性） 

 「必要な栄養素を満たす食事」 

緑黄色野菜１日分の摂取量の目安 100ｇを手ばかりで何度も確認する作業を通

して、普段の生活の中で手ばかりが使えるように促します。 

本時の指導と関連した教科の指導等を「本時に関連する食に関する指導の学習計画」

の中で明記するようにしました。 

 

【教科・領域名、時間数】「単元名」 

☆ 食育の視点 

 ・ 学習内容 

※ 概要が分かる程度に記載 

【教科・領域名、時間数】「単元名」 

☆ 食育の視点 

 ・ 学習内容 

※ 概要が分かる程度に記載 

掲載している指導案：ゴシック文字で二重枠としました。 
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ウ 中学校 第２学年 技術・家庭科 （食文化）  

「地域の食文化」 

家庭で食べられる行事食や郷土料理を調べ、そのよさを理解します。そしてそ

の知識を基に行事食や郷土料理を広め、伝える方法を考えます。 

② 思考力・判断力・表現力等を高める実践例 

ア 小学校 特別支援学級 第３学年 学級活動 （食品を選択する能力） 

  「げんきにおおきくなるたべかたをかんがえよう」 

絵本「はらぺこあおむし」（エリック・カール作）を使い、青虫が何でも食べ

て大きくなり美しい蝶になったように、人間も好き嫌いなく食べることが大切で

あることを学び、毎日の給食の食べ方に活かします。 

イ 小学校 第６学年 体育科 （心身の健康） 

 「病気の予防について考えよう」 

生活習慣病と関係が深いとされるＳ（ｓaｌｔ）Ｏ（ｏｉｌ）Ｓ（ｓｕｇａ

ｒ）について、普段の食生活でどんなことに気を付けるのかグループで考えま

す。それを基に自分の生活を見直します。 

ウ 中学校 第１学年 保健体育科 （心身の健康） 

  「健康な生活と病気の予防」 

食事バランスガイドを使い、自分の食事の栄養素と量のバランスを調べます。 

それを基に、健康を維持するため、自分の食生活の課題を見つけ、改善策を考え

ます。 

③ 学びに向かう力・人間性等を高める実践例 

ア  小学校 第５学年 学級活動 （感謝の心） 

 「食べ物を大切にしよう」 

食品ロスが発生している現状を把握し、食品ロスを減らすために家庭でできる

ことや学校でできることを話し合います。そして自分が取り組めることを考え、

今後の生活での実践につなげます。 

イ 中学校 第３学年 学級活動 （社会性） 

 「どうすれば、みんなに優しい食生活ができるだろう」 

世界の国々の食糧分配状況は、飽食と飢餓が混在している現状であることを知

り、飽食の中で暮らす我々は、自分の生活の中で何ができるか考え、実践につな

げます。 
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（４）知識・技能を高める実践例    小学校 第２学年 生活科 

 

● 単元名  大きくそだてわたしの野さい 

● 本時の目標 

・   自分たちの身の回りにはいろいろな野菜があることを知り、育てたい野菜を選ぶことができ

る。（知・技） 

● 食育の視点 

 ・  野菜の名前や働きを知ることで、野菜を食べることが大切であることを理解する。 

（食事の重要性） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全 13 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

● 教科等との関連   「ひとつぶのたねから」 （生活科１年） 

「どれくらい育ったかな」 （理科３年） 

【道徳 1 時間】     

「いただきます」 

☆ 命を食べて生きているこ 

とについて理解する。（感謝 

の心） 

・  生きているもの全てに命 

があることに気付く。 

 ・  感謝の気持ちをもって、 

食事をしようとする。 

【生活科 12 時間】 

「大きくそだてわたしの野さい」 

 

「そだてたい野さいを選ぼう」（本時） 

☆ 野菜の名前や働きを知ることで、野菜を食べる

ことが大切であることを理解する。（食事の重要

性） 

・  「オリジナルベジタルずかん」をもとに、育てたい

野菜を見つける。 

 

・  自 分 が 育 て た い 野 菜 の 育 て 方 に つ い て 調 

 べ 、 栽 培 へ の 意 欲 を 高 め る 。 （ ２ 時 間 ） 

・ 夏の水やりや、病害虫から野菜を守り、栽培 

す る こ と で 、 成 長 の 様 子 に 気 付 き 、 収 穫 の 達 

成感を味わう。（６時間） 

・  育てた野さいの成長について振り返り、気付い 

たことをまとめる。（３時間） 

 

【給食の時間】「野さいのパワーを知ろう」 

☆ 野菜には病気に負けない体を作ったり、元気にしたりする働きがあることを知り、給食

で野菜を食べることの大切さを理解する。（食事の重要性） 

【家庭学習】「オリジナルベジタブルずかん」作り 

・ 「オリジナルベジタブルずかん」作りを通して、さまざまな野菜があることを知る。 

43



 
 

● 本時の展開 

学 習 活 動 
時 

間 

指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 
資 料 等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１ これまでの栽培経験

を思い出し、本時の学

習のめあてをつかむ。 

３ 

分 

〇 １年生の授業や

家庭で育てたこと

のある花や野菜を

思い出させる。 

 

 

 

 

 

２ 育てたい野菜を選ぶ。 

(1) 給食で食べている野

菜をクイズ形式で確認

する。（個人） 

(2)「オリジナルベジタル

ずかん」をもとに育て

たい野菜を見つける。

（班活動） 

 

 

３ 自分が育てる野菜を

一つ決める。 

(1) 野菜を選んだ理由 

を書く。（個人） 

 

(2) 野菜を選んだ理由を

友達に紹介する。 

（班活動） 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

分 

 

 

 

 

〇 事前に作成した

「オリジナルベジ

タブルずかん」を

見せ合い、育てた

い野菜を見つけさ

せる。  

〇  栽培への意欲を

高めるため、野菜

を選んだ理由を書

かせる。 

 

○ 好きか嫌いかと

いうことも理由と

して紹介できるこ

とを伝える。 

 

 

 

〇  給食によく出る

夏野菜の花と実の

写真を使いクイズ

形式で確認する。 

〇 タブレットや紙 

面で夏野菜の一覧 

表を提示する。 

〇 収穫時期が夏の

ものを選ぶよう補

足する。 

〇 給食の時間に紹 

介した、野菜のパ

ワーに触れ、収穫

した野菜を食べる

姿を想像させる。 

○ 机間指導で困っ 

ている児童を支援

する。 

ワークシー

ト 

【資料１】 

給食の写真

野菜の写真 

「オリジナ

ルベジタブ

ルずかん」 

【資料２】 

夏野菜の一

覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の活動を知る。 ２ 

分 

〇  班で発表した様

子をタブレットで

撮影し、給食の時

間等に映し、クラ

ス全員で共有する

ことを伝える。 

  

● 本時の評価 

・  「オリジナルベジタブルずかん」を使い、野菜の名前や働きを知り、育てたい野菜を選ぶこと

ができたか。（知・技） 

そだてたい 野さいを えらぼう 

☆ 野菜の名前や働きを知り、育てたい野

菜を選ぶことができたか。（ワークシート） 
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そだてたい 野さいを えらぼう 

 ２ねん くみ  ばん なまえ 
 

１．野さいクイズにチャレンジしましょう。 

 

①             ②           ③            ④  

 

    

 

 

２．これからそだてる野さいをえらんだりゆうを書きましょう。 

◎わたしがそだてる野さいは、              です。 

＜えらんだ りゆう＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

トマト 

 

例 

・トマトをたくさん食べて、びょうきにまけないつよい体をつ

くりたいから。 

 

・トマトがにが手だけど、じぶんでそだてたら食べられるよう

になるかもしれないから。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピーマン トマト 
きゅうり 

なす 

資料１ 
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レベル① しらべた野さいのなまえと絵を書こう！ 

 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

 

にんじん 

 

 

 

 

アスパラガス 

 

 

 

 

たけのこ 

 

 

 

 

ごぼう 

 

 

 

 

ゴーヤ 

 

 

 

 

なす 

 

 

 

 

トマト 

 

 

 

 

きゅうり 

 

 

 

 

ピーマン 

 

 

 

 

ねぎ 

 

 

 

 

だいこん 

 

 

 

 

れんこん 

 

 

 

 

ほうれんそう 

 

 

 

 

ブロッコリー 

 

レベル② ①でしらべた野さいについて気づいたことを書こう！ 

・サラダでよく食べ

る。 

・おこのみやきでた

くさんつかう。 

・オレンジ色がきれ

い。 

・給食にまいにち入

っている。 

・ほそながい。 

・とげとげが、たくさ

んついてる。 

 

・皮がついているの

を 、 は じ め て し っ

た。 

・ちゅうかりょうりに

あう。 

・ほそながい。 

・土の中でそだてる

からなのか、土のあ

じがする。 

・ゴツゴツしている。 

・食べるとにがい。 

・見た目は、むらさ

き色。でも中は、白

い。 

・ちょっとすっぱか

った。 

・赤、黄色とカラフ

ルだった。 

・そのままかじると、

ポリポリ音がする。 

・にがいからにがて

です。 

・オムライスに入っ

ていた。 

・みそしるによく入

っている。 

・においをけすパワ

ーがある。 

・だいこんおろしを

つくったら、からか

った。 

・あながあいている

から、めがねみた

い。ふゆの野さい。 

 

・ねっこがあかい。 

・よくおべんとうに入

っている。 

・いつも食べている

のは、花だとはじめ

てしった。 

 

 

 

オリジナルベジタブルずかん 
No.1 

💮おめでとう💮 これできみも、野さいはかせだ！ 

２ねん〇くみ〇ばん 〇〇〇〇 

資料２ 
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レベル③ しらべた野さいのなまえと絵を書こう！ 

   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

レベル④ ③でしらべた野さいについて書こう！ 

   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

  

 

野さいはかせ ～しゅぎょうのたびへん

No.２ 

💮おめでとう💮 しゅぎょうのたびは、まだまだつづく！
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● 事前指導として実施 

小学校 第２学年 生活科と連携した給食の時間の指導 

 
● 題材名  野さいのパワーを知ろう 
● 本時の目標 
 ・  野菜の名前や働きを知り、野菜を食べると体が元気になることが分かる。（知・技） 

● 食育の視点 

 ・  野菜には病気に負けない体を作ったり、元気にしたりする働きがあることを知り、給食で野菜

を食べることの大切さを理解する。（食事の重要性）  

● 本時の展開 

学 習 活 動 
時 

間 
指 導 上 の 留 意 点  支 援 （ 〇 ） ・ 評 価 （ ☆ ） 資 料 等 

１ 本時の学習のめあ 
てをつかむ。 

 
 

３ 
分 

〇 今日の給食に使われている野菜の花の写
真クイズをし、どの料理に入っているか確認
させる。 

 
 

野 菜 の 花 の
写真 
・ トマト 
・ ピーマン 
・ きゅうり等 

２ 野菜の働きについて
知る。 

 
 
 
３ 給食で野菜を食べる
ことの大切さを知る。 

 

３ 
分 
 
 
 

２ 
分 

〇 野菜がなぜ給食に出るのか考えさせる。 
〇 野菜のパワーについて、紹介する。 
・ びょう気をふせぐ 
・ おなかのそうじをする 
・ はだをきれいにする 

〇 給食に野菜が入っているのは、元気な体 
を作るために大切なことだと確認させる。 

☆ 給食で野菜を食べることの大切さが分か 
ったか。（観察） 

パネル 
 

 
 

４ 「オリジナルベジタブ
ルずかん」について
説明を聞く。 

 
 

２ 
分 

○ 宿題として、給食や家庭の料理に入って
いる野菜や、インターネット等で調べた野菜
を、「オリジナルベジタブルずかん」に記入
すること、また後日、生活科の授業で使用
することを説明する。 

 

 
● 本時の評価 

・  野菜の働きを知り、給食で野菜を食べることの大切さが分かったか。（知・技） 

 

 

 

 

 

 

  

  

野さいのパワーを知ろう 

＜オリジナルベジタブルずかん（白紙）＞      ＜オリジナルベジタブルずかん（記入例）＞ 
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（４）知識・技能を高める実践例  特別支援学校 高等部教育課程 B 家庭科 

 
● 単元名 必要な栄養素を満たす食事  

● 本時の目標  

・ １日に必要な緑 黄 色野菜の摂 取量の目 安を知り、手ばかり法 を活用して量ることが

できる。（知・技） 

● 食育の視点 

・１日にとるとよいとされる量の緑黄色野菜を食べることが、健全な食生活を

実現するためには必要であることを理解する。（食事の重要性） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教科等との関連  

・  「食 事 と健 康 」 （保 健 体 育 ：大 修 館 書 店  最 新 高 等 保 健 体 育  「現 代 社 会 と健

康」）  

・ 「物を量る」（生活単元学習） 

【生活単元学習】 

「季節の野菜を育てよう」 

・ 稲づくり 

・ 夏野菜（トマト・なす・モロ 

ヘイヤ・オクラ） 

【自立活動】 

１健康の保持 

 (4)障害の特性の理解と生活環境の調整 

に関すること 

(5)健康状態の維持改善に関すること 

４環境把握  

 (1)保有する感覚の活用に関すること 

「何をどのくらい食べればよいか」（本時） 

☆ １日にとるとよいとされる量の緑黄色野菜を食べ

ることが、健 全 な食 生 活 を実 現 するためには必 要

であることを理解する。（食事の重要性） 

・  緑黄色野菜の重さを知る。 

・  野菜を手に乗せて、自分の手ばかり量を知る。 
 

【給食】 

「給食でどのくらい

の緑黄色野菜がとれ

るか」 

☆ 1 日に必要な緑黄

色野菜の１／３以上

をとることができる

ことを知り、給食を

残さず食べることが

望ましい食生活を送

るためには大切であ

ることを理解する。 

（食事の重要性） 

・ 給食に使われている

緑黄色 野菜の全体 量

を予想する。 

・ 全体 量を知る。 

・ 調理 した野菜と調理

前の野菜比 較し、気付

いたことを発表する。  

【家庭科 ８時間】 「必要な栄養素を満たす食事」 

・ ６つの食品群を知る（２時間） 

・ 食品群別摂取量の目安を知る（３時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ １日に必要な食品の種類と概量を知る（２時間） 

【作業学習】 

・農芸班（農作物栽培活動） 

 トマト・大根・里芋・ねぎ・にんにく・

ブロッコリー・かぶ 
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本時の展開  

学 習 活 動  
時

間 

指導上の留 意点 支援（〇）・評価（☆） 
資料等  

Ｔ１ Ｔ２ 

１  本 時 の 学 習 の め

あてを知る。 

 

 

５ 

分 

〇  前 時 で 学 習 し た 食 品 群

別 摂 取 量 の 目 安 を 確 認 す

る。 

〇  緑 黄 色 野 菜 の １ 日 の 摂

取量について学ぶことを伝 

える。 

 

 

 

〇 食 事 摂 取 基 準 を満 た

すためとるとよい量 である

ことを補 足する。 

 

ワ ー ク

シート 

【資 料 １】 

２  緑 黄 色 野 菜 の重

さを知る。 

(1) 野 菜 の 重 さ を

量り記 入する。 

 

(2) 他 の 野 菜 の 重

さを予 想 し、ワー

クシートに記 入 す

る。 

(3) 各 自 が 量 っ た

野 菜 の 重 さ を 発

表する。 

３  緑 黄 色 野 菜 を組

み合わせて約 100ｇ

にする。 

25 

分 

 

 

〇 一 つ選 んで重 さを量り、ワ

ークシートに記 入 するように

伝える。 

〇 自 分 の量 った野 菜 の重 さ

や持 った 時 の感 覚 から、他

の 野 菜 の 重 さを予 想 し、記

入するように伝える。 

〇 生徒の発 表を板 書 する。 

 

 

〇 いろいろな野 菜 を組 み合

わせるよう助言する。 

〇  必 要 な 道 具 を 生 徒 の

活 動 し や す い 位 置 に 置

く。 

〇 緑 黄 色 野 菜 を提 示 す

る。 

〇  自 分 の 量 っ た 野 菜 に

は ★ 印 を つ け る よ う に 指

示する。 

 

 

 

 

〇  野 菜 に よ っ て 大 き さと

重 さ が 比 例 し な い こ と に

着目させる。 

緑 黄 色

野 菜 の

実物  

秤 

 

４  手 ば か り 法 を 知

る。 

５  野 菜 を 手 に 乗 せ

て、自 分 の手 ばかり

量を知る。 

15 

分 

 

 

〇 両 手 または片 手 に野 菜 を

乗せるように促す。 

〇 手に乗せた量を確認 する 

よう促す。 

 

 

〇  手 ば か り 法 を 説 明 す

る。 

〇 友 達 と協 力 をして乗 せ

るように促す。 

〇 手 に乗 せやすいように

介助する。 

手 ば か

り 法 の

写真  

６ 本 時 のまとめをす

る。 

５ 

分 

〇 ワークシートに記 入がない

生徒に声かけをする。 

○ 手 ば かり法 のよさを確

認する。 

 

● 本時の評価 

・ いろいろな種類の緑黄色野菜の重さを知り、1 日の摂取量の目安 100ｇがどれくら 

いなのかを秤や手ばかり法で測り、その量をつかむことができたか。（知・技） 

 

 

☆ 手 ばかり法 を理 解 し、１日 の摂 取 量 の目 安 を自 分 の

手ばかりで量ることができたか。（ワークシート・発 言 ） 

1 日に食べるとよい緑黄 色野菜の量を知ろう  

☆ いろいろな種 類 の緑 黄 色 野 菜 の重 さを知 り、1 日 の

摂取量の目安 100ｇがどのくらいなのか理解できたか。

(ワークシート・発言）  
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何をどのくらい食べればよいか【緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
や さ い

編
へん

】 

         （     ）組 名前 （            ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 重さを量ってみよう。（★は自分の量った野菜） 

食品名 重量（ｇ） 

にんじん   １／５本 ２５ 

ミニトマト  １こ ２０ 

ほうれんそう １かぶ ２５ 

ブロッコリー ３ふさ ２５ 

ピーマン   １／２こ ２０ 

オクラ    ２本 ２０ 

 

２ 自分の手ばかりで量ってみよう。 

                     

両手にのせると      

 

   

        

     ｇ 
 

 

 

 

片手にのせると      

 

         
 

      ｇ 

資料１ 

３群
  ぐ ん

 緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
や さ い
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● 事後指導としての実施 

 特別支援学校 高等部教育課程 B 家庭科と連携した給食の時間の指導  

● 題材名 給食でどのくらいの緑黄色野菜がとれるか 

● 本時の目標 

・ １回の給食でどのくらいの緑黄色野菜がとれるかを知る。（知・技） 

● 食育の視点 

・ 給食で緑黄色野菜をきちんと食べることが望ましい食生活を送るためには

大切であることを理解する。（食事の重要性） 

● 本時の展開 

● 本時の評価 

・ 加熱するとかさが減る野菜があることや、給食では、1 日に必要な 100g の１／３の量

がとれることが分かったか。（知・技） 

【補足】 

肢体不自由の特別支援学校高等部１～３年 

本校の教育課程 B（身体障害や知的な発達の遅れに応じて、日常生活や社会生活に必要な

学習を取り入れて指導を行う教育課程・教科等を合わせた指導）５名  

家庭科は衣・食・住を３年でローテーションして各分野を１年かけて学習している。 

学 習 活 動  
時
間 

指導上の留 意点 支援（〇）・評価（☆） 
資料等  

Ｔ１ T２ 

１  本 日 の献 立 を確 認 す

る。 

３ 

分 

〇 献立 を確認する。 〇 今 日の給 食 を提 示 す

る。 

 

 

献立表  

２  給 食 に 使 わ れ て い る

緑 黄 色 野 菜 を 確 認 す

る。 

３ 緑 黄 色 野 菜 の全 体 量

を予想する。 

４ 全体 量を知る。 

 

５  予 想 し た 量 と 実 際 の

量 を比 較 して思 ったこと

を発表する。 

６  調 理 し た 野 菜 と 調 理

前 の 野 菜 を 比 較 し 、 気

付いたことを発 表する。 

10 

分 

 

〇 給 食 に使 われている緑

黄 色 野 菜 を探 すよう伝 え

る。 

○ 数名に聞く。 

 

 

 

〇 加 熱 すると野 菜 のかさ

が減ることを押さえる。 

 

〇 調 理 した野 菜 でもかさ

が減 るものと変 わらないも

のの違いを考えさせる。 

〇 給 食 に使 われている

緑 黄 色 野 菜 を取 り出 し

見せる。 

○ 机 間 指 導 で、予 想 す

るよう声掛 けをする。 

〇  緑 黄 色 野 菜 の 全 体

量を知 らせる。 

〇 加 熱 した後 の野 菜 の 

か さに 着 目 して考 え る

ように促す 

〇 使 用 した野 菜 の生 の

状 態 を提 示 し、葉 野 菜

はか さが 減 り、根 菜 類

はあまり変 わらないこと

を押さえる。 

今 日 の 給

食 

 

 

 

 

 

 

給 食 で 使

用 し た 野

菜 の 生 の

状態  

 

７  給 食 で と れ る 緑 黄 色

野菜の量を確 認する。 

２ 

分 

〇 〇ｇであったことを確 認

する。 

〇 今 日 の給 食 では〇ｇ

の緑 黄 色 野 菜 がとれ、

1 日に必要な 100g の１

／３の量 がとれることを

知らせる。 

 

  

給食でどのくらいの緑黄 色野菜がとれるかを知ろう 

☆ 給食 でどのくらいの緑黄 色 野菜がとれるか理 解で

きたか。（観察 ）  
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（４）知識・技能を高める実践例   中学校 第２学年 技術・家庭科 

 

● 単元名  地域の食文化 

● 本時の目標 

 ・ 日本の伝統的な行事食を自分の食生活に取り入れることで、生活を豊かにすること

につながることが理解できる。（知・技） 

● 食育の視点 

 ・ 食事には文化を伝える役割があることを知り、日本の食文化について理解を深める。

（食文化） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全 23 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教科との関連 「私たちの生活と文化」（社会３年生）  

【社 会 科  １時 間 】「日 本 の諸

地域（中 部地 方）」 

☆ 農 業 や食 文 化 など、食 に

関 す る 地 域 の 特 色 を 捉 え

る。（食文 化） 

【給食の時間 】 

「岡 崎 の味 ・八 丁 みそを知 り、

煮みそを食べよう」 

☆ 地 域 の産 物 の歴 史 や作 り

方 を知 り、地 域 の食 文 化 へ

の理解を深める。（食文 化） 

【委員会 活動】全国 学校 給食週 間の取組  

☆ 学校給 食の歴史を知り、感謝の気持 ちをもって食 べるように全校に向けて呼びかける。 

（感謝の心） 

・ 時代によって変遷してきた給食について、放 送や掲示物 を通して理 解する。 

【技術・家庭科  ５時 間】「さまざまな食品とその選 択」 

☆ 食 品 が食 卓 にのぼるまでのルートを探 り、生 鮮 食 品 の選 択 と保 存 、加 工 食 品 の選 択 に

ついて考えることができる。（食 品を選 択する能力） 

☆ 食品の安 全と情報について考えることができる。（食 品を選 択する能力） 

【技術・家庭科  13 時間 】「日常 食の調理」 

☆ 食 品 の特 徴 と調 理 上 の取 り扱 い方 を理 解 し、計 画 を

立て、調理することができる。（食品 を選 択する能 力） 

【技術・家庭科  ４時 間】「地域の食文 化」 

☆ 地 域 で生 産 される食 材 の調 理 を通 して地 域 の食 文

化を理 解する。（食 文化） 

☆ 地 域 の行 事 食 について知 り、行 事 食 を生 活 に生 か

すことができる。（社会性 ） 

・ 家 庭 や帰 省 先 等 で食 べる雑 煮 とそれに使 われてい

る地 場 産 物 を調 べ、オリジナル雑 煮 の調 理 計 画 を立

てる。（１時 間） 

・ オリジナル雑煮の調 理をし、レシピを作 成する。（２ 

時間） 

 
「伝えていきたい日本の食文化を見つけよう」  

（本時） 

☆ 食 事 には文 化 を伝 える役 割 があることを知 り、

日本の食文化について理解を深めることができる。

（食文化） 
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本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 

指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１  事 前 に調 べてき た

地 域 ・ 家 庭 で 食 べ ら

れている行 事 食 を発

表する。 

 

 

 

 

10

分 

〇  行 事 食 と そ の い わ れ

や そ れ に 関 わ る 年 中 行

事を発表させる。 

〇 他 の生 徒 が発 表 した

行 事 食 もワークシートに

追記するよう指示する。 

〇 行 事 食 は月 ごとに分

けて板書する。 

 

〇 行 事 食 が文 化 とつな

が り が あ る こ と を 押 さ え

る。 

ワ ー ク

シ ー ト

【資料１】 

２ 給 食 の献 立 表 から

行 事 食 を調 べ、日 本

の 食 文 化 の よ さ を 考

える。 

 

 

 

 

 

３  行 事 食 を食 べる家

庭 が減 っている理 由

と 、 日 本 の 食 文 化 を

伝 え て い く た め の 方

策 を グ ル ー プ で 考

え、全体で発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

分 

〇 １年 間 の献 立 表 をタ

ブレットで確認するよう伝

える。 

 

 

〇 給食に取り入れられて

いる行 事 食を探 すよう指

示する。 

〇 行 事 食 に込 められた

願 いをタブレットや教 科

書から探し、ワークシート

に記 入 させる。ま た、 和

食 の 特 色 に も 触 れ 、 行

事食のよさを押さえる。 

・  行 事 食 を食 べない家

庭 が 増 え つ つ あ る 現 状

を知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タ ブ レ

ット 

 

教科書 

☆ 行事食を食べない家庭が増えてきている理由を知

り、食文化を伝えていくために自分にもできることがあ

ることを理解できたか。（ワークシート・発表） 

４ 本 時 の学 習 内 容 を

振 り 返 り 、 自 分 の 食

生 活 に取 り入 れてみ

たい行 事 食 を発 表 す

る。 

10

分 

〇 年末年始の行事食を

始め、取り入れられそうな

行 事 食 をワークシートへ

記入するよう指示する。 

〇 人日の節句の七 草 な

ど、給食では食べやすい

ように工夫して出している

事例を紹介し、伝統を残

しつつ取り入れやすい形

に す る 方 法 も あ る こ と を

伝える。 

 

☆ 日本の食文化について理解を深め、普段の食生

活 に取 り入 れられそうな行 事 食 を見 つけることができ

たか。（ワークシート・発表） 

● 本時の評価 

 ・ 行 事 食に込 められた願 いを知 り、日 本 の食 文 化について理 解を深 め、自 分 の食 生

活と関連させることができたか。（知・技） 

伝えていきたい日本の食文化を見つけよう 

生徒から出ると予想 される回答  
【行事食 を食べない家庭 が増えつつある理由】 
・ 行 事食に込められた願いを知らない人が増えてきているから。 
・ 伝 統的な料理は食べ慣れておらず、苦手 な人 がいるから。 
・ 調 理に手間がかかるイメージがあるから。 
【食文化 を伝えていくためにできること】 
・ 行 事食のいわれや込められた願いをまとめて家族に知らせていく。 
・ 行 事 食 の伝 統 を残 しつつ、自 分 や家 族 の嗜 好 に合 うようにアレン
ジしてレシピを作る。 

・ 一 品からでもいいので、簡単 なものから取 り入 れるように心がける。 

【和食の特色 】 
・ 多 様で新鮮 な食材  
・ 優れた栄養バランス 
・ 季 節感ある盛り付け 
・ 年 中行事との関わり 
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 伝えていきたい日本の食文化を見つけよう 

２年  組  番             
１ 地域や家庭、給食で食べられている行事食とそれに関連する行事、使われている食材

や料理のいわれを調べて下の表へ書きましょう。 
月 行事食 関連する行事   食材や料理のいわれ ※諸説あり 

１月 

おせち（⿊⾖、数の
子、田作り、伊達巻、
きんとん、えび、昆布
巻きなど） 
雑煮 
七草がゆ 
おしるこ 

正月 
 
 
 
 
人日 
鏡開き 

⿊⾖（マメに働けるように）数の子（子孫
繁栄）田作り（五穀豊穣）伊達巻（知識が
増えるように）きんとん（金運を呼ぶ）え
び（⻑寿を願う）昆布巻き（よろこぶに通
じる） 
無病息災、疲れた胃を休める 
無病息災 

２月 
福⾖ 
いわしの蒲焼き 

節分 魔を滅する（マメ）という意味がある 
魔除け 

３月 
ちらしずし 
 
いがまんじゅう 

ひな祭り（桃の
節句） 

えび（⻑寿）やれんこん（⾒通しがきく）
などの食材を使用しており縁起がよい 
上のもち米の３色に魔除け、生命力、豊作
祈願の意味がある 

４月 
花⾒団子 花⾒ ピンクは桜の蕾、白は満開の桜、緑は葉桜 

５月 
かしわもち 
 

こどもの日（端
午の節句） 

家系が途絶えないように 

６月 
   

７月 
そうめん汁 
うなぎ 

七夕 
土用の丑 

無病息災 
病気を防ぐ 

８月 
精進料理 お盆 心身を清める 

9 月 
菊花和え 
のっぺい 
月⾒団子 
おはぎ 

重陽の節句 
十五夜 
 
秋分の日（彼岸）  

邪気を払う 
五穀豊穣 
収穫への感謝 
小⾖の赤色で厄を払う 

10 月    

11 月 
千歳飴 七五三 千歳あめのように細く⻑く、粘り強く健や

かな成⻑を願う 

12 月 
かぼちゃのそぼろ煮 
年越しそば 

冬至 
大晦日 

無病息災、運を盛り返す 
一年の苦労と厄災を断ち切る 

２ 食文化を伝えていくために私たちにできることを考えましょう。 

 

 

３ 取り入れてみたい行事食を書きましょう。 

資料１ 
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●事後指導として実施 
 
中学校 第２学年 技術・家庭科と連携した給食の時間の指導 
 

● 題材名 岡崎の味・八丁みそを知り、煮みそを食べよう 

● 本時の目標 

 ・ 八丁みその歴史や作り方を知り味わうことで、地域の伝統食品について理解を深め

る。（知・技） 

● 食育の視点 

 ・ 地域の産物の歴史や作り方を知り、地 域の食文化への理解を深めることができる。

（食文化） 

本時の展開 

学 習 活 動 時間 指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 資料等 

１ 今 日 の給 食 の煮 みそ

に八丁みそが使われて

いることを確認する。 

 

2 分 〇 八 丁 みそは岡 崎 の伝 統 食 品 であることを

伝える。 

 

 

２  八 丁 みその歴 史 や作

り方を知る。 

 

 

10 分 〇 資 料１の写真を提 示し、八 丁みそが岡崎

で作られるようになった背景や作り方の特徴

を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本 時 の学 習 内 容 を確

認する。 

3 分 ○ クイズ形式で学習内容を振り返る。 

☆ 八丁みそについて理解し、煮みそに注目

して食べようとしていたか。（観察） 

 

● 本時の評価 

 ・ 岡崎の伝統食品である八丁みそについて、作られるようになった背景や作り方の特

徴を理解し、煮みそを食べようとしていたか。（知・技） 

写真１ みそ蔵の様子 

岡 崎 市 HP・映 像 ギャラリー・動 画 「八 丁 味 噌 と伝 統 の技

（チャンネル岡崎「街ぶらり～岡崎発見隊」平成２７年９月１

１日～２０日放送）より 

岡崎の味・八丁みそを知り、煮みそを食べよう 

● 岡崎 城より八丁（８７０ｍ）離れた八帖町で作 られたのが由来であること。 

● 東海 道と矢 作川が交 わる土地で、矢 作の大豆 や吉良町の塩が入手 しやすく、質のよい湧

き水が豊富にあることから江戸初 期よりこの地で作 られ始めたこと。 

● 直径１．８ｍの桶や３ｔもの河石を重しに使い、２年以上熟 成して作 られること。 

● 郷土 料理の煮みそだけでなく、現 代風にアレンジした料理でも使えること。 

※ 下記 資料の出典 元 である動画を使用 して解 説する手だてもあり。  
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● 題材名 げんきにおおきくなるたべかたをかんがえよう 

● 本時の目標 

・ 健康に過ごしたり成長したりするためには、いろいろな食品をバランスよく食べること

が大切であることを知り、今後の１日分の給食のよりよい食べ方を考えることができる。

（思・判・表） 

● 食育の視点 

・ 食品に含まれる栄養素やその働きを考え、適切な選択ができるようにする。 

（食品を選択する能力） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全７時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教科との関連 

 「大きくなあれ わたしの野さい」（生活２年） 

 「育ちゆく体とわたし」（保健４年） 

【給食の時間】【給食の時間】 

 バランスよく、好き嫌いなく食べようとする。 

（食品を選択する能力） 

 

 バランスよく、好き嫌いなく食べようとする。 

（食品を選択する能力） 

【体育（保健） ４時間】「1 日の生活のしかた」 

☆ 健 康 に過 ごすには、生 活 のしかた（食 事 、運 動 、休 養 、睡 眠 ）がか

かわっていることを理解する。（心身の健康） 

・ 運動、食事、睡眠 などの学習したことと自分の生活とを比べたり、関

連付けたりして、一日の生活の仕方を整えるための方法を考える。 

【総合的な学習の時間 ２時間】 「心と体の健康チャレンジ」 

☆ 前期・後期の健康目標を決める。 （心身の健康） 

・ 健康目標の設定と確認 

【学級活動】 

 「げんきにおおきくなるたべかたをかんがえよう」（本時） 

☆ 食品に含まれる栄養素やその働きを考え、適切な選択ができるよ

うにする。（食品を選択する能力） 

・ 「はらぺこあおむし」を聞き、元気に大きくなる食べ方を考える。 

（５）思考力・判断力・表現力を高める実践

小学校 特別支援学級 第３学年 学級活動 

【給食の時間】 

☆ 食品の名前や働きに関心をもち、バランスよく食べることができるよう

にする。（食品を選択する能力） 

・ 給食に使用されている食品の名前や働きを確認し、食べてみる。 
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● 本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 

指導上の留意点 支援（○）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１  本時の 学習のめ あ て

を知る。 

  

３ 

分 

○ ふだんの給食の様子 

を振り返る。 

 

 

○ 給食の食べ残しの写 

真を電子黒板に映す。 

給食の食べ

残しの写真 

２ 読み聞かせ※「はらぺ

こあおむし」を聞き、話

の内容を振り返る。 

 

※「はらぺこあおむし」 

作：エリック・カール 

訳：もりひさし  

出版社：偕成社 

 

15 

分 

○  書画カメラを使用し

て、読み聞かせをする。 

○ 小さな青虫が美しい

蝶になるまでの間にど

のようなことが起きた

か、何を食べたか、覚え

ていることや気付いた

ことを発表させる。 

○  ワークシートの青虫 

が食べた食品に○を付 

けさせる。 

 

 

○ 発表を板書する。 

・好きな物ばかりたくさ

ん 食 べ て 病 気 に な っ

た。 

・緑の葉っぱを食べて元

気になった。 

○ 青虫が赤緑黄の３つ 

のグループの食品を食 

べ た こ と に 気 付 か せ

る。 

絵本「はら

ぺこあおむ

し」 

青虫、蝶、

食品のイラ 

スト 

 

 

ワークシー

ト【資料１】 

３  元気に 大きくな る 食

べ方を考える。 

(1) 毎日食べている給食 

はどうなっているか調

べる。 

(2) 青虫のように元気に 

大きくなるには、給食 

をどのように食べると 

よいか考える。 

 

 

12 

分 

 

 

 

○  ワークシートのイラ

ス ト に ○ を 付 け さ せ

る。 

○ 給食は赤緑黄の３つ

のグループの食品が揃

っていることに気付か

せる。 

 

 

 

 

 

 

○ 今日の給食に使われ 

ている食品を伝える。 

 

○ 青虫が病気を治すた

めに自主的に緑の葉っ

ぱを食べたことを押さ

える。 

 

 

人間の子ど

も、食品と

その働きを

示すイラス

ト 

給食の写真 

ワークシー

ト【資料１】 

４  給食の 食べ方で 自 分

が 挑 戦 す る こ と を ワ ー

ク シ ー ト に 記 入 し 発 表

する。 

８ 

分 

○ 全員に発表させ、励 

ます。 

○ 一人一人に声掛けを

する。 

 

● 本時の評価 

・ 好き嫌いせずに、いろいろな食品をバランスよく食べることの大切さに気

付き、給食での食べ方を考えることができたか。（思・判・表） 

 

げんきにおおきくなるたべかたをかんがえよう 

☆ 青虫のように元気に大きくなるには、給食を

どのように食べるとよいか考えることができ

たか。（発言・ワークシート） 
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げんきにおおきくなるたべかたをかんがえよう 

（      ）ねん（      ）くみ なまえ（                ） 

１ あおむしがたべたものを〇でかこみましょう。さいごにたべたものをかきましょう。 

たべものの 

はたらき 

あかのグループ みどりのグループ きいろのグループ 

からだをつくる 

もとになる 

からだのちょうしを 

ととのえる 

エネルギーの 

もとになる 

あおむしが 

たべた 

たべもの 

た べ た し ゅ

るい 

 

チーズ 

 

 

 

ソーセージ 

 

 

 

 

りんご  なし  いちご 

 

 

 

オレンジ さいごにたべたもの 

チョコケーキ 

 

 

 

アイスクリーム 

 

 

２ きょうのきゅうしょくにでるたべものを○でかこみましょう。 

たべものの 

はたらき 

あかのグループ みどりのグループ きいろのグループ 

からだをつくる 

もとになる 

からだのちょうしを 

ととのえる 

エネルギーの 

もとになる 

きゅうしょくに 

でる 

たべもの 

 

たべたしゅ

るい 

 

にく   ぎゅうにゅう 

 

 

 

さかな  だいず 

 

 

たまご  かいそう 

 

 

 

やさい 

 

 

 

くだもの 

 

 

きのこ 

ごはん   パン 

 

    

 

 

めん    いも 

３ きゅうしょくで、じぶんがちょうせんすることをかきましょう。 

 

 

み ど り の 
は っ ぱ 

・ に が て なも の も たべる 。 
・ ３ つ の グル ー プ をたべ る 。 

資料１ 

９ 
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● 事後指導として実施 

● 題材名 げんきにおおきくなるたべかたをしよう 

● 本時の目標 

元気に大きくなるためには、給食でどのような食べ方をするとよいかを考

え、実践できるようにする。（思・判・表） 

● 食育の視点 

食品の名前や働きに関心をもち、バランスよく食べることができるようにする。 

（食品を選択する能力） 

● 本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 

指導上の留意点 支援（○）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１  授業で 学習した 内 容

を振り、本時のめあてを

知る。 

※「はらぺこあおむし」 

作：エリック・カール 

訳：もりひさし  

出版社：偕成社 

２ 

分 

○ ※「はらぺこあおむ

し」の内容を振り返る。 

○ 私たち人間の子ども

は何をどのように食べ

るとよいか確認する。 

 

 

 

○ 赤緑黄の３つのグル

ープについて簡潔に押

さえる。 

 

絵本「はら

ぺこあおむ

し」青虫、

蝶、食べ物、

子どものイ

ラスト 

２  給食に 使用され て い

る 食 品 の 名 前 や 働 き を

確認し、食べてみる。 

 

 

 

８ 

分 

○  Ｔ２が読み上げた食

品 を 料 理 の 中 か ら 探

し、箸等でつまんで確

認させる。 

○ 箸等でつまんだ食品

を食べるよう伝える。 

○ 本日の給食に使用し

ている主な食品を赤緑

黄のグループごとに順

に読み上げる。 

○ 食べるのが難しけれ

ば、食品の名前や形だ

けでも確認させる。 

 

食品と働き

を示すカー

ド 

 

３ （食後に）本時のまと

め 

 

 

 

 

 

２ 

分 

 

 

 

 

 

授業で使用

したワーク

シート 

● 本時の評価 

・ 元気に大きくなるためには、いろいろな種類の食品を食べることがよいと考

え、実践しようとしていたか。（思・判・表）  

げんきにおおきくなるたべかたをしよう 

小学校 特別支援学級 第３学年 学級活動と連携した給食の時間の指導 

○ 児童とともに、授業で使用したワークシート

を見て、食べられた食品の種類を数えて記入す

る。 

☆ 元気に大きくなるためには、何を食べるとよ

いかを考え、給食を食べようとすることができ

たか。(給食の様子・ワークシート) 

60



 

 

● 単元名  病気の予防について考えよう 

● 本時の目標 

・  生活習慣病を予防するための自分の食生活の課題を見つけ、改善する方法を考

えることができる。（思・判・表） 

● 食育の視点 

・ 栄養や食事のとり方などについて、正しい知識・情報に基づいて自ら判断

できるようにする。（心身の健康） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全 25 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教科等との関連 

「毎日の生活とけんこう」（体育科３年生） 

「育ちゆく体とわたし」（体育科４年生） 

「食べて元気！ご飯とみそ汁」（家庭科５年生） 

「日本の食文化のよさを考えよう」（学級活動５年生）  

小学校 第６学年 体育科 （５）思考力・判断力・表現力等を高める実践例 

【体育科 ４時間】「病気の予防について考えよう」 

・ かぜの原 因を病 原 体、生 活のしかた、環 境、体

の抵抗力に分けて考える。（１時間） 

・ 病原体がもとになって起こる病気と生活のしか

たが関わって起こる病気を知る。（１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ むし歯 と視 力 の低 下 の起 こり方 を知 り、予 防 す

るための生活について考える。（１時間） 

【給食の時間】 

☆ 栄 養 のバランスを考 えた

食べ方をすることができる。

（心身の健康） 

「生 活 習 慣 病 を予 防 する食 事 について考 えよ

う」（本時） 

☆ 栄養や食事のとり方などについて、正しい

知識・情報に基づいて自ら判断できるようにす

る。（心身の健康） 

・ 生活習慣病を予防するための自分の食生 

活の課題を見つける。 

・ 食 生 活 の課 題 の解 決 に向 け、考 えることが

できる。 

【家庭科 11 時間】「まかせてね今日の

食事」 

☆ 健 康 ・快 適 ・安 全 ・環 境 を考 慮 して１

食分の献立を考え調理する。 

（心身の健康） 

【学 級 活 動  １時 間 】「生 活 習 慣 病 を

予防する朝食を考えよう」 

☆ 朝 食 の重 要 性 を理 解 し、生 活 習

慣 病 を予 防 する朝 食 献 立 を考 える

ことができる。（心身の健康） 

・  料理カードを使用してグループで

朝食献立を考える。 

【理科 ９時間】「動物のから

だのはたらき」 

☆ 食 生 活 と血 管 の流 れに

関 係 があることが理 解 でき

る。（心身の健康） 

・ 血液が体の中を、どのよう

に 流 れ て 、 養 分 や 酸 素 を

運んでいるかを調べる。 
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本時の展開 

学 習 活 動 
時
間 

指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１ S（塩分）O（脂 
肪分）S（糖分） 
のとり方と生活 
習慣病と関わり 
を聞き、本時の 
めあてを知る。 

７
分 

○ 生活習慣病が、日本で
の主 な死 亡 原 因 の一 つ
であることを知らせる。 

 

○ 生活習慣病と食生活
の関係や SOS をとり過
ぎ る と 血 管 が 詰 ま り や
すくなり生 活 習 慣 病 に
かかるリスクが高 くなる
ことを説明する。 

血管の図 
ワ ー ク シ
ート 
【資料１】 

２ ラーメンを例 
に、自分たちの 
食生活の問題 
点を考える。 

 
 
 
 
３ 生活習慣病を 
予防しながら、ラ 
ーメンを食べる 
方法を考え、発 
表する。 

 

30

分 

○ 好 きな献 立 のアンケー
ト結果を示し、ラーメンが
上 位 であったことを知 ら
せる。 

 
○ 即席めんの食品表示と

給 食 の献 立 の栄 養 価 を
見せて比較させる。 

○ 個人で考えさせる。 
○ グループで意見交換を

させる。 
○ 意見交換した内容を発

表させる。 
○ 児童が発表した意見を

即 席 めん以 外 にも自 分
の食事に生かすには、ど
うしたらいいかを考えさせ
る。 

 
 
 
 
 
 

○ 即 席 めん単 品 と給 食
の ラ ー メ ン の 献 立 １ 食
分 の 写 真 を 見 せ て 比
較させ、具材や料理数
の違いに気付かせる。 

○ 即席めんは塩分や脂
肪 分 が多 いことに気 付
かせる。 

○ 生 活 習 慣 病 を予 防し
ながら、即 席 めんを食
べる方 法 について考 え
させる。 

 ・  即 席 め ん に 肉 や 野
菜などの具を入れる。 

 ・  サラダなどの野 菜 料
理を一緒に食べる。 

 ・  即 席 めんのラーメン
の汁を飲まない。 

 
 
 
 

ア ン ケ ー
ト結果 
即 席 めん
と 給 食 の
写真 
食 品 表 示 
栄養価 
 
ワ ー ク シ
ート 
【資料１】 
 
 

 

４ 自 分 の食 生 活
を 振 り 返 り 、 今
後 、実 行 したい
ことを考える。 

８
分 

○ 生 活 習 慣 病 を予 防 す
るために自分が実行でき
ることを考 えて発 表 させ
る。 

○ 生 活 習 慣 病 予 防 週 間
を設 け、 実 行 で き た こ と
を記 録 することを知 らせ
る。 

 
 
 
 

○ 生活習慣病を予防す
るためには自 分の食生
活 を ど う す る べ き か 、
SOS のとり過 ぎや野菜
の摂 取 不足 などがない
か振り返らせる。 

 
 

ワ ー ク シ

ート 

【資料１】 

● 本時の評価 

・ 生活習慣病を予防するために、自分の食生活の課題に合った改善方法を考えるこ

とができたか。（思・判・表） 

 

生活習慣病を予防する食事について考えよう 

☆ 生活習慣病を予防するために、食生活でどの

ような工 夫 ができるかを考 え、発 表 することがで

きたか。（ワークシート・発言） 

☆ 自 分 の食 生 活 の課 題 に合 った改 善 方 法 を考

えることができたか。（ワークシート） 
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６年（ ）組（ ）番 名前（          ） 

 

〇 とりすぎると生活習慣病の原因となる SOS とは何でしょう。 

 

 S （salt ） ： （ 塩  分 ） 

O （oil  ） ： （ しぼう分 ） 

S （sugar） ： （ 糖  分 ） 
 

○  生 活 習 慣 病 を 予 防 す る 即 席 め ん の 作 り 方 や 食 べ 方 を 考 え て  

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣病を予防する食事について考えよう 

 

 ・ラーメンのスープを全部飲まない。 

・食品表示を見てラーメンを選ぶ。 

・ラーメンの中に野菜をたくさん入れる。 

・サラダもいっしょに食べる。 

 

資料１ 
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○ 今までの食生活を振り返り、生活習慣病を予防するために家や 

学校の食事で自分が実行できることを書きましょう。 

・野菜のおかずを残さず食べる。 

・給食を残さず食べる。 

・ラーメンの汁は全部飲まない。 

・食べ過ぎない。 

 

生活習慣病予防週間  ◎月◎日（◎）～◎日（◎） 

○ 家や学校の食事で実行できたことを書きましょう。 
 

・野菜のおかずを減らさずに食べた。 

・給食を残さずに食べた。 

・味のこいものを食べ過ぎないようにした。 

 

○ 生活習慣病予防週間に取り組んでみて、思ったことを書きましょう。 
 

・SOS について意識すると、食べるときにいろいろな工夫ができることが分

かった。これからも続けて、生活習慣病にならないようにしたい。 

 

・今までは、塩分のとりすぎについて考えたことがなかったけれど、考えて

食べることができた。 
 

 

○ おうちの方から 

 

 家族全員で塩分をとりすぎないように意識することができました。 
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● 事前指導として実施 

 

 

● 題材名 給食をもとに栄養のバランスについて考えよう 

● 本時の目標 

 ・  主 食 ・主 菜・副 菜の違 いを理 解し、給 食の献立 で、栄 養 のバランスを考えた自 分

なりの組み合わせ方を考えることができる。（思・判・表） 

● 食育の視点 

 ・  栄養のバランスを考えた食べ方をすることができる。（心身の健康） 

● 本時の展開 

学習活動 
時
間 

指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 資料等 

１ 「今 日 の給 食 献

立 」 を 聞 き 、 料 理

名と内容を知る。 

２
分 

○  そ の 日 の 給 食 に つ い て 確 認 さ せ る た

め、給食の献立を紹 介する「今日の給食

献立」を係の児童に読ませる。 

 

 

当 日 の給 食

を 紹 介 す る

原稿 

2 今 日の給 食を主

食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 に

分ける。 

５
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

８
分 

○ 栄 養 のバランスについて考 えさせるた

め、主食・主菜・副菜の違いを理解し、そ

の日の給食の料理を３つに分けさせる。 

・   主 食 には主 にエネルギーのもとになる

食 品 （黄 ）、主 菜 には主 に体 をつくるもと

になる食 品 （赤 ）、副 菜 には主 に体 の調

子 を整 えるもとになる食 品 （緑 ）が多 く含

まれることを確認させる。 

 

給食 

拡大投影機 

テレビ 

食 品 の ３ 群

分けの図 

 

 

３  主 食 ・ 主 菜 ・ 副

菜 を ど の よ う に 組

み合 わせると栄 養

の バ ラ ン ス が よ い

好 きな献 立 になる

か考える。 

８
分 

・  置き換えられるさまざまな給食の料理を

示し、主食・主菜・副菜に分けさせる。 

・  栄 養 のバランスを考 えて、自 分 が食 べ

たい給食献立を考えさせる。 

☆ どの料 理 が主 食 ・主 菜 ・副 菜 であるか

理 解 し、交 換 する料 理 を選 ぶことができ

たか。（挙手） 

給 食 の料 理

の写真 

● 本時の評価 

・ 給食の料理の写真を見て、栄養バランスのよい自分の好きな献立を選択することが 

できたか。（思・判・表） 

小学校 第６学年 体育科と連携した給食の時間の指導

給食の栄養のバランスについて考えよう 
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（５）思考力・判断力・表現力を高める実践例   中学校 第１学年 保健体育科 

 

●  単元名 健康な生活と病気の予防  

●  本時の目標    

・  健康を維 持するために、自分の食生 活の課題を見つけ、改善策を考えることがで

きる。（思・判・表） 

●  食育の視点                                       

・  心 身 の成 長 や健 康 の保 持 増 進 の上 で望 ましい栄 養 や食 事 のとり方 を考 え、自 ら

判断できるようにする。（心身の健康）  

●  本時に関連する食に関する指導の学習計画（全 15 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  教科等との関連  「しっかりとろうカルシウム」（学級活動２年生） 

「健康な生活と病気の予防」（保健体育科２年生） 

「日常食の調理と地域の食文化」（技術・家庭科３年生） 

 

 

【技術・家庭科 ９時間】 

「私たちの食生活」 

☆ 中学生に必要な栄養の

特 徴 とその理 由 を知 る。

（食事の重要性） 

・ 食 事 の役 割 と中 学 生 の

栄養の特徴 

☆ 食品に含まれる栄養素

と 一 日 に 必 要 な 食 品 の

種 類 や量 が分 かる。（食

品を選択する能力） 

☆ よりよい食 生 活 の実 現

に 向 け て 栄 養 を 満 た す

食 事 を考 えることがで き

る。（心身の健康） 

・ 中 学 生 に必 要 な栄 養 を

満たす食事 

【学級活動 １時間】 

「朝食の大切さを知ろう」 

☆ 朝食の役割や健康を考えた食べ方を理

解 し、自 分 の朝 食 を見 直 す。（食 事 の重

要性） 

【給食の時間】 

☆ 望ましい食事について栄養素や量のバランスを理解し、自らの健康を考えて食事を

とることができる。（心身の健康） 

・ 健康維持のために、栄養素と量のバランスを考えて食べる。 

 

【保健体育科 ５時間】「健康な生活と病気の予防」 

☆ 健 康の保持 増 進のため、望ましい生活や食事 の

とり方 を理 解 し、自 分 の生 活 で、改 善 や工 夫 を考

えることができる。(心身の健康) 

・ 健康の成り立ちについて考える。（１時間） 

・ 運動と健康について考える。（１時間） 

「健康を維持 する食 生 活について考えよう」（本時） 

☆ 心 身 の成 長 や健 康 の保 持 増 進 の上 で望 ましい

栄 養や食 事のとり方を考え、自ら判 断できるように

する。（心 身の健康） 

・ 食 生活 と健 康について考える。 

・ 休養・睡眠と健康について考える。（１時間） 

・ 調和のとれた生活について考える。（１時間） 
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本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 

指導上の留意点 支援（○）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１ ２枚 の血 管 の図 を見

比 べ 、 違 い に つ い て

考える。 

 

 

２  本 時 の ね ら い を 知

る。 

３

分 

○ ２枚 の血 管 の図 を提 示

し、 健 康 な体 づ く りの た

めには、食 生 活 が大 きく

関 わっていることに気 付

かせる。 

 

 

○  ２ 枚 の 血 管 の 図 を

見 比 べ させ 、気 付 い

たことを発表 させる。 

健 康 な 血

管 と動 脈 硬

化 の血 管 の

図 （ 中 学 校

保 健 体 育  

大 日 本 図

書 ） 

３  生 涯 健 康 な 体 を 維

持 す る た め に 食 生 活

で 気 を付 ける こと を話

し合い、発表する。 

 

 

４ 望 ましい食 事 内 容 と

量 の バ ラ ン ス を 考 え

る。 

(1) タブレットを活用 し 

て自分の食 事の適量  

を調べる。 

(2) タブレットを活用 し 

て自分の食 事の栄 

養素と量のバランス 

を調べる。 

 

 

(3) 自分の食事から問  

題点をつかみ改善策  

を考える。 

(4) 改善策についてペ 

アで意見交 換する。 

10

分 

 

 

 

 

32

分 

 

   

 

 

○  食 事 内 容 や 習 慣 な ど

あらゆる場 面 から考 える

ように助言する。 

○ 食 事 のバランスには栄

養 素 と 量 の ２ つ の 視 点

があることを知らせる。 

○  食 事 バ ラ ン ス ガ イ ド の

使い方を説 明する。 

 

・ 自 分の 1 日の適量を調

べさせる。 

 

・  栄 養 素 の バ ラン スに つ 

い て 、 主 食 ・ 主 菜 ・ 副 菜 

等 が揃 ってい るか 調 べ さ 

せる。 

・ 量 のバランスを料 理 ＳＶ 

数表より換算 させる。 

○ 適量と 1 日の食 事チェ

ッ ク した も の を 比 較 す る

よう指示する。 

○ 参 考 にできるものを見

つけ、取 り入れさせる。 

○ 班 で話 し合 うように

指示する。 

○  食 事 を す る 時 刻 に

ついても補説する。 

 

 

 

 

 

○  机 間 指 導 し 、 タ ブ 

レット操 作 等 迷 ってい

る生徒を支 援する。 

○ 毎 日 の食 生 活 チェ

ックブック付 録 ①を中

心 に 計 算 し 、 量 に つ

い て 迷 う 場 合 に は 、

付 録 ②③を参 考 にす

るよう助言する。 

○ 主 食 ・主 菜 ・副 菜 の

有 無 やＳＶの過 不 足

に注目させる。 

ワ ー ク シ

ート 

【資料１】 

 

 

 

食 事 バラ

ン ス ガ イ

ド （ 厚 生

労 働 省 ・

農 林 水

産省） 

毎 日 の

食 生 活

チ ェ ッ ク

ブ ッ ク 付

録①②③

料 理 の Ｓ

Ｖ数 

５ 本 時 の学 習 を振 り返

り、自 分 の食 生 活 をよ

り よ く す る た め の 手 だ

てを発 表する。 

５

分 

○ よい意見 はメモするよう 

 に促す。 

○  机 間 指 導 で 、発 言

を促す。 

 

 

● 本時の評価 

・ 健康を維持するために、自分の食生活を振り返り、より望ましくするための工夫を考え

ることができたか。（思・判・表） 

健康を維持する食生活について考えよう 

☆ 健 康 を維 持 するため、自 分 の食 生 活 の課 題 を

見 つけ、実 行 できそうな改 善 策 を考 えることができ

たか。（発表 ・ワークシ-ト） 
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       健康を維持する食生活について考えよう 

              1 年  組  番 氏名           

１．健康な体を維持するために食生活で気をつけることを書きましょう。 

 （例）・栄養のバランスを考える。   ・野菜を食べる。    

    ・脂っこい物を食べ過ぎない。  ・糖分を控える。 

 

  

２．自分の１日の適量について、料理ＳＶ一覧表を参考にして記入しましょう。            

（単位ＳＶ） 

    エネルギー 主食 副菜 主菜 牛乳・乳製品 果物 

 （例） ２２００Kcal ５～７ ５～６ ３～５  ２ ２ 

 

３．１日に食べた料理を記入し、食事のバランスを調べましょう。       

＊ 給食の料理をあらかじめ記入しておく。           （単位ＳＶ） 

    料  理 主食 副菜 主菜 牛乳・乳製品 果物 

朝 （例）トースト  １     

   ウインナー ２本    １    

   サラダ   １     

   ヨーグルト 1 個     １  

昼 牛乳     ２  

ごはん  ２     

鶏肉の照り焼き    ２   

ほうれん草のごま和え   １    

みそ汁    １     

夕 （例）ラーメン  ２     

   ぎょうざ  ８個   １  ２   

   野菜炒め   ２    

      

間

食 

（例）みかん 1 個      １ 

      

計   ５  ６ ５   ３  １ 

 

４．生涯健康に過ごすために取り組みたいことをまとめましょう。 

 （例）・主食、主菜、副菜をそろえて食べる。 

    ・朝食、夕食もバランスよく食べる。 

    ・自分の適量（ＳＶ）に合うように食べる。 

    ・給食を残さず食べる。 

資料１ 
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● 事後指導として実施 

   

 

●  題材名 健康を考え、自分に必要な栄養素、量を整えた食事をしよう 

●  本時の目標 

 ・ 給 食は、栄 養バランスの整った食 事であることを確 認し、健 康を意 識した食 事のとり

方を考えることができる。（思・判・表） 

●  食育の視点 

・ 望ましい食事について栄養素や量のバランスを理解し、自らの健康を考えて食事を

とることができる。（心身の健康） 

本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 
指導上の留意点 支援（○）・評価（☆） 資 料 等 

１ 今 日 の給 食 の献 立

を知る。 

 

 

 

２

分 

○ 給食献立、内容を確認させる。 

○ 主食、主菜、副菜、牛乳があり、栄養バラ 

 ンスが整っていることを確認させる。 

 

 

２  健 康 を維 持 するた

めの食 事 について考

える。 

 

３ 栄養バランスと適量

を 確 認 し な が ら 食 べ

る。 

8

分 

○ 保健で学習した食事バランスガイドによる 

 各自の食事の適量を思い出させる。 

○  １人分の実物の給食を見せ、どの料理が 

何ＳＶに当たるのかを示し、自分に必要な量

を具体的に把握させる。 

○ 食 事 バランスガイドのチェック表 より、主

食 、主 菜 、副 菜 等 の偏 りがないか、量 は適

量であるかを確認させる。 

食 事 バランスガ

イ ド （ 厚 生 労 働

省 ・ 農 林 水 産

省） 

・コマの図 

・料理ＳＶ数 

・チェック表 

【資料２】 

１食分の給食 

４ 本 時 の学 習 内 容 を

確認する。 

５

分 

○  給食だけで充足できない分はどうしたらよ 

いか考えさせる。 

○ 一日の栄養バランスについても見通しをも 

 てるように助言する。 

☆ 食事バランスガイドによる栄養素と量の適 

 量を把握し、各自に適した食事を考えること 

ができたか。（観察） 

 

●  本時の評価 

  バランスの整った食事について考え、栄養素の種類 、量ともに各自に適した食事を

考えることができたか。（思・判・表） 

  

【資料２】 食事バランスガイドチェック表 

健康を考え、自分に必要な栄養素、量を整えた食事をしよう 

中学校 第１学年 保健体育科と連携した給食の時間の指導 
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● 題材名 食べ物を大切にしよう 

● 本時の目標 

・ 食品ロスの現状を知り、食べ物を大切にしようとする気持ちをもち、自分や家族の生

活の中で、食品ロスを減らそうとする。（学向・人間性） 

● 食育の視点 

・ 食品ロスの少ない食生活を実践することで、食に関して感謝の気持ちを表現しようと

する態度を養う。（感謝の心） 

● 本時に関連する食に関する指導の学習計画（全 30 時間） 

● 教科等との関連 

「ごみのしょりと再利用」（社会３年生） 

 

小学校 第５学年 学級活動 

（６）学びに向かう力・人間性等を高める実践

【社会科 24 時間】 

「わたしたちの生活と食料生産」 

☆ 食料の生産は日本各地の自然の恩

恵の上に成り立っていることを知り、食料

の生産等に関わる人々に対する感謝の

心をもつ。（感謝の心） 

・ くらしを支える食料生産（４時間） 

・ 米づくりのさかんな地域（８時間） 

・ 水産業のさかんな地域（７時間） 

・ これからの食料生産とわたしたち（５時 

間） 

【学級活動】 

「食べ物を大切にしよう」(本時） 

☆ 食品ロスの少ない食生活を実践

することで、食に関して感謝の気

持ちを表現しようとする態度を養

う。（感謝の心） 

・ 日本の食品ロスの現状を知る。 

・ 捨ててしまう原因を探り、食品ロ
スを減らす工夫を話し合う。 

・ 食品ロス削減に取り組む。 

【国語 ５時間】「資料を見て考えたことを話そう」 

☆ 食品ロスに関する資料の読み取りを通して、日本や世界の食料問題に関心をも

ち、食べ物を大切にする気持ちをもつ。（感謝の心） 

【給食の時間】「感謝して食べよう」 

☆  食べものを大切にし、食に関わる人々に感謝する気持ちをもち、残さず食べよう

とする。（感謝の心） 
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● 本時の展開  

学 習 内 容  
時
間 

指導上の留 意点 支援（〇）・評価（☆） 
資 料 等  

Ｔ１ Ｔ２ 

１ 事前に調べてき
た食べられるのに
捨ててしまってい
る物の写真を見
せ、紹介する。 

 
２ 食品ロスの現状

を紹介 した動画
を見る。 

 

10 
分 
 
 
 

〇 食品ロスに関心をもた
せるため、事前に、食 品
ロスになっている物をタブ
レットで写真にとらせてお
く。 

 
〇 家庭から出る食品ロス

が全体の約半分を占め
ていること、家 庭のほかに
も外食やスーパーなどで
も食品ロスが出ていること
を押さえる。 

 

〇 食品ロスには、食べ
残しや、賞味 期限切
れなどがあることを確
認する。給 食の残食
にもふれ、泣いている
ろすのんを紹介する。 

〇 国民 1 人が 1 日に
ごはん茶 碗 1 杯 分
130g（実物 を見せる）1
年間で 47 ㎏の食 品ロ
スを出しており、これは
全世界の食 料援助 量
の約 2 倍であることを
伝える。 

 

泣いている
ろすのん 
 
 
 
 
「食品ロスを
考えよう」
（東京都 動
画３分版） 
 
130ｇのごは
ん 
 

３ 食品ロスが起き
ている原因を考
える。 

 
４ 食品ロスを減 ら

す方法を話 し合
い、発表する。 

5 
分 
 
 

20 
分 
 

〇 どうして捨ててしまうこと
になったのか、その原因
を考えさせる。 

 
〇 学校 、家 庭、外食など

の場面で考えるように促
す。 

〇 給食や家庭での様
子を考え、好き嫌いな
どの食べ方や買い物
の仕方、外 食した時の
様子に着目 し、ろすの
んを笑顔にする具体
的な方 法について考
えるよう助言する。 

【資料１】 
笑っている
ろすのん 
 

５ 家庭での食品
ロスを減 らすため
に、実際に自分
や家族が取り組
むことができること
を考える。 

10 
分 

〇 家庭での食品 ロスを減
らすために、①自分が取
り組むこと、②家 族に伝
え、家族で取り組むことを
買い物や料理 、食 事の
様子から、考えさせる。 

 
 

〇 取り組みやすくする
ため、自分や家 族に
限定して取組 内容 を
考えさせる。 

〇 考えが思いつかない
児童には、具 体的に
助言する。 

 

● 本時の評価規準 

・ 食品ロスを減らそうと生活を振り返り、自分や家族が取り組むことを考えようとしていた

か。（主体的学習態度） 

食べ物を大切にしよう 

☆ 食品ロスを減 らす工 夫を考えることができたか。
（話し合い・ワークシート） 

☆ 自分や家族が取り組 むことを考えることができた
か。（ワークシート） 
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食べ物を大切にしよう  

５年  組  番 名前             

１ 食品ロスの原因を考え、ろすのんを笑顔にするにはどうしたらよいかをグ

ループで考えましょう。 

食品ロスになっている

もの 

原因 どうすれば 

捨てずにすむか 

給食の食べ残し 

 

 

苦手なものを残してい

る。 

苦手なものも食べるように

がんばる。 

賞味期限が切れたお

かし 

 

食べられると思い、買

い過ぎてしまった。 

食べられる量を買うように

する。 

食べ切れなかった夕

食のおかず 

 

たくさん作り過ぎてい

る。 

食べ残している。 

作り過ぎないようにする 

次の日も食べる。 

傷んでしまった野菜 

 

 

買い過ぎている。 使い切れる量の野菜を買う

ようにする。 

にんじんやだいこん

の皮、葉 

 

食べられるのに、料理

しないで捨てている。 

料理方法を工夫して食べる

ようにする。 

外食したときに食べ

切れず、残してしま

った料理 

料理の量が多い。 

注文し過ぎた。 

小盛にするようお店に頼

む。 

注文し過ぎないようにす

る。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 ※「ろすのん」は、食品ロス削減国民運動のロゴマークです。 

 

資料１  
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２ どうしたら食品ロスを減らすことができるでしょう。自分や家族ができる

ことを考えましょう。 

 取組内容 日付 〇× 

自
分
が
取
り
組
む
こ
と 

・おかしを買うときは、食べられる量を買う。   

・給食は好き嫌いをせず、残さず食べる。   

・家のごはんを残さずに食べる。   

   

家
族
に
伝
え
、
家
族
で
取
り
組
む
こ
と 

・余ったおかずは次の日に食べる。   

・野菜の皮も料理に使ってもらう。   

・食べきれなかった食材は冷凍して保存する。   

・買い物する時は、冷蔵庫のなかをチェックして余

分に買わないように気を付ける。 

  

３ 取り組んだことを振り返ってみよう。 

 

 

 

 

  

・給食をみんなが残さずに食べれば、残食がなくなり食品ロスを減らすこと

ができるので、これからも残さずに食べていきたいと思った。 

・残ったごはんやおかずは、冷凍保存したり次の日に食べたりするようにし

たら、捨てずにすんだ。 

・家の人にたくさん買わないようお願いしたら、賞味期限までに使い切るこ

とができた。 

・食べ残し、買い過ぎや作り過ぎないように気を付けると、捨てる食べもの

が減ることが分かったので、家族と協力して食品ロスを減らそうと思う。 
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● 事前指導として実施 

 

● 題材名  感謝して食べよう 

● 本時の目標 

・ 給食の残食を減らす方法を工夫し、感謝の気持ちをもって食事をしようとしている。

（学向・人間性） 

● 食育の視点 

・ 食べ物を大切にし、食に関わる人々に感謝する気持ちをもち、残さず食べようとす

る。（感謝の心） 

● 本時の展開 

学 習 内 容 
時
間 

指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 資料等 

１ 給食センターで
残食を片付けて
いる動画を見て、
残った給食はどう
なるのか考える。 

 

３ 
分 
 
 
 
 

〇 給食センターで残食を片付けている動画を視聴
させ、クラスでは少しでも、給食センター全体では、
たくさんの残食になり、食品ロスになっていることに
気付かせる。 

 
 

給食セン
ターの片
付けの動
画 
残食量の
グラフ 

２ 残してしまう原因
を考える。 

 
 
 
 

５ 
分 
 
 
 
 

〇 残してしまう原因（好き嫌い、量が多い、時間が
ないなど）を考えさせ、このままでよいのか問いかけ
る。 

〇 わがままや好き嫌いで残していないか振り返らせ
る。 

 

 
 
 
 
 
 

３ 残食を減らす作
戦を考える。 

７ 
分 
 
 
 

〇 給食センターの調理の様子を見せ、給食が出来
上がるまでには、多くの人の手がかかっていること、
栄養バランス等が考えられて作られていることに触
れ、具体的にどのような作戦を立てるとよいかを考
えさせる。 

☆ 給食の残食を減らす方法を考え、取り組もうとし
ている。（発言） 

☆ 食べものを大切にし、食に関わる人々に感謝の
気持ちをもって残さず食べようとしている。（発言・
観察） 

調理の様
子の動画 
 
 

 

●本時の評価 

・ 給食の残食を減らす作戦を具体的に考えようとし、残さず食べていたか。       

（主体的学習態度） 

小学校 第５学年 学級活動と連携した給食の時間の指導 
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（６）学びに向かう力・人間性等を高める実践例     中学校 第３学年 学級活動 

 

● 題材名 どうすれば、みんなに優しい食生活ができるだろう 

● 本時の目標 

・ 世界の食料事情と日本の食品ロスの問題点に気付き、自分の食生活を振り返って、 

毎日の食生活の中でできる対策を考え、それを実践しようとする態度を養う。 

（学向・人間性） 

● 食育の視点 

・ 健康で安心な社会づくりに貢献しようとする態度を養う。（社会性） 

●  本時に関連する食に関する指導の学習計画（全８時間） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教科との関連 

 「まだ食べられるのに」（道徳 ２年生） 

【給食の時間】 

☆ 毎日の給食を通して、健康

で安心な社会づくりに貢献し

ようとする態度を養う。 

（社会性） 

・  給食での食品ロスを無くす

ため、出来ることを考える。 

【学級活動】 

「どうすれば、みんなに優しい食生活ができるだろう」 

（本時） 

☆ 健康で安心な社会づくりに貢献しようとする態度

を養う。（社会性） 

・ 世界と日本の食品廃棄量を知り、身近な食品ロス

である、給食の食べ残しに着目する。 

・ 毎日の食生活で取り組める食品ロス対策を考え、

実践しようとする意欲をもつ。 

【社会科・公民 ２時間】 

「持続可能な社会の実現に向けて」 

「グローバル化―結び付きを深める世界」 

☆ 食料や健康に関する目標が、ＳＤＧs に含まれていることを知る。（社会性） 

・ 現代社会の課題や持続可能な社会について考え、地球規模の課題とその解決に向かう、 

１７の領域の目標があることを理解する。（１時間） 

・ グローバル化の進展で、生活の利便性が向上した点と、新たな課題をとらえ、日本の食料 

自給率の問題点に気付くことができる。（１時間） 

【技術・家庭科 ３時間】 

『私たちの食生活』「持続可能な食生活を目指して」 

☆ 食生活を取り巻く問題を把握し、持続可能な食生

活実現のために、何が必要かを考えることができるよう

にする。（食品を選択する能力）  

・ 食品の安全性や食料自給率、食品の廃棄の現状を 

知り、よりよい食生活を実践しようとする。（３時間） 

【社会科・公民 １時間】 

「貧困問題―公正な世界を創る」 

☆ 世界の貧困問題を食料供給の視点から理解し、自分事としてその原因を探る。（社会性） 

・ ハンガーマップや、先進国の食品廃棄量と世界の食料援助量から、食料供給の偏りに気

付くことができる。（１時間） 

【道徳 １時間】 

「ハゲワシと少女」 

☆ 世界で起きている飢餓問題 

に目を向ける。（食事の重要性） 

・ 写真を撮影し泣き続けた写真 

家の思いを理解し、自分たちに 

できることを話し合う。（１時間） 
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● 本時の展開 

学 習 活 動 
時

間 

指導上の留意点 支援（○）・評価（☆） 
資料等 

Ｔ１ Ｔ２ 

１ 本時の学習内容

を知る。 

 

 

２ 世界の食料事情

について、気 付 い

たことを発表する。 

 

 

８ 

 

分 

○ 授業のキーワードとなる 

数 字 をいくつか示 し、何

かを予想させる。 

 

○ 世界人口の９人に１人 

が飢えに苦しんでいること

を知らせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

数 字 文

字 カ ー

ド 

 

ハ ン ガ

ー マ ッ

プ 

３ 世 界 と日 本 の食

品 ロスの現 状 を知

る。 

 

４ 身近な給食の食

品ロスを理解する。 

 

 

 

５ 給食でできる「食

品 ロ ス 」 対 策 を 考

え、ワークシートに

自 分 でできる取 組

としてまとめる。 

６ Chromebook から

「食 品 ロス」を検 索

し、給 食 以 外 の食

品 ロ ス 対 策 で 、 自

分 が実 行 できる取

組を考え、ワークシ

ートにまとめる。 

 

７ グループ活動で 

意見交換する。 

 

 

 

37 

 

分 

○ 先進国における食品ロ 

スの現状を知らせ、問題

提起をする。 

 

〇 分かったことをワークシ 

ートにまとめていくよう、指 

示する。 

 

 

○ 給食の食べ残しは、つ 

 け分け残しで、増える傾向 

であることにも気付かせる。 

 

 

○ Chromebook で農林水 

産省「食品ロス」の Web 

ページを生徒に送信し、 

検索するよう指示する。 

○ 本時で学習した、先進 

国の食品ロスの現状も例 

に、できるだけ多くの取組 

を見つけられるよう、助言 

する。 

○ ワークシートにまとめた  

意見をもとにグループ活

動 させ、考 えを深 めさせ

る。 

 

 

 

 

○ 給食を例に、食品ロスを 

説明し、学校全体の給食 

の食べ残し量から１人分 

を示し、対策は難しくない 

ことを確認する。 

○ すべてつけ分けて食べ 

  ることで、必要な栄養を 

摂取できることも伝える。 

 

 

○ Chromebook の操作に 

困っている生徒がいたら 

支援する。 

○ 食べ残しの他、無計画 

な買い物で、賞味期限切 

れになったり、腐ったりす 

る場面も想起させ、家庭 

でできる対策にも着目さ 

せる。 

 

 

 

 

ワ ー ク

シート 
【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

Chrome 

book 

８ 本時のまとめを 

発表する。 

５ 

 

分 

○ 自分は何を取り組むか 

  について発表させる。 

☆ 自分の食生活を振り返り、具体的にできることを考えて 

実践していこうとする意欲をもつことができたか。 

（発表・ワークシート） 

 

● 本時の評価 

・ 食品ロスの原因を理解し、日常生活の中で、自分にできることを具体的に考えて、 

自分の生活に生かそうとすることができたか。（主体的学習態度） 

 

どうすれば、みんなに優しい食生活ができるだろう 

７７億人（世界人口） 

８億人以上 

（飢餓人口） 

１３億トン/年 

（世界食品廃棄量） 

６１２万トン/年 

（国内食品廃棄量） 
＊農林水産省 

「aff」2020 年 10 月号 

・生産及び流通のロス 

・生産量と消費量の差に 

よる食品廃棄 

☆ 食品ロスについて理解できたか。（ワークシート） 
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どうすれば、みんなに優しい食生活ができるだろう 
   

３年   組   番 氏名              
 

１ この数字は何を表しているでしょうか。 
 

  ７７億人（１    世界人口   ）    ８億人以上（２  飢餓人口  ）  

→ （１   世界人口   ）  の９人に１人が     栄養不足   に苦しんでいる 

１３億トン/年 （3 世界食品廃棄量  ）   ６１２万トン/年 （4 国内食品廃棄量  ）  
 

２ 日本を含む、先進国における食品ロスの原因は何が考えられますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ ７００人分の学校給食から、食品廃棄量について考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 食品廃棄物は 

２種類に分けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 給食１人分の食品ロス（食べ残し量）について考えてみよう。 

 （ ｇ ）÷ 人数 ＝ 食べ残し量（ １人分／回 ）  

 

 

 

７00 人の 

学校記入例 

献立名：  

ごはん 

牛乳 

かきたま汁 

いわしの蒲焼 

赤じそ和え 

食品廃棄量： 

72.5 kg 

卵のから、魚の骨、野菜くずなど、 

食べられないため 捨てられる部分  

ごみ 

食べ残し → 

食べられるのに 捨てられる部分 
 

 

 
 

食品ロス 

 

ご飯  

13ｋｇ 

（13,000ｇ） 

牛乳  

6.2ｋｇ 

（6,200ｇ） 

実際に食べた量： 

18.6 

ｇ 

14.6 

ｇ 

8.9 

ｇ 

おかず  

10.2ｋｇ 

（10,200ｇ） 

この日の食材量： 

 509.5 kg 

Kg  

資料１ 
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５ みんな（自分、世界の人々、環境など）に優しい食生活を送るために、できることを見 

つけて、実践してみよう。 

○自 分でできる取組、○家 庭でできる取組、○社 会全体で行う取組 に分けて、 

行動目標を設定しよう。 

 

取組 

場面 
取組内容 期待できる効果 行動目標 実践した日 

例： 

○家  

冷蔵庫の中を確認して、買

い物に行く 

賞味期限切れによる廃棄

の削減 

 

今週末から 

買い物ごと 

〇/△（土） 

〇/□（日） 

○自  

給食を残さず食べる 

 

給食の食品ロス削減 今日から 

毎日 

〇/〇～ 

毎日 

 

 

 

   

 

    

 

 

 

   

 

６ 今回の学習や取組について、振り返ってみよう。 

・ 買うものを確認して買い物をすると、余分なものを買わないので、食べきれずに 

捨てるものが減った。お金の無駄遣いも減って、おさいふにも優しい。 

・ 給食を残さず配ったら、食べ残しが減った。栄養バランスも整うし、意外と簡単 

だったので続けたい。 

 

 

 

 

 

 
７ 今回の取組をおうちの方にも知らせ、感想をインタビューしてみよう。 

・ 子どもの学習を通して、家庭での買い物について一緒に実践することができました。 

・ いつもは残しがちな、夕食の付け合わせの野菜も食べてくれました。 
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●事後指導として実施 

 

 

● 題材名 食べ物を大切にし、残さず食べよう 

● 本時の目標 

 ・ 世 界 や日 本の食 糧 事 情を理 解し、食 べ物 を無 駄にせず、これからも給 食を残 さず

食べようとする態度を養う。（学向・人間性） 

● 食育の視点 

 ・  毎 日 の給 食 を通 して、健 康 で安 心 な社 会 づくりに貢 献 しようとする態 度 を養 う。  

（社会性） 

本時の展開 

学 習 活 動 
時 

間 
指導上の留意点 支援（〇）・評価（☆） 資料等 

１ 今 日 の給 食 に使 われ

ている食 材 の産 地 を確

認する。 

 

２ 

分 

○ 今日の給食食材の産地を知らせ、国内外か

ら運ばれていることを知らせる。 

 

食 材 ・産

地 を 書

い た 資

料 

２ 世 界 のハンガーマップ

から、誰 もが恵 まれた食

事 をしているわけではな

いことを理解する。 

３  給 食 で の 食 品 ロ ス の

現状を振り返り、自分が

できることを考える。 

 

・ 残さず食べる。 

・ 器に食べ物を残さず、

きれいにして返す。 

７ 

分 

○ ハンガーマップを提 示 し、世 界 には飢 餓 に

苦しむ人々がいることを再確認させる。 

 

 

○ 学 級 活 動 で計 算した、食 べ残しの量を思 い

出させ、同じ量の給食写真を見せる。 

 

 

 

 

 

○ 給 食 の食 品 ロスの量 は、意 識 すれば食 べき

れる量であることを伝える。 

○ 一 人 一 人 ができることに取 り組 む姿 勢 が大

切であることを思い出させる。 

ハンガー

マップ 

 

 

 

学 級 活

動 時 の

ワ ー ク シ

ート拡 大

図 

 

食 べ 残

し 量 の

写真 

４ 食べ物を無駄にしない

よう残さず食べ始める。 

１ 

分 

○ 味わって最後まで食べるよう伝える。 

☆ 食 べ物 を無 駄 にしないよう、栄 養 バランスの

整 った給 食 を、残 さず食 べようとしているか。

（観察） 

 

● 本時の評価 

 ・ 食べ物を無駄にせず、残さず食べようとする態度を養うことができたか。 

（主体的学習態度） 

中学校 第３学年 学級活動と連携した給食の時間の指導  

食べ物を大切にし、残さず食べよう 

79



６ 個別的な相談指導の進め方 

 

食に関する指導の一つである個別的な相談指導は、授業や学級活動など全体での指導で

は解決できない健康に関係した個別性の高い課題について改善を促すために実施するもの

です。 

近年、児童生徒を取り巻く生活環境や食環境の多様化・複雑化に伴い、肥満傾向や偏食

などを原因とする生活習慣病の若年化、食物アレルギーをもつ児童生徒の増加などが見られ、

家庭はもとより学校においてもその対応が求められています。また、スポーツをする児童生徒

の抱える食事やトレーニングに関する課題に対して、食事や栄養に関する積極的な指導や助

言を行うことによる競技力や体力の向上と健全な発育への期待が高まっています。 

このように、食に関する健康課題のある児童生徒やその保護者に対する個別の対応や相談

指導は、発育・発達期である児童生徒が健康に過ごすために必要であるとともに、将来に向け

た望ましい食生活の形成を促すためにも重要であると言えます。 

 

（１）個別的な相談指導の進め方 

① 個別的な相談指導の目的   

      個別的な相談指導は、対象となる児童生徒が自己の課題を改善し、将来に向けた望ま

しい食生活の形成を促すことや食の自己管理を行うための正しい知識やスキルを身に付

けることなどを目的とした児童生徒に対して実施する直接指導です。 

図１ 個別的な相談指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」 （文部科学省、平成 29 年 3 月） 
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想定される個別的な相談指導は、対象児童生徒の課題の改善について期間を決めて

定期的、継続的に指導を進めることにより、対象児童生徒の行動の変容を促します。その

結果、より良好で望ましい生活を送るための食習慣を獲得できるようにします。                                       

② 想定される個別的な相談指導 

      学校においては、偏食のある児童生徒や肥満ややせ傾向の児童生徒、食物アレルギ

ーのある児童生徒、スポーツをしている児童生徒、食行動に問題を抱える児童生徒などへ

の個別的な相談指導が想定されます。 

表１ 想定される個別的な相談指導（例） 

 

例えば、偏食傾向に対する指導は、単に「好き嫌い」という嗜好的な問題にとどまらず、

少食や拒食などの食行動の問題を伴う場合やこれまで食べた経験がないなど家庭での食

経験の不足が背景にあることが考えられ、何が原因なのか、どこに課題があるのかを探る

必要があります。また、食物アレルギーに対する指導は、学校給食で対応する内容や授業

や行事など学校生活における配慮に加えて、対象児童生徒の成長と発達を正しく評価し

て適切な栄養摂取を促す指導が必要になります。 

表１以外にも、朝食欠食などの生活習慣や栄養や食が関係する疾患など、食に関連す

る健康課題は多岐に渡っています。 

個別的な相談指導を行う際には、対象児童生徒の身体状況や栄養状態や毎日の食

生活の状況、家庭や地域の背景、児童生徒自身の食に関する知識や理解度などを含

出典「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」 （文部科学省、平成 29 年 3 月） 
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めた実態の把握が重要になります。 

実際の指導は、対象児童生徒一人一人に対して指導することになりますが、肥満傾向

や食物アレルギーをもつ児童生徒、スポーツをする児童生徒など、対象によっては、個別

的な相談指導と集団指導の双方を実施することで、個々の課題に取り組む意識の高まり

が期待でき、指導効果が上がりやすくなります。個別的な相談指導と集団指導それぞれの

利点を生かして実施するとよいでしょう。 

また、食物アレルギーについては周りの児童生徒への指導も必要になります。食物アレ

ルギーがあるために特定の食品が食べられないのは「好き嫌い」ではないこと、自分にとっ

ては問題ない食品が食物アレルギーのある児童生徒にとっては生命にかかわるような反

応が出ることがあるなど、食物アレルギーについて正しく理解させておくことが必要になりま

す。 

表２ 個別的な相談指導と集団指導の特徴 

 個別的な相談指導 集団指導 

利

点 

・指導者と児童生徒及び家族に親密な人間関

係を構築することにより成果を得ることができ

る。 

・個人の身体状態、栄養状態、食生活等の特

性にあった指導ができる。 

・個人の家庭や地域での背景、知識、理解度

等、教育上の特性にあった指導ができる。 

・一度に多くの人数を指導できる。 

・同一の問題を抱えている対象者の場

合、連帯感が生じたり不安が解消され

る。 

・対象者間に競争意識が芽生え、指導

効果が上がりやすい。 

限

界

点 

・多くの時間を要する。 

・差別感が生じやすい。 

・指導者の態度、言動に影響を受けやすい。 

・指導者と児童生徒及び家族に親密な

人間関係が得られにくい。 

・個人の身体状態、栄養状態、食生活等

の特性にあった指導が困難になる。  

・個人の特性が理解できず、押し付けの

指導になりやすい。 

 

③ 指導における留意点  

対象児童生徒との合意を図りながら具体的な指導方法を考えて進めることになります。

指導計画を作成した上で、指導内容や児童生徒の生活環境、行動の変更などを記録し、

課題改善の状況を適切に評価しながら対象児童生徒にとって適正な改善へ導くことが大

切です。医学的な対応が必要な場合については、主治医や専門医とも密接に連携を取り

ながら適切に対応します。 

実際に指導する際には、対象児童生徒の過大な重荷にならないことや家庭や関係者の

理解を得ることなど、指導者として高い倫理観とスキルをもって指導を行うことは言うまでも

ありません。 

出典「食に関する指導の手引－第一次改訂版－」（文部科学省、平成 22 年 3 月） 
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出典「食に関する指導の手引き－第二次改訂版－」（文部科学省、平成 31 年 3 月） 

具体的な留意点は、「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」Ｐ２３５を参照してくだ

さい。 

 

（２）校内の体制及び教職員の役割 

 ① 校内体制 

     学校教育活動は様々な校内体制を軸に推進されます。第３章で触れたように、食育の

推進においても校内の組織体制を整備して全教職員が十分に連携して関わることによっ

て、体系的・継続的な指導が実現でき、教育的効果を高めることにつながります。個別的

な相談指導においても「食に関する指導の全体計画」に位置付けて、全教職員が児童生

徒の食に関する課題を理解し、学校として組織的・計画的に指導することが重要になりま

す。 

図２ 個別的な相談指導の体制（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２に示されている個別的な相談指導の体制（例）です。対象児童生徒やその保護

者に指導する場合には、児童生徒や家庭の状況など実態を多面的に把握した上で

様々な機会を捉えて継続的に指導することが必要になるため、学級担任や養護教

諭、栄養教諭、関係教職員の緊密な連絡や協力が不可欠です。 

また、必要に応じて医療や保健センターなどの専門機関とも十分に連携し、適切に対応

することができるよう、指導体制を整えておくことが必要になります。 

学校において食に関する問題を抱える児童生徒に気付くのは主に学級担任であろうと

思われますが、給食の時間の指導に関わる栄養教諭や児童生徒の健康に関わる養護教
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諭が気になる児童生徒をつかんでいることも少なくありません。栄養教諭や養護教諭から

の情報は対象となる児童生徒の状況を把握するためにも重要です。 

栄養教諭の在籍がない学校においては、共同調理場を兼務している栄養教諭や校区

内の他校に勤務する栄養教諭の協力を得るなどして個別的な相談指導を実施します。 

  ② 教職員の役割 

      個別的な相談指導においては、教職員及び関係機関などが連携協働の上でＰＤＣＡ 

サイクルに沿って取り組みます。そのためには、教職員がそれぞれの役割を理解しておく

ことです。教職員の役割については、「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」Ｐ２３７

を参考に、各々が連携して適切に対応し、指導の必要性や具体的な方策を検討して個別

的な相談指導を進めることになります。 

栄養状態や家庭の食生活の課題に関わる相談指導には、専門的な知識が不可欠です。

「児童生徒の栄養の指導及び管理をつかさどる」栄養教諭は、管理栄養士、栄養士の免

許を有しています。栄養教諭は、その専門性を十分に生かし、個別的な相談指導の要と

しての役割を果たすことになります。 

最近では、食に関する問題や課題の原因が生徒指導や家庭環境と関連している事例

も見受けられます。そのような場合には、ＳＣやＳＳＷとも連携を図ります。ＳＣやＳＳＷを交

えて指導の方向性を検討したり保護者への支援の方法や指導内容を評価したりする場を

設けることも校内体制として重要です。 

 

（３）個別的な相談指導の具体的な方法と流れ 

個別的な相談指導は、食や健康に課題をもつ児童生徒に寄り添い、その課題の解決を図

ることが目的です。対象児童生徒の身体状況、栄養状態や食生活などを総合的に評価・判

定し、家庭や地域の背景、児童生徒の食に関する知識や理解度を考慮して児童生徒に適し

た指導に当たること、具体的な指導内容の記録や指導後の変容の状況などを教職員で共有

し、評価、指導計画の見直しを繰り返しながら、継続的な指導を実施することが求められます。 

個別的な相談指導の具体的な方法については、「食に関する指導の手引－第二次改訂 

版－」Ｐ２４２～Ｐ２５１を参考にしてください。 

ここでは肥満傾向の児童生徒への指導例を紹介します。 
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肥満傾向  個別的な相談指導（例） 

 

【実態把握】 

 

 

 

 

【指導計画の作成】 

 

 

 

【実施】 

 

 

 

 

 

 

【評価・改善】 

 

 

 

     

【指導上の留意点】 

・対象児童生徒のプライバシーの保護に努める。 

・一人一人の個人記録を作成し、定期的に保護者に身長、体重、肥満度などを知らせるとともに、 

面談などを実施し、保護者との連携を密にする。 

・対象児童生徒や保護者の意欲が低下しないよう、単に理想体重を目標に設定するようなことは避 

け、段階的な指導を心がける。 

・長期休業中における生活や食事の乱れを予防するため、事前の相談指導を重視する。 

・楽しみながら生活を改善できるよう配慮する。 

・対象児童生徒や保護者に対して、努力したことを認め励ますなど努力したことが自分にとってプラ 

スになったと実感できるようにする。 

・専門医などからの指導が必要な場合には、定期的な専門医への受診を勧めて、専門的な指導助 

言を継続して受けられるようにする。 

 

・生活習慣調べの実施 養護教諭・学級担任 

・推定エネルギー必要量の提示 栄養教諭 

・給食の時間の指導での適量指導や食べ方の指導など 栄養教諭・学級担任 

・運動指導（放課の過ごし方・軽度な運動・体重測定など） 体育主任・養護教諭 

・長期休業前の生活指導 

食事指導（食事内容や食事量・おやつのとり方など）  

運動指導（運動の内容や時間、体重測定など） 

学級担任・養護教諭

栄養教諭 

体育主任 

・すこやか教室や親子料理教室の開催 （バランスのよい食事のとり 

 方・規則正しい食習慣・食べすぎ予防・成長に必要な栄養など） 

栄養教諭 

保健センター 

・定期健康診断の結果や保護者からの申し出により、肥満傾向のある児童生徒 

を把握する。（例：肥満度３０％以上の児童生徒抽出、成長曲線を用いた評価） 

・生活習慣に関するアンケート調査などにより、生活習慣の改善が必要な児童生 

徒を把握する。  

養護教諭 

栄養教諭 

〇短期的な目標や中・長期的な目標を設定する。 

・見通しをもちながら無理なく継続して取り組める内容の提示する。 

・実態に応じて食事や運動に関する生活習慣の具体的な改善策の明示など 

学級担任

養護教諭 

栄養教諭 

〇設定した目標（短期、中・長期）に応じた評価を行う。 

 （本人の取組記録・保護者の感想や意見・成長曲線による肥満の状況） 

・取組への意欲が低下しないよう配慮しながら、体重記録など数値による評価も 

検討する。 

・新たな目標に基づく改善策を検討する。 

学級担任

養護教諭 

栄養教諭 
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７ 学校における食育の推進の評価 

 

（１）評価の基本的な考え方 

   学校現場では評定と評価という言葉があります。評定というのは価値を定めます。一方、評

価は価値付けをした上でその活動の改善のための情報収集をします。つまり改善するために

評価を行います。食育も同様です。食育の評価は、食育の成果と課題を把握して、よりよい

推進のための改善を図るために行うものです。 

（２）評価の実施方法 

食育の評価は食育の推進がうまく行われて

いるかという評価になります。これには大きく

分けて二つの評価を行います。一つ目は成

果指標（アウトカム）の評価があります。これは

数値的に事前事後で見比べてできたかどうか

を判断します。二つ目が活動指標（アウトプット） 

の評価になります。これは目標に向けてどのくらい活動できたか、という評価になります。この

成果指標と活動指標の両方を設定して、総合的な評価につなげることが重要となります。 

まず、成果指標というのは、食に関する知識がどのくらい増えたかとか、あるいは食に関す

る意識がどのくらい変わったかということを見ます。それに対して活動指標は、給食の時間の

食に関する指導や教科等の中での食に関する指導が何回ぐらいできたのかということを評価

していきます。このように成果指標と活動指標の両方を行います。 

表１ 成果指標（例） 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

成果指標においては、例えば表１のように、「配膳されたものを残さず食べられた子供の割

合」とします。現状値が６０％であったとすると学校で目標値を設定します。ここでは、目標値

 
＜食育の推進に対する評価＞ 

① 子供や子供を取り巻く環境の変化の評価 

＝成果指標（アウトカム）の評価 

② 活動（実施）状況の評価 

＝活動指標（アウトプット）の評価 

両方とも次の食育計画の改善に必要 

出典「令和２年度 食育指導者養成研修」資料 （文部科学省、令和 2 年 12 月） 

出典「令和２年度 食育指導者養成研修」資料  
（文部科学省、令和 2 年 12 月） 

図１ 食育の推進に関する評価 
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を７０％と決めます。そのあとに実績値の評価基準まで決めておきます。結果的にどうなった

か、どの数値まで良しとし、逆にどの数値では良しとしないのかということを決めていくというこ

とです。そして実践を行います。実践を行った後に、実際に実績値が７５％だったということで

あれば評価としては「できた」となります。 

ただ食育の評価というものは、量的な評価とともに質的な評価も加味していくことがあります。 

子どもの変化に関しては、数値で表すというのはなかなか難しいため、その質的な評価を

加えるとします。例えば、食育に「関心がある」と回答した子供の割合の目標値が７０％で実

績値が７２％だったとします。数字だけを見ると「おおむねできた」となります。しかし子供たち

が書いている内容を見ると、昨年度に比べて今年度は充実していた、大変食育に関係のあ

る事柄が書かれてあったということであれば、評価は１の「できた」としてもよいとなります。つま

りこれは量的な評価の中に質的な評価を入れるということになります。このような評価を学校

評価等では行っていくことになります。 

もう一つの活動指標においては、具体的な活動指標例として、食育指導実施率や食育指

導継続率などが挙げられています。 

成果指標、活動指標の項目は、「食に関する指導の手引き－第二次改訂版－」Ｐ２５４、２

５６、２５７に例示されています。 

（３）学校評価との関連 

評価について考える上で重要なことがあります。それが学校評価です。学校評価の中に食

育を位置付けるということが、食育に対する教職員の意識を高め、保護者や地域との連携を

促進することにつながります。まずはその取組に関わった実施者による自己評価、教職員に

よる評価を基本とし、必要に応じて「学校関係者評価」や「第三者評価」など、保護者や地域

の方々、外部の専門家等にも協力を得ながら評価を行うということが大切です。 

評価に関してまとめると、まず評価は改善のために行うものであることを理解することです。

そのうえで計画の段階から評価することを考えて、目標を設定します。指標を設定することは

評価を考えることにつながります。目標を設定した上で目標を達成するために実践を行って

いきます。実践を行った後に評価をしますが、最も重要なのは整理分析をした後に、それを

成果と課題としてまとめ、次年度に向けての改善に生かしていくことです。 
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あ と が き 

 「愛知県学校食育推進の手引（第一次改訂版）」をここに電子版として発行できることとなりました。

本手引の編集にあたり、多大なご協力をいただきました編集委員の方々や関係の皆様方に、感

謝申し上げます。 

学校における食育は、特定の教科、領域だけで行うものではなく、学校全体を通して全ての教

育活動で総合的に行っていくものです。また、学校だけでなく、家庭や地域、関係機関と連携を

深め、多くの方々の協力の下で進めていくものです。 

その際に、文部科学省から発行された「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」とともに、

本手引を有効に活用され、学校食育への理解を深めたり、推進体制強化の参考にしたりして、学

校における食育の発展に役立てていただければ幸いです。 

＜  編集委員の皆さん  ＞ 

所         属 職  名 委 員 名 

一宮市立木曽川東小学校 栄養教諭 野田 亜紀子 

瀬戸市立にじの丘小学校 栄養教諭 杉野 由起子 

津島市立東小学校 栄養教諭 服部  理子 

あま市立甚目寺南小学校 栄養教諭 増田 志津恵 

半田市立亀崎小学校 栄養教諭 北村  史子 

岡崎市立根石小学校 栄養教諭 大矢 美代子 

西尾市立花ノ木小学校 栄養教諭 丸山 真奈美 

田原市立清田小学校 栄養教諭 山本  敦子 

愛知県立一宮特別支援学校 栄養教諭 鶴岡  歩未 

＜  事 務 局  ＞ 

    

 

 

 

    

 

 

※ 令和２年度から２年間かけて作成してまいりました。２年間の編集委員のメンバーに 

変更はありませんが、所属等は令和３年度のものです。 

愛知県教育委員会 学習教育部 

保健体育課 

課長 岩田  政久 

担当課長 小杉  正樹 

課長補佐 髙濵  昭博 

主査 伊藤  正志 

指導主事 小田  敦子 

主事 平林  志野 
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